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＜問題－Ⅳ－（２）：河川、砂防及び海岸･海洋＞ 
 

1. 河川環境の整備と保全に関する国民の主なニーズのうち、多数意見でないものを a

～dのなかから選びなさい。 

a. 地域にふさわしい生物群集の良好な生息・生育環境の確保 

b. 河川の特性を踏まえ、水を基調とした良好な景観の維持・形成 

c. 河川の適正な利用と流水の正常な機能の維持に配慮した、良好な水質の保全 

d. 自然環境保全のための、人と河川との触れ合い活動の禁止 

 

 

2. 洪水の特徴に関する記述のうち、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。   

a. 川幅の狭い区間（狭窄部）の上流では、流量が大きいほど水面勾配は急になる。 

b. 狭窄部や連続した蛇行区間では、洪水が貯留され、下流の洪水流量が減少する。 

c. 洪水の増水期には水面勾配が大きく流速が速くなるため、水位の割には流量が

大きくなる。 

d. 中小河川では、降雨のピークから洪水のピークまでの時間は短く、洪水継続時

間は数時間から１日程度と短い。 

 

 
3. 遊水地の位置に関する記述のうち、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 遊水地は地形上の制約がなく、位置を任意に選定することができる。 

b. 洪水調節効果を考えると、洪水防御の対象地域にできるだけ近いことが望まし

い。 

c. 下流域では、カット量に比較して大きな容量を必要とする。 

d. 下流の都市周辺地域では都市化の進行が著しく、用地の確保が困難な場合が多

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4. 漂砂制御施設に関する記述のうち、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 漂砂制御施設は、離岸堤、人工リーフ、ヘッドランド、サンドバイパスである。 

b. 施設の選定は、必要とする性能、海岸環境・海岸利用への影響、経済性、施工

性等を考慮して決定する。 

c. 経済性の評価に当たっては、単に初期の建設コストだけでなく、ライフサイク

ルコストで検討する必要がある。 

d. 施工性は、基礎地盤、波浪条件に左右される。例えば、離岸堤は地盤によって

は基礎対策が必要となる場合がある。 

 
 

5. 内水処理計画の確率評価手法に関する記述のうち、誤っているものを a～d のなか

から選びなさい。 

a. 内水河川の流下能力を規定する施設（河道、水門、樋門等）の計画外力評価は、

ピーク流量でなく、湛水量で行う。 

b. 内水時間帯降雨量による確率評価手法は、湛水量を内水時間帯の降雨量で表現

しようとするものである。 

c. 実績湛水量による確率評価手法は、内水河川及び本川の流域や河道に大きな変

化がある場合は行えない。 

d. 河道に大きな変化がある場合は、内水解析モデルにより求められる計算湛水量

による確率評価を行うことができる。 

 

 
6. 河川計画の策定に当たって検討すべき視点のうち、誤っているものを a～d のなか

から選びなさい。 

a. 流域の自然環境の現況とその歴史的な変遷 

b. 災害の歴史と改修の経緯 

c. 所要の治水安全度の確保 

d. 地域づくりからの独立 

 

 

 

 

 

 

 

 



7. 都市内の河川が持つ都市防災機能に関する記述のうち、誤っているものを a～d の

なかから選びなさい。 

a. 災害時における消火用水、災害後の生活用水等の供給源 

b. 氾濫防止機能、遊水機能、保水機能 

c. 延焼遮断帯、避難場所、避難路 

d. 緊急時の物資輸送路 

 

 

8. 高規格堤防の設計に関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかから選びな

さい。 

a. 原則として超過洪水を対象として設計する。 

b. 経験的手法によることができないため、原則として構造計算によって検討する。 

c. 越流水による洗掘破壊に対する安全性の照査は不要である。 

d. 地震による荷重を考慮するのは、河道内水位が計画高水位以下の場合のみとす

る。 

 

 

9. 一般的な河川堤防に関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかから選びな

さい。 

a. 土堤が原則であり、流水の作用に対しては必要に応じて護岸等で保護する。 

b. 一般に、洗掘作用が想定される水衝部を主体として必要な箇所を護岸等で保護

する。 

c. 計画高水位以下の洪水であっても、必ずしも絶対的な安全性を有するものでは

ない。 

d. 短期集中降雨は対象とせず、継続時間が長い洪水を対象として設計する。 

 

 

10. 盛土による堤防法面の植生に関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかか

ら選びなさい。 

a. 芝は、表層に広く根が張って、流水の侵食に強い長所を有している。 

b. チガヤは、芝に近い特性を有し、維持管理も比較的容易である。 

c. 菜の花は、景観に優れるので法面植生として好ましい。 

d. 丈の高い植生は、堤防変状点検の妨げになるので好ましくない。 

 

 

 



11. 引上式ゲート構造の可動堰の堰柱に関する記述のうち、誤っているものを a～d の

なかから選びなさい。 

a. 堰柱による河積の阻害率が、概ね 10％を超えないようにする。 

b. できるだけ細長い楕円形またはこれに類する形状にする。 

c. 堰柱の長さは、ゲート操作室の形状を考慮して決定する。 

d. 堰柱の幅は、ゲート戸当り寸法を考慮して決定する。 

 

 

12. 堤防開削を伴う工事において河川堤防にかわる仮締切として鋼矢板二重式工法を

用いる場合に、設計計算で一般に検討が不要なものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 遮水効果（浸透路長）に対する検討 

b. 沈下に対する検討 

c. 地震時に対する検討 

d. せん断変形破壊に対する検討 

 

 

13. 河川堤防に設置されている用途を廃止した樋門に関する記述のうち、正しいものを

a～d のなかから選びなさい。 

a. 除去することを基本とする。 

b. 函渠内を軽量材で充填し、存置することを基本とする。 

c. 補強や補修を施して、存置することを基本とする。 

d. 除去する場合と存置する場合をコスト比較して決定することを基本とする。 

 

 

14. 「河川構造物の耐震性能照査指針（案）」における堤防（土堤）の耐震性能の照査

に関する記述のうち、正しいものを a～dのなかから選びなさい。 

a．堤体内にせん断変形が発生しないことを照査する。 

b．基礎地盤に液状化が発生しないことを照査する。 

c．堤体が円弧すべりに対して、所要の安全率を有していることを照査する。 

d．地震後の堤防高が照査外水位を下回らないことを照査する。 

 

 

 

 

 

 



15. 土石流ピーク流量の算出方法に関する記述のうち、正しいものを a～d のなかから

選びなさい。 

a. 土石流ピーク流量は、流出土砂量に基づいて求めることを基本とする。 

b. 1 波の土石流により流出すると想定される土砂量を算出する場合は、土石流・

流木対策施設がある状態を想定し、土砂量が最も小さくなる「想定土石流流出

区間」を想定して算出する。 

c. 同一流域において実測値がある場合は、別の方法で土石流ピーク流量が推定で

きる場合でもその推定値を用いてはいけない。 

d. 1 波の土石流により流出すると想定される土砂量は「想定土石流流出区間」に

おける移動可能土砂量と運搬土砂量を比較し、大きいほうの値とする。 

 

 

 

 

16. 図は土砂移動形態の渓床勾配による目安を示したものだが、区間の呼び名の組み合

わせで、正しいものを a～d のなかから選びなさい。 

a. ①発生区間、②土石流区間、③流下区間、④堆積区間、⑤掃流区間 

b. ①発生区間、②堆積区間、③流下区間、④土石流区間、⑤掃流区間 

c. ①発生区間、②流下区間、③堆積区間、④土石流区間、⑤掃流区間 

d. ①発生区間、②流下区間、③堆積区間、④掃流区間、⑤土石流区間 

2° 10° 15° 20°

渓床
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図 土砂移動形態の渓床勾配による目安 

 

 

 

 

 



17. 透過型砂防えん堤の水通し部に関する記述として、誤っているものを a～d のなか

から選びなさい。 

a. 水通しの中心位置は、原則として現渓床の中心に位置するように定める。 

b. 水通し底幅は、開口部の幅に合致させる。 

c. 水通し高さは、設計流量を流しうる水深に余裕高を加える。 

d. 地形などの理由により水通し断面を確保できないときは、袖部を含めた断面に

より対応することができる。 

 

 

18. 平成 22 年 2 月 23 日に一部改正された「土砂災害警戒区域等における土砂災害防止

対策の推進に関する法律」に関する記述として、誤っているものを a～d のなかか

ら選びなさい。 

a. 同法の改正目的は、従来の目的に加え、「重大な土砂災害の緊迫した危険があ

る場合において避難に資する情報を提供すること」により公共の福祉の確保に

資することである。 

b. 同法で定義される土砂災害とは急傾斜地の崩壊、土石流及び、地すべりの３つ

の事象だけを発生原因とし、他の発生原因による災害を対象とはしない。 

c. 都道府県知事は重大な土砂災害の急迫した危険が予想される場合、基本指針に

基づき、重大な土砂災害が想定される土地の区域及び時期を明らかにするため

必要な調査（緊急調査）を行う。 

d. 国土交通大臣は当該土砂災害の発生原因である自然現象が緊急調査を行うた

めに特に高度な専門知識及び技術を要するものとして政令で定めるものであ

るときには、基本指針に基づき、緊急調査を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



19. 土石流･流木対策施設の効果量に関する記述として、誤っているものを a～dのなか

から選びなさい。 

a. 計画捕捉流木量は、土石流・流木対策施設の計画捕捉量に流木容積率を乗じて

求める。 

b. 透過型砂防えん堤の流木容積率(Kw1)は、既往災害による流木捕捉の実態から

Kw1≦30％が得られている。 

c. 不透過型砂防えん堤の流木容積率(Kw1)は、既往の捕捉事例がない場合は Kw1

＝20％とする。 

d. 副えん堤に流木止めを設置する場合の計画捕捉流木量は、流木の平均直径

(Rwa)×湛水池の面積(Aw)により求める。 

 

 

20. 土石流･流木対策の土砂量等の算出方法に関する記述として、誤っているものを a

～dのなかから選びなさい。 

a. 計画流出土砂量は、流域内の移動可能土砂量と「計画規模の土石流」によって

運搬できる土砂量を比較して小さな方の値とする。 

b. 流域内の移動可能土砂量は、計画基準点から 0 次谷の最上流端までの区間の移

動可能渓床堆積土砂量と崩壊可能土砂量の和とする。 

c. 移動可能渓床堆積土砂量は、土石流発生時に侵食が予想される平均渓床幅(B

ｄ)と侵食が予想される渓床堆積土砂の平均深さ(De)を乗じて求める。 

d. 0 次谷とは、1/25,000 地形図あるいは大縮尺の地形図を使用して等高線の凹み

具合を眺めて、凹んでいる等高線群の間口が奥行きよりも小なる地形のことで

ある。 

 

 

 
 



＜問題－Ⅳ－（２）：港湾及び空港＞ 

 

1. スーパー中枢港湾の定義として、正しいものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 国際海上輸送網又は国内海上輸送網の拠点となる港湾その他の国の利害に重

大な関係を有する政令で定められた港湾 

b. 特定重要港湾のうち特定国際コンテナ埠頭（次世代高規格コンテナターミナ

ル）の形成により国際競争力の強化を図ることが特に重要なものとして政令に

より指定されている港湾 

c. 重要港湾のうち、国際海上輸送網の拠点として特に重要な政令で定められた港

湾 

d. 地域のコンテナ輸送に対応した国際海上コンテナターミナルを有する港湾 

 

 

2. 平成 19 年に改正された「港湾の施設の技術上の基準・同解説」の港湾の施設の性

能設計に関する内容として、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 法的に遵守すべき事項として要求性能、性能規定、性能照査が規定された 

b. 要求性能は、施設の重要度や機能に応じて安全性、修復性、使用性に分類され

る 

c. 照査にあたり考慮すべき作用の組合せに対応する設計状態は、永続状態、変動

状態、偶発状態である 

d. 永続状態および変動状態に対しては、施設の安定性を定量的に評価できる信頼

性設計法を用いることを標準とする 

 

    

3. 施設の安定性、構造部材の断面の破壊（疲労によるものを除く）の照査に用いる波

高の設定法として、正しいものを a～d のなかから選びなさい。 

a. 長期間の実測値又は推算値をもとに、一定期間の波浪の波高、周期及び波向き

の相関頻度分布を適切に設定する 

b. 長期間の実測値又は推算値をもとに、統計的解析により設計供用期間中に高頻

度で発生する波浪の波高、周期及び波向き等を適切に設定する 

c. 長期間の実測値又は推算値をもとに、統計的解析等により再現期間に対応した

波浪の波高、周期及び波向きを適切に設定する 

d. 長期間の実測値又は推算値をもとに、一定期間の波浪の波高、周期及び波向き

を適切に設定する 

 

 



4. 波浪の変形に関する記述として、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 回折された不規則波の有義波周期は回折前とは異なる 

b. 沖波波高に屈折係数と回折係数を乗じた仮想的な波高を換算沖波波高という 

c. 浅海域においては、水深変化に伴う波高の場所的変化によって波の屈折現象が

生じる 

d. 浅海域を波が進行する場合には、屈折・回折に加えて浅水変形も考慮する 

 

 

5. 構造部の形態による波力等に関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかか

ら選びなさい。 

a. モリソン式による海中部材に作用する波力の計算には、水粒子速度成分及び加

速度成分を用いる 

b. 直立壁に作用する津波力の計算には、入射津波の静水面上の高さ（振幅）を用

いる 

c. ハドソン式による捨石又はコンクリートブロックの重量計算には、有義波高を

用いる 

d. 合田式による壁状構造物に作用する波力の計算には、有義波高を設計波高とし

て用いる 

 

 

6. 海側に面した鋼材の標準的な腐食速度が最も大きくなる腐食環境として、正しいも

のを a～dのなかから選びなさい。 

a. H.W.L.以上 

b. H.W.L.～L.W.L.－１mまで 

c. L.W.L.－１m～海底部まで 

d. 海底泥層中 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



7. 鉄筋コンクリート部材の性能照査に関する記述として、誤っているものを a～d の

なかから選びなさい。 

a. かぶりの標準値は、特に厳しい腐食性環境では 70 ㎜以上、一般の環境では 50

㎜以上とする 

b. 使用限界状態に対する検討は、コンクリートの圧縮応力度及びひび割れ幅を指

標として行う 

c. 性能の経時変化に対する検討として、中性化による鉄筋腐食、塩化物イオンの

侵入による鉄筋腐食などがある 

d. 断面破壊の終局限界状態に対する検討は、設計断面耐力に対する設計断面力の

比に構造物係数を乗じた値が 1.2 以下であることを確認する 

 

 

8. 主たる作用が自重である重力式防波堤の永続状態に対する性能規定として、正しい

ものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 地盤のすべり破壊の生じる危険性が限界値以下であること 

b. 堤体の滑動による破壊の生じる危険性が限界値以下であること 

c. 堤体の転倒による破壊の生じる危険性が限界値以下であること 

d. 基礎地盤の支持力不足による破壊の生じる危険性が限界値以下であること 

 

 

9. 控え工を有する矢板式係船岸の設計法として、誤っているものを a～d のなかから

選びなさい。 

a. 残留水位は、朔望平均干潮面（L.W.L）に潮差の 1/3 を加えた値としてよい 

b. 矢板壁の性能照査には、フリーアースサポート法及び仮想梁法を用いることが

できる 

c. 控え組杭は、タイ材張力を水平作用として受ける組杭として照査することがで

きる 

d. 照査用震度は、岸壁天端の許容される変形量を用いて算定することができる 

 

 

 

 

 

 

 

 



10. 技術基準対象施設の維持管理計画に関する記述として、正しいものを a～d のなか

から選びなさい。 

a. 維持管理計画においては、当該施設の維持管理レベルに応じて、点検診断の計

画、維持工事等の計画について定める 

b. 維持管理レベル 1は、供用期間中に要求性能が満たされなくなる状態に至らな

い範囲に損傷劣化を留める維持管理レベルのことである 

c. 点検診断計画では、定期点検診断、臨時点検診断の実施時期を定める 

d. 維持管理計画等の策定には、当該施設の計画から設計、施工に至るまでの一貫

した思想が不可欠である 

 

 

11. リージョナルジェット機（CRJ200 等）を対象とした滑走路標準長さ（国内線）の

値として、正しいものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 800m 以上 

b. 1,500m 以上 

c. 2,000m 以上 

d. 2,500m 以上 

 

 

12. 平成 20 年７月の空港土木施設の設置基準の見直しにより、滑走路標識の名称が変

更になったものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 目標点標識 

b. 接地帯標識 

c. 指示標識 

d. 積雪離着陸区域標識 

 

 

13. 「航空法」による制限表面のなかで延長進入表面の長さとして、正しいものを a～

d のなかから選びなさい。 

a. 進入表面を外側上方に２倍に延長したもののうち、進入表面を除いたもの 

b. 進入表面を外側上方に３倍に延長したもののうち、進入表面を除いたもの 

c. 進入表面を外側上方に４倍に延長したもののうち、進入表面を除いたもの 

d. 進入表面を外側上方に５倍に延長したもののうち、進入表面を除いたもの 

 

 

 



14. カテゴリーⅠ精密進入滑走路を有する埋立空港において、航空無線の電波障害を小

さくするための護岸天端高と埋立地盤高との段差の値として、正しいものを a～d

のなかから選びなさい。 

a. GS に関する地域：1.0m 以下、LLZ に関する地域：1.0m 以下 

b. GS に関する地域：1.0m 以下、LLZ に関する地域：3.0m 以下 

c. GS に関する地域：3.0m 以下、LLZ に関する地域：1.0m 以下 

d. GS に関する地域：3.0m 以下、LLZ に関する地域：3.0m 以下 

 

 

15. 空港工事における安全対策を施すうえで、災害（異常な降雨）の一般的な判断指針

として、正しいものを a～d のなかから選びなさい。 

a. 最大 24 時間雨量が 50mm 以上 

b. 最大 24 時間雨量が 60mm 以上 

c. 最大 24 時間雨量が 70mm 以上 

d. 最大 24 時間雨量が 80mm 以上 

 

 

16. 第 10 制限区域内工事実施規程において、「供用の休止」の定義として、正しいも

のを a～dのなかから選びなさい。 

a. 0.5 暦日以上飛行場又は航空保安施設の供用を全面的に停止すること 

b. １暦日以上飛行場又は航空保安施設の供用を全面的に停止すること 

c. 1.5 暦日以上飛行場又は航空保安施設の供用を全面的に停止すること 

d. ２暦日以上飛行場又は航空保安施設の供用を全面的に停止すること 

 

 

17. アスファルト舗装によるオーバーレイ工法において、リフレクションクラック防止

対策として、一般的でないものを a～d のなかから選びなさい。 

a. 既設アスファルト舗装上においては８㎝以上のオーバーレイを行う 

b. 既設コンクリート舗装上においては 15 ㎝以上のオーバーレイを行う 

c. リフレクションクラック防止シートをひび割れ部に敷設する     

d. あらかじめカッターによる目地を設ける 

 

 

 

 

 



18. コンクリート舗装の養生に関する記述のなかで、誤っているものを a～d のなかか

ら選びなさい。 

a. 養生期間は、供試体の曲げ強度が目標強度の 70％以上に達するまでの期間 

b. 普通ポルトランドセメントを用いる場合 14 日間を標準とする 

c. 早強ポルトランドセメントを用いる場合７日間を標準とする 

d. 中庸熱ポルトランドセメントを用いる場合 14 日間を標準とする 

 

 

19. 「航空法施行規則」による水上空港等における着陸帯の長さの値として、誤ってい

るものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 着陸帯等級Ａ：4,300m 以上 

b. 着陸帯等級Ｂ：3,000m 以上 

c. 着陸帯等級Ｃ：2,500m 以上 

d. 着陸帯等級Ｄ：1,500m 以上 

 

 

20. 陸上ヘリポートの滑走路の長さに関する設置基準として、正しいものを a～d のな

かから選びなさい。 

a. 使用予定航空機の投影面の長さの 1.0 倍以上 

b. 使用予定航空機の投影面の長さの 1.2 倍以上 

c. 使用予定航空機の投影面の長さの 1.5 倍以上 

d. 使用予定航空機の投影面の長さの 2.0 倍以上 

 

 



＜問題－Ⅳ－（２）：電力土木＞ 

 

1. 発電方式別の二酸化炭素排出量に関する記述のうち、誤っているものを a～d のな

かから選びなさい。 

a. 火力発電の排出量は石炭火力＞石油火力＞LNG 火力の順となっている。 

b. 火力発電以外の発電の排出量は太陽光＞風力＞原子力＞地熱の順となってい

る。 

c. 原子力発電、太陽光発電、風力発電は設備の建設・燃料輸送・保守等以外に発

電過程においても二酸化炭素を排出する。 

d. 二酸化炭素排出量の原単位は kg- CO2/kWh である。 

               

 

2. 水力発電における河川法の規制についての記述のうち、誤っているものを a～d の

なかから選びなさい。 

a. 河川水の利用に際しては水利使用の許可が必要である。 

b. 河川区域内に工作物を設置するには許可が必要である。 

c. 河川区域内の土地を利用するには許可が必要である。 

d. 河川保全区域内であれば工作物設置の許可は不要である。 

 

 

 

3. 非化石エネルギーに関する記述のうち、正しいものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 原子力 

b. 天然ガス 

c. 石油 

d. 石炭 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4. 総合的なエネルギー安全保障の強化に関する記述のうち、正しいものを a～d のな

かから選びなさい。 

a. 自給率を低下させ諸外国への依存を高める。 

b. エネルギー構成や供給源の単一化を目指す。 

c. 省エネルギーを推進する。 

d. 緊急時よりも常時対応力の充実を図る。 

  

  

 

5. 水力発電の位置づけに関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかから選び

なさい。 

a. 発電過程で二酸化炭素を排出しない再生可能エネルギーである。 

b. 長期固定電源であり電力価格の安定に貢献している。 

c. 短時間で発電でき、需要の変化に対応可能なため電力品質の向上に貢献してい

る。 

d. 国内のエネルギー自給の約 50%を担う純国産エネルギーである。 

               

 

6. 中小水力開発の意義に関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかから選び

なさい。 

a. CO2を排出しないクリーンエネルギーとしての位置づけ。 

b. ミドル供給力としての電力確保。 

c. ローカルエネルギーとしての位置づけ。 

d. 地域振興への貢献。 

           

 

7. 水力発電所の使用水量ついての説明のうち、正しいものを a～d のなかから選びな

さい。 

a. 常時使用水量を調整池で調整し、常時使用できる水量を常時尖頭使用水量とい

う。 

b. 流れ込み式においては 365 日使用し得る水量を常時使用水量という。 

c. 貯水池式においては 355 日使用し得る水量を常時使用水量という。 

d. 発電所で使用する最大の水量を最大使用水量という。 

 

 

 



8. 水力発電所の水車に関する記述のうち、正しいものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 衝動水車にはペルトン水車、ターゴインパルス水車、フランシス水車がある。 

b. 水車の種類として衝動水車と反動水車がある。 

c. 衝動水車とは圧力水頭を持つ流水の水圧をランナーに作用させる構造である。 

d. 反動水車とは圧力水頭を持つ水をノズルから噴出させて全て速度水頭にかえ

る構造である。 

    

 

9. 水力発電所の余水路に関する記述のうち、正しいものを a～d のなかから選びなさ

い。 

a. 高速射流となるため水路はできる限り直線的な配置とする。 

b. 断面設計において空気混入を考慮する必要は無い。 

c. 通気孔の設置は流水の溢水につながるため行なわない。 

d. 導水路断面に余裕のある場合においても省略してはならない。 

  

 

 

 

10. 水力発電所建設に係わる経済性評価の方法に関する記述のうち、誤っているものを

a～d のなかから選びなさい。 

a. 経済性評価は電力系統全体を考慮した総合経済性評価法が唯一の方法である。 

b. 代替電源との比較を行なう方法として費用便益法がある。 

c. 個別電源の経済性を求める方法として建設単価法がある。 

d. 一般水力に極力㎾価値を考慮する方法として限界単価法がある。 

 

 

11. 原子力発電のプルサーマルに関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかか

ら選びなさい。 

a. プルサーマルは原子燃料サイクルを確立していくうえで重要なエネルギー政

策のひとつである。 

b. プルサーマルは世界で初めて日本が実施する政策である。 

c. プルサーマルには、使用済燃料から再処理によって分離されたプルトニウムを

ウランと混合して加工した燃料が使用される。 

d. プルサーマルは現在の原子力発電所の軽水炉で実施可能である。 

 

 



12. 再生可能エネルギーに関する記述のうち、正しいものを a～d のなかから選びなさ

い。 

a. 再生可能エネルギーは、太陽光、風力、小規模水力、地熱などの自然エネルギ

ーのみからなる。 

b. 従来型のエネルギーと比較して、エネルギー密度が高い。 

c. 再生可能エネルギーはエネルギー自給率の向上には寄与するが、低コスト化、

高効率化、電力系統への接続に伴う技術課題を解決するなどの研究開発が必要

である。 

d. 再生可能エネルギーは、一般的に規模が大きくなっても環境負荷は大きくなら

ない。 

 

 

 

13. 地熱発電に関する記述のうち、正しいものを a～d のなかから選びなさい。 

a. 現状では、開発から運転開始までのリードタイムが長く、開発コストも高いこ

とから事業の展開が難しい。 

b. 純国産の再生可能エネルギーであることから、立地上の課題は少ない。 

c. 地下熱源が不安定で年間を通じての設備利用率が低い。 

d. 地熱資源は日本全土の地下に普遍的に存在している。 

 

 

 

 

14. 火力発電方式のうちコンバインドサイクル発電に関する記述のなかから、誤ってい

るものを a～dのなかから選びなさい。 

a. ガスタービンと蒸気タービンを組み合わせた発電方式である。 

b. 同じ電力を得る場合、一般の火力発電方式よりも CO2の排出量が少ない。 

c. 改良型コンバインドサイクル発電では 50％以上の熱効率を達成できるものも

ある。 

d. 発電機の起動・停止が複雑で、電力需要に敏速に対応できないというデメリッ

トがある。 

 

 

 

 

 



15. 発電所の港湾施設に関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかから選びな

さい。 

a. ジャケット式構造の桟橋は直杭式桟橋や組杭式桟橋に比べて杭本数を減らす

ことが可能である。 

b. ジャケット式桟橋は大水深係留施設の構造形式としては不向きである。 

c. 傾斜堤タイプの防波堤は軟弱な海底地盤にも適用しやすく反射波の発生が少

ない。 

d. 混成堤タイプの防波堤は基礎地盤の不陸に対応しやすい。 

 

 

16. 電力施設の地中構造物の耐震設計に関する記述のうち、誤っているものを a～d の

なかから選びなさい。 

a. 地中構造物は地震後における損傷の発見や補修補強が困難となることにも留

意して耐震設計を行うことが必要である。 

b. トンネルや共同溝などの地中構造物の地震時の被害は、一般的に横断方向より

も縦断方向の被害の方が多い。 

c. シールドトンネルは、地震時においては特に継手部の損傷が支配的となる。 

d. 応答変位法による耐震設計の手順は、地盤をばね、構造物を梁でモデル化し、

地震の影響として慣性力、地震時土圧、周面せん断力の荷重を作用させる。 

 

 

17. 電力施設の保全方式に関する記述のうち、正しいものを a～d のなかから選びなさ

い。 

a. 状態監視保全は事後保全方式の一手法である。 

b. 保全方式の選択は設備重要度に基づき行われるため、当該施設の劣化特性など

の情報は特に必要ない。 

c. 予防保全は、限界状態を見据えた点検・調査や補修・更新の時間計画が策定さ

れていない場合にはオーバーメンテナンスに陥りやすい。 

d. 事後保全では、不具合が顕在化すれば直ちに施設の更新を行う。 

 

 

 

 

 

 

 



18. 限界状態設計法に関する記述のうち、正しいものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 限界状態は終局限界状態、疲労限界状態の二つに分類される。 

b. 限界状態設計法は仕様規定型設計にマッチした設計法である。 

c. 疲労限界状態は通常の供用または耐久性に関する限界状態である。 

d. 地震に対する安全性は、終局限界状態として検討を行う。 

 

 

 

19. 原子力発電所の耐震設計上考慮する活断層に関する記述のうち、正しいものを a～

d のなかから選びなさい。 

a. 約１万～２万年前以降に活動したもの。 

b. 約５万年前以降に活動したもの。 

c. 約 12 万～13 万年前以降に活動したもの。 

d. 約 180 万～200 万年前以降に活動したもの。 

 

 

20. 高レベル放射性廃棄物の地層処分に関する記述のうち、正しいものを a～d のなか

から選びなさい。 

a. 地下深部では地下水の動きが全くないため、物質の移動が生じない。 

b. 放射能レベルの高い廃液をガラス固化したものが、直接地層中に処分される。 

c. 放射性物質の移動を抑制する対策は、「人工バリア」と呼ばれる工学的対策に

依存している。 

d. 地下深部は酸素が極めて少ないため、化学反応が抑えられ物質を変質させにく

いという特徴がある。 

 



＜問題－Ⅳ－（２）：道路＞ 

 

1. 地域高規格道路に関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかから選びなさ

い。 

a. 連携強化による地域集積圏の形成、地域の交流促進、渋滞緩和による地域活性

化の３つの機能を担う。 

b. サービス速度は路線全体概ね 60km/h 以上を確保する。 

c. サービス速度を確保できる場合は平面交差を設置することができる。 

d. 現道の一部区間をそのまま、もしくは一部改良を行い現道活用できる。 

 

 

2. 山地部における道路に関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかから選び

なさい。 

a. 地域の状況に応じた通行機能を早期確保するため1.5車線的道路整備ができる。 

b. 本来は２車線となるが、やむを得ず１車線改良とするにあたっては、道路構造

令第５条の車線等に関する特例値を適用する。 

c. 応急処置として局部改良を行う場合は、道路構造令第 38 条による小区間改築

の場合を適用し弾力的に運用する。 

d. 道路状況に応じて、急な線形の改良、視距の確保、待避所の設置などの組み合

わせで早期に整備効果を得ることができる。 

 

 

3. 設計区間に関する記述のうち、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 地形の状況等によりやむを得ない場合は、種級や設計速度を落とした区間が一

つの設計区間の中に１～２箇所程度は許容できる。 

b. 自動車専用道路である第１種および第２種のやむを得ない場合の最小区間長

は５㎞とする。 

c. 第３種と第４種を接続する場合には、同じ設計速度の級区分で接続することが

望ましい。 

d. 設計速度の差が 20 ㎞/h を超える設計区間を直接接続することは避けるべきで

ある。 

 

 

 

 

 



4. 設計車両に関する記述のうち、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 設計車両の諸元は車両制限令、道路運送車両の保安基準、道路交通法による基

準の最大寸法の車両をもとに定めている。 

b. 小型自動車の長さは道路運送車両法による最大の値 4.7m を用いている。 

c. フルトレーラ連結車よりセミトレーラ連結車の方が回転時の占有幅が大きい

ことから、セミトレーラ連結車の長さとして 16.5m を用いている。  

d. 背高コンテナについては、昭和 60 年４月より指定経路で輸送可能となり、こ

れを考慮してセミトレーラ連結車の高さは 4.1m としている。 

 

 

5. 車線等に関する記述のうち、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 設計基準交通量は自動車の最大許容交通量であり、道路の計画や設計を行う際

に用いる基本の値である。 

b. 第３種第５級および第４種第４級の道路は車道だけで車線を持たない道路で

ある。 

c. 交差点の多い第４種の道路では設計基準交通量に２車線の場合は 0.8、４車線

の場合は 0.6 を乗じて適用する。  

d. 主要幹線に該当する第３種第２級の道路は交通の状況により、車線幅員に 3.5m

を採用できる。 

 

 

6. 付加追越車線に関する記述のうち、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 道路構造令第６条では第１種の道路について規定しているが、第２種、第３種、

第４種の道路においてもサービス速度提供のために必要に応じて設置しても

良い。 

b. 道路交通法においては高速自動車国道または自動車専用道路の場合、本線車道

として扱われる車線である。 

c. 第２種および第３種第１級の道路は片側車線数が２以上であることから付加

追越車線は設置しない。  

d. ゆずり車線は、付加追越車線と同じ目的で地形の状況などやむを得ない場合に

設置する。 

 

 

 

 

 



7. 平面線形の設計に関する記述のうち、正しいものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 設計速度が高い道路では、ハンドル操作の容易性から走行性、安全性が高い直

線を極力長く確保するように設計する。 

b. 同方向に屈曲する曲線の間にやむを得ず直線を挿入する場合には、極力直線区

間を短くするように設計する。 

c. 道路交角が小さくなる平面線形の場合は、曲率が実際より大きく見える錯覚が

生じることを防止するため、曲線長が短い円曲線の挿入は避けるように設計す

る。 

d. 平面曲線と縦断曲線を適切にずらすことにより、運転者から見て滑らかな美し

い線形となるように設計する。 

 

 

8. 平面交差点に関する記述のうち、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 飽和交通流率の基本値は、道路・交通条件が理想的な場合に１列の車列から流

れる青１時間当たりの通過台数である。 

b. 左折車線および右折車線の飽和交通流率の基本値は1,800台／青1時間である。 

c. 車線の標準幅員は 3.0m とし、3.0m を下回る場合には飽和交通流率の補正を行

う。 

d. Ｔ型交差点の飽和交通流率の算定では、対向直進車線がない方向からの右折車

についてはこの影響を考慮しないが、流出部に横断歩道がある場合は左折車と

同様に歩行者の影響を考慮する。 

 

 

9. 舗装の設計に関する記述のうち、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 舗装の設計期間は一律に規定することなく、ライフサイクルコストの観点から、

最適な設計期間を道路管理者が決定する。 

b. 舗装計画交通量は、一方向３車線以上の道路においては、大型車の方向別の日

交通量の 70％以上が１車線を通過するものとして算定する。 

c. 50％の信頼性とは、設計条件のとおりであれば設計期間を通して疲労破壊を生

じない舗装のことをいう。 

d. 信頼性が 50％の交通量を２倍して設計することで信頼性を 90％に上げること

ができる。 

 

 

 

 



10. 道路標識に関する記述のうち、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 路側式標識の標示板の高さは 2.50m を標準とする。 

b. 片持式・門型式標識の標示板の設置高さは 5.0m を標準とし、少なくとも 4.7m

以上確保することが望ましい。 

c. 警戒標識、規制標識は原則として路側式とする。 

d. 警戒標識の標示板は原則として併設はしないものとし、もっとも注意を要する

もののみを設置する。 

 

 

11. 小型道路の条件として、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。  

a. 普通道路での整備が困難であること 

b. 自動車が沿道へアクセスする機能をもつ必要がない道路であること 

c. 当該道路の近くに大型の自動車が迂回することのできる道路があること 

d. 歩行者、自転車利用者の安全性・利便性が確保できる道路であること 

 

 

12. 設計車両の諸元に関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかから選びなさ

い。 

a. 小型自動車は、長さ 4.7ｍ、幅 1.7ｍ、高さ 2.0ｍ、最小回転半径 6.0ｍである。 

b. 小型自動車等は、長さ 10.0ｍ、幅 2.5ｍ、高さ 2.8ｍ、最小回転半径 10.0ｍで

ある。 

c. 普通自動車は、長さ 12.0ｍ、幅 2.5ｍ、高さ 3.8ｍ、最小回転半径 12.0ｍであ

る。 

d. セミトレーラ連結車は、長さ 16.5ｍ、幅 2.5ｍ、高さ 3.8ｍ、最小回転半径 12.0

ｍである。 

 

 

13. 付加追越車線に関する記述のうち、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 付加追越車線の幅員は本線と同じ幅員とする。 

b. ゆずり車線の幅員は 3.0ｍを標準とする。 

c. ゆずり車線は低速車が分岐するため、すりつけ長が短くなる。 

d. 付加追越車線は縦断勾配６％以上の箇所に設置する。 

 

 

 

 



14. 路肩に関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかから選びなさい。 

a. 全路肩とは、すべての車両の一時停車が可能な路肩である。 

b. 半路肩とは、車両の走行に大きな影響を与えない側方余裕幅が確保され、また

乗用車は停車が可能な路肩である。 

c. 狭路肩とは、走行上必要な最小限度の側方余裕幅が確保された路肩である。 

d. 特殊路肩とは、付加追越車線、登坂車線、ゆずり車線などの交通が分岐される

特殊な箇所に設けられる路肩である。 

 

 

15. 立体交差の計画に関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかから選びなさ

い。 

a. 車線数の数が４以上である普通道路が相互に交差する場合においては、交差方

式は立体交差とする。 

b. 小型道路と普通道路の交差は、小型道路への大型車の進入を避けるため、種級

区分や交通量、車線数によらず、すべて立体交差とする。 

c. 維持管理面で、排水への十分な管理が必要となり、また、維持管理費が余計に

かかる立体交差構造はオーバーパスである。 

d. 第３種、第４種の普通道路で立体交差をする交差点であっても、交通量および

交通の安全からみて当分の間平面交差で処理できると認められる場合は、段階

建設として、平面交差とすることができる。 

 

 

16. バス停留所の構造に関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかから選びな

さい。 

a. バスベイ型とは、歩道に切り込みを入れて停留所を設けるものをいう。 

b. テラス型とは、車道側に張り出して停留所を設けるものをいう。 

c. ストレート型とは、歩道の幅員を変えることなく、歩道内に停留所を設けるも

のをいう。 

d. パラレル型とは、低床バス等の利用でバリアフリー化を図った段差の少ない停

留所をいう。 

 

 

 

 

 

 



17. 道路の幾何構造諸元のうち、地形の状況その他の特別の理由による緩和規定の適用

がないものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 車線の幅員 

b. 曲線半径 

c. 縦断勾配 

d. 片勾配のすりつけ率 

 

 

18. 道路の移動円滑化整備ガイドラインで規定されている歩道に関する記述のうち、誤

っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 縦断勾配は５％以下とする。 

b. 横断勾配は１％以下とする。 

c. 人の通行時の占有幅は 75cm である。 

d. 車椅子が回転する場合の占有幅は 2.0m である。 

 

 

19. 道路の移動円滑化整備ガイドラインで規定されている立体横断施設に関する記述

のうち、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 傾斜路の有効幅員は２m 以上とし、縦断勾配は 5％以下とする。 

b. 階段の有効幅員は 1.5m 以上とし、勾配は 50％、踏み幅 30cm を標準とする。 

c. 階段の高さが４mを超える場合には、その途中に踏み幅 1.2m 以上の踊り場を設

ける。 

d. 通路の有効幅員は２m以上とし、横断勾配は設けない。 

 

 

20. 擁壁に関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかから選びなさい。 

a. 重力式擁壁の安定計算には、主働土圧を用いるのが一般的である。 

b. プレキャストコンクリート擁壁で用いる摩擦係数は、0.6 を超えないものとす

る。 

c. 高さが８m以下の擁壁では、地震時の安定検討を省略しても良い。 

d. 置換え基礎を行なう場合の基礎底面からの鉛直応力の分散角度は 45°を標準

とする。 

 

 



＜問題－Ⅳ－（２）：鉄道＞ 

 

1. 鉄道騒音に関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかから選びなさい。 

a. 新幹線鉄道騒音の測定は、沿線屋外の地上 1.2m の高さにおいて、地域の騒

音を代表する地点として上下線の中心線から 25m の位置での騒音のピーク

レベルのパワー平均値により行うのを原則とする。 

b. 踏切等防音壁（高欄を含む）の設置が困難な区間及び分岐器設置区間、急曲

線区間等ロングレール化が困難な区間は、新設・大規模改良とも騒音対策の

指針の適用対象外となっている。 

c. 測定点は窓又は外壁から原則として 3.5m 以上離れた、反射音の影響が生じ

ないと思われる地点を選定する。 

d. 測定方法は原則として、当該路線を通過する全列車（上下とも）を対象とし、

周波数補正回路をＡ特性に合わせ、通過列車ごとに騒音の単発騒音暴露レベ

ルを測定する。 

 

 
2. 車両の曲線通過に関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかから選びな

さい。 

a. 曲線を高速で通過すると、車両には曲線半径や走行速度に応じた遠心加速度

が生じ、乗客は曲線外側へ引張られるような力を受ける。 

b. 曲線には外軌にカントを設けて車体を内側に傾けることにより、乗客の感じ

る遠心加速度を小さくする。 

c. 設定カントには停車時等で限界があるため、均衡速度を超えるとカントで相

殺できない超過遠心加速度が生じる。 

d. 曲線をより高速で通過するために車両側で台車に車体傾斜装置を組み込ん

だ車両は、超過遠心力による振子作用で軌道への負担もない。 

        

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



3. 脱線防止対策に関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかから選びなさ

い。 

a. 車輪によるレールの横圧を輪重で割った数値を脱線係数と呼び、慣用的にＰ

／Ｑと表わす。この数値が大きいほど車輪は浮き上がりやすい。 

b. 地形上等やむを得ない場合であって、推定脱線係数比＝限界脱線係数／推定

脱線係数の式により計算して得た数値が1.2を超える場合又は1.2を下回る

が当該曲線に脱線防止ガード等を設置した場合は、当該車両の曲線通過性能

に応じた曲線半径とすることができる。 

c. 車輪・レール間摩擦係数やアタック角が大きく、フランジ接触角が小さいほ

ど脱線が発生しやすい。 

d. 車輪がレールに対してフランジ高さより高く上昇し、さらに左右方向へ輪軸

が移動しない限り脱線しないため、車輪・レール間作用力に着目すると、輪

重抜けと横圧の発生が重なったときに脱線の危険性が増すことがある。 

 

 
4. カントに関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかから選びなさい。 

a. 均衡カント量より設定カント量が小さい場合は、超過遠心力が作用する。 

b. 車両が曲線を通過する場合、超過遠心力により乗り心地を悪化させないこと、

さらに車両がその振動や曲線内方からの横風の影響下で外方に転覆しない

こと等を考慮して、許容カント不足量を定めている。 

c. 曲線走行時の乗り心地の程度は、左右定常加速度の大きさで表わされるのが

一般的で、５％の立位乗客が許容できないとする左右定常加速度の目安とし

て 0.8 ㎨という値が普通用いられている。 

d. カントの設定にあたっては種々の速度の列車が走行するため、通過回数の一

番多い列車速度の値を用いて計算することを標準としている。 

 

 
5. 緩和曲線に関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかから選びなさい。 

a. 直線から円曲線に移るときカントは規則的に徐々に変化していくが、カント

は曲率に比例することから、カントの変化に応じ曲率も同時に変化する特殊

な曲線が必要になる。 

b. 緩和曲線は、直線との接続点では曲線半径は無限大、円曲線との接続点では

曲線半径と等しくなければならない。 

c. 緩和曲線には、三次放物線、四次放物線、クロソイド曲線、サイン半波長逓

減曲線などの種類があるが、一般に在来鉄道では三次放物線が、新幹線では

クロソイド曲線が用いられている。 

d. 緩和曲線長は乗り心地の観点からは長い方が望ましく、緩和曲線延伸工法が

いくつか提案されている。 

 

 



6. 縦曲線に関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかから選びなさい。 

a. こう配変化が大きいと、「上下動揺加速度が大となり乗り心地を悪くする」

「車両の浮き上がりによる脱線を招く危険がある」といった悪影響があるの

で、縦曲線を挿入する。 

b. こう配が変化する箇所に挿入された縦曲線の両端には、相応の長さの緩和曲

線を入れなければならない。 

c. こう配の変化が少ない場合、運転速度が低い場合、その他車両の安全な走行

に支障を及ぼすおそれのない場合は、縦曲線を挿入しなくてよい。 

d. 凹型縦曲線の場合、車両の垂直方向のモーメンタム変化により軌道並びに車

両に大きな衝撃力が作用し、かつ列車の前部に走行抵抗が働くため中間の車

両は浮上がりの現象を生ずる。 

 

 
7. 軌道中心間隔に関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかから選びなさ

い。 

a. 隣接する軌道の中心間の距離で、建築限界が重ならないよう考慮する。 

b. 曲線区間の車両偏いによる相当量の拡大は、軌道中心両側より受けることを

考慮し、軌道中心間隔に加える必要がある。 

c. 東海道新幹線の軌道中心間隔は、開業準備時に車両同士のすれ違い時に受け

る側面の風圧に関して検討を行った結果から、4,200 ㎜以上としたが、以後

の新幹線は＋100 ㎜としている。 

d. 新幹線の列車風の最大は列車通過後に現れ、列車前頭部通過時に発生する風

速の最大値は列車速度が 250km/h になったとしても車側距離 800 ㎜で

10m/sec 以下であるため、停車場内の軌道中心間隔は東海道新幹線以後も同

じ 4,600 ㎜としている。 

 

 
8. マクラギに関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかから選びなさい。 

a. 敷設方法により、レールと直角に敷設する横マクラギ、レールと同一方向に

敷設する縦マクラギ、左右別々にブロック状に敷設する短マクラギがある。 

b. 橋マクラギは通常のマクラギよりも形状が大であり、長い間隔で配置する。 

c. 木マクラギの素材としては、ヒノキ、ヒバ、クリが使用され、通常は耐用年

数を延ばすために防腐処理が施される。 

d. ＰＣマクラギは木マクラギに比べ電気絶縁性は劣るが、重くて安定性があり

ロングレールに適している。 

 

 
 
 
 



9. 分岐器に関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかから選びなさい。 

a. 分岐器には片開き分岐器、両開き分岐器、振分分岐器、内方分岐器及び外方

分岐器などの普通分岐器と、シーサスクロッシング、ダイヤモンドクロッシ

ング、シングルスリップスイッチ、ダブルスリップスイッチ、三枝分岐器、

複分岐器及び三線式分岐器などの特殊分岐器がある。 

b. 分岐器の番数は、基本レールとトングレールのなす角度を表わす数値であり、

番数が大きいほど交差角が小さいので、列車が高速で分岐できる。 

c. 列車または車両が分岐器の分岐する方向に向う場合を「対向」と言い、合流

する場合を「背向」という。 

d. シーサスクロッシングは２組の渡り線が交差するもので、４組の分岐器と１

組のダイヤモンドクロッシングから構成されている。 

 

 
10. レールに関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかから選びなさい。 

a. レール種別は通常１m 当たりの重量をもって呼ばれている。 

b. ロングレールは溶接でつないで 100m 以上にしたレールをいう。 

c. 定尺レールとは一般的に、軽いレールを除いて長さ 25m のレールをいう。 

d. 高炭素レールは、それ自体対磨耗性に優れているがさらに耐摩耗性を向上さ

せるため、レールの頭部の焼入れ・焼戻しの熱処理を施したものを熱処理レ

ールと呼ぶ。 

 

 
11. 鉄道施設の計画・設計に関する次の記述のうち、正しいものを a～d のなかから

選びなさい。 

a. 新幹線のラーメン高架橋において、調整桁の長さは現地の状況に応じ、10m、

11m、12m の３種類が多く使われる。 

b. 鉄道用開削トンネルにおいて、応答変位法による耐震設計は必須であり、構

造形式が１層１径間の場合、床版や側壁の主鉄筋量は耐震設計で決定するこ

とが多い。 

c. 支持層の深度が深く、表層地盤の圧密の進行が懸念されるため、ネガティブ

フリクション対策として摩擦杭を採用し、不等沈下を避ける構造計画を立案

した。 

d. 基礎連結橋脚とは、短い桁を支持する複数の橋脚が連続して近接する場合、

基礎を集約することでコストダウンを図るため採用される。 

 

 
 
 
 
 



12. 鉄道施設の計画・設計に関する記述として、正しいものを a～d のなかから選び

なさい。 

a. 鉄道用ＰＣ単純Ｉ型桁の適用範囲は最大で 50m ほどであり、桁高スパン比は

1/15(３主)～1/30(８主)である。 

b. 直接基礎を有する既設構造物に近接して仮土留めを設置する場合、既設構造

物の幅の３倍以上の離隔が確保できれば、特別な近接施工対策は不要である。 

c. 新幹線鉄道において電柱基礎を設置する際、最大 70m まで配置間隔を広げる

ことができる。 

d. 跨線橋、プラットホームの上屋、待合室、駅事務所などは建築基準法の適用

を受けるため、『鉄道に関する技術上の基準を定める省令』は適用されない。 

 

 
13. 『鉄道構造物等設計標準』で規定されている列車荷重に関する次の記述のうち、

正しいものを a～d のなかから選びなさい。 

a. 複線を支持する桁の耐久性の照査において、列車荷重は複線分を載荷させな

ければならない。 

b. ＥＡ荷重は電気機関車を対象とした列車荷重であり、ディーゼル機関車の場

合はＫＳ荷重を用いる。 

c. Ｈ荷重と呼ばれる列車荷重は、JR 各社で標準的に使用されている 25m 長車

両の軸配置を基本モデルとしている。 

d. Ｍ荷重の軸重の特性値は乗車率 300％程度の最大限の乗車人員を見込むと、

200ｋＮ程度となる。 

 

 
14. 『鉄道構造物等設計標準・同解説 土構造物』(平成 19 年１月刊行)に関する次

の記述のうち、正しいものを a～d のなかから選びなさい。 

a. 有道床を敷設する土構造物の設計にはこの設計標準を、スラブ軌道を敷設す

る土構造物の設計には『鉄道構造物等設計標準・同解説 省力化軌道用土構

造物』を適用する。 

b. 『適合みなし規定』を用いて仕様を決めたのち、その仕様で所要の性能が満

足できるかどうか、設計計算を行って照査する必要がある。 

c. 盛土のＬ２地震時における変形量の予測はニューマーク法で行うが、その際

の入力地震動は『耐震標準』で規定されている地表面地震動を用いる。 

d. 引留め式土留め壁は、壁面に対する断面力計算の必要は無く、無筋コンクリ

ートとして良いが、ひび割れ防止筋は配置しておくのが望ましい。 

 

 
 
 
 



15. 『鉄道構造物等設計標準・同解説 鋼・合成構造物』(平成 21 年７月刊行)に関

する次の記述のうち、正しいものを a～d のなかから選びなさい。 

a. 性能照査型設計体系を採用したため、限界状態設計は廃止となった。 

b. この標準では合成桁の適用支間として、80m 程度までとしている。 

c. 疲労の照査では従来の設計標準を踏襲し、設計耐用期間を在来鉄道で 60 年、

新幹線鉄道で 70 年としている。 

d. 鋼管杭の照査はこの標準ではなく、『基礎標準』を参照する。 

 

 
16. 『鉄道構造物等設計標準・同解説 耐震設計』(平成 11 年 10 月刊行)に関する次

の記述のうち、正しいものを a～d のなかから選びなさい。 

a. 表層地盤とは、設計上の地盤面から耐震設計上の基盤面までの地層を言う。 

b. 鉄筋コンクリートラーメン高架橋は上層梁・スラブ・柱など、各質量が分散

しているため、所要降伏震度スペクトルは、複数の質点・自由度を有する振

動系の非線形時刻歴応答解析を行って作成されている。 

c. 地盤のＮ値が 20 を超えていても、地盤が地震時に液状化すると判定される

場合がある。 

d. 構造物の諸元はＬ２地震動に対する照査で決定するので、Ｌ１地震動に対す

る照査は一般には不要である。 

 

 
17. 『鉄道構造物等設計標準・同解説 変位制限』(平成 18 年２月刊行)に関する次

の記述のうち、正しいものを a～d のなかから選びなさい。 

a. この標準ではＬ２地震動を対象として、地震時の走行安全性に有利な構造物

を採用することにより、脱線に至る可能性を低減することを求めている。 

b. 地震時の軌道面の不同変位のうち、『折れ込み』に関する限界値は線区の最

高速度が 260km/h の場合、概ね「6/1000」程度である。 

c. 列車走行限界曲線に対して、地震動による鉛直振動が与える影響は小さく、

これを無視して良い。 

d. 地震時の振動変位の照査には、構造物の等価固有周期と降伏震度をもとに求

めるスペクトル強度ＳＩを用いるが、その単位はミリメートルである。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 



18. 鉄道地下駅の火災対策に関する記述として、正しいものを a～d のなかから選び

なさい。 

a. 簡易型売店は防火防煙区画化が困難なため、不燃化で対応せざるを得ない。 

b. 自然換気が可能であったとしても、地下駅では換気設備を設置しなくてはな

らない。 

c. 地下駅における、サイン類(案内表示・掲示板)、昇降機、券売機、照明など

に対する不燃化は不要である。 

d. 地下駅に消防隊進入口を設ける場合、消火設備は不要であり、避難設備のみ

を設置すれば良い。 

 

 
19. プラットホームに関する記述として、正しいものをa～dのなかから選びなさい。 

a. 新幹線鉄道においてホーム可動柵を設置しない場合、プラットホームの縁端

と柱類の離隔は３m 以上を確保する必要がある。 

b. 曲線中の島式ホームでは、ホームの表面に勾配を設けることになるが、排水

上からは２％以上が望ましい。 

c. 普通鉄道で 130km/h を超える速度の通過列車があるプラットホームでは、改

札口からホームへ出る手前に手動のスイングドアを設置して旅客の安全を

確保している。 

d. プラットホームと車両乗降口との高低差について、10 ㎝を越えると車椅子

の使用者が円滑に乗降できないため、10 ㎝以内とする必要がある。 

 

 
20. 鉄道構造物等の維持管理ならびに検査に関する次の記述のうち、正しいものを a

～d のなかから選びなさい。 

a. アセットマネジメントとは、構造物の建設、運用、廃棄までの生涯に必要な

すべての費用を維持管理する行為を言う。 

b. 初回検査は供用開始後、直ちに行うことを基本としている。 

c. 衝撃振動試験ではコンクリート構造物へ強制打撃を与え、得られる応答波形

を計測することで、コンクリートの強度が判る。 

d. 土構造物については健全度Ａのみを基本としており、Ａ１とＡ２には細分化

しないのが通常である。 

 

 
 
 



＜問題－Ⅳ－（２）：上水道及び工業用水道＞ 

 

1. 水道ビジョンについての次の記述のうち、誤っているものを a～d のなかから選び

なさい。 

a. 厚生労働省は、水道ビジョンの施策目標の達成状況及び各施策・方策の進捗状

況について第１回目のレビューを実施し、平成 20 年度に水道ビジョンを改訂

した。 

b. 水道ビジョンでは、「世界のトップランナーを目指してチャレンジし続ける水

道」を基本理念に掲げ、「安全」、「安心」、「持続」、「環境」、｢国際｣を主要政策

課題としている。 

c. 水道ビジョンの主要政策課題｢環境｣では、環境・エネルギー対策の強化に係る

方策として、単位水量当たり電力使用量を 10％削減（平成 13 年度実績比）、

再生可能エネルギー利用事業者の割合 100％を目標としている。 

d. 平成 22 年４月現在、「地域水道ビジョン作成の手引き」の要件に該当する地域

水道ビジョンが策定されている上水道事業数の割合は 40％、用水供給事業数の

割合は 55％である。 

 

 

2. 水道施設の耐震化についての最近の動きに関する次の記述のうち、正しいものを a

～dのなかから選びなさい。 

a. 厚生労働省は、水道施設の耐震化をすすめるため（社）日本水道協会などと共

同で「水道施設耐震性改善運動」を実施中である。 

b. 施設の耐震化レベルを明確にするために、平成 20 年に水道施設の技術的基準

を定める省令の一部が改正され、厚生労働省より通知された。 

c. 改正後の施設基準によると、全ての水道施設はレベル２地震動に対し、生ずる

損傷が軽微であって機能に重大な影響を及ぼさない耐震性能が要求される。 

d. 既存施設についても、平成 25 年までに新基準に適合させる必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3. 水道事業におけるアセットマネジメントについての次の記述のうち、正しいものを

a～d のなかから選びなさい 

a. 水道におけるアセットマネジメントとは、水道施設のライフサイクル全体にわ

たる効率的かつ効果的な水道施設の管理運営方策について計画することであ

る。 

b. 「マクロマネジメントの実施」では、個別の水道施設ごとに「運転管理・点検

調査」などの日常的な維持管理や「施設の診断と評価」を実施する。 

c. 「ミクロマネジメントの実施」では、水道施設全体の視点から各施設の重要

度・優先度を考慮した上で、中長期的な観点から「更新需要見通し」及び「財

政収支見通し」について検討する。 

d. アセットマネジメントでは、施設の耐用年数や更新財源としての企業債の償還

期間を考慮して、少なくとも 30～40 年程度の中長期の見通しについて検討す

べきである。 

 

 

4. 取水堰の施設管理についての次の記述のうち、誤っているものを a～d のなかから

選びなさい。 

a. 取水堰などの河川内に設けられた施設は、河床の変化に注意する必要がある。 

b. ゲート本体などの施設は、定期的に点検・整備するとともに、洪水が予想され

るときは、事前点検を特別に行って洪水に対処する。 

c. 洪水の際に、堰の水位が計画水位以下に保てない状況になったときには、土砂

吐きゲート､洪水吐きゲートの順で全開する。 

d. ゲートを閉じるときには､ゲートの戸当たり部の堆砂を十分に掃き流して操作

する。 

 

 

5. 導水施設についての次の記述のうち、正しいものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 導水施設は、取水施設で取水された原水を、浄水施設まで導く施設で、導水管、

導水渠、水管橋、ポンプ設備から構成される。 

b. 導水施設は、重要度に応じて適切な頻度で巡視点検を行うほか、水位、水圧、

導水量等を常時監視できる装置や、必要に応じて地震計などを設置し、安全を

確保する。 

c. 始点が低水位で終点が高水位の場合の動水勾配が最も大きく、導水管路は原則

としてこの線以下となるよう計画する。 

d. 導水管の設計流速は自然流下式の場合は、許容最大限度を 1.0 ㎧程度とする。 

 



6. 浄水処理技術についての次の記述のうち、誤っているものを a～d のなかから選び

なさい。 

a. 急速ろ過方式は原水中の懸濁物質を薬品によって凝集沈でんさせた後、比較的

早い速度で砂層に通水し、ろ材への付着とろ層でのふるい分けにより濁質を除

去するものである。 

b. 緩速ろ過池の浄化機能は、砂層表面 20～30cm 下層の砂にまで及ぶ微生物の作

用によるもので、濁り成分が除去できるだけでなく、臭気物質、アンモニア態

窒素、微量のマンガンも除去できる。 

c. 膜ろ過方式には、懸濁物質を主体とする不溶解性物質を除去できる精密ろ過法、

ナノろ過法のほか、溶解性物質も対象とし高度浄水処理との組み合わせ等が検

討されている限外ろ過法がある。 

d. 生物活性炭処理は、粒状活性炭の吸着力に加えその上に生育した微生物による

分解作用を併せて期待する処理方法である。 

 

7. 浄水方法選定についての次の記述のうち、誤っているものを a～d のなかから選び

なさい。 

a. 浄水処理方式を選定する際には、原水水質の調査結果から、処理対象物質を不

溶解性成分と溶解成分に分け、それぞれ適切な処理方式を組み合わせて検討す

る。 

b. クリプトスポリジウムによって水道水源が汚染されるおそれのある場合には、

急速ろ過、緩速ろ過、膜ろ過のいずれかの処理を用いなければならない。 

c. 膜ろ過方式については、小規模水道では施設がコンパクトで省力化がはかれる

などメリットが発揮できるが、大規模水道への適用には、なお検討の余地があ

る。 

d. 高度な運転制御や維持管理を要する処理方式を採用する場合には、運転管理体

制の構築が必要で、場合によっては外部への委託管理も含めて検討する。 

 

8. 次の用語の説明のうち、正しいものを a～dのなかから選びなさい。 

a. ＧＴ値とは、フロック形成における撹拌の程度を評価する指数で、撹拌強度 G

値に撹拌時間 Tを乗じた値である。 

b. 沈でん池における表面負荷率とは、流入する流量を沈でん池断面積で割ったも

ので、濁質除去を考える上で最も基礎となる指標である。 

c. 膜ろ過流束とは、単位時間に単位膜長さを通過する水量で表わされる。 

d. ランゲリア指数とは、水中の炭酸カルシウムが溶解も析出もしないときの pH

値を言う。 

 



9. フロック形成地の運転についての次の記述のうち、誤っているものを a～d のなか

から選びなさい。 

a． 処理水量､薬品注入率を変更したときは、必ずフロック形成池内の状況を確認

する。 

b． フロック形成池が複数設置されている場合は、処理水量によって運転池数を変

えることにより対処することもできる。 

c． フロック形成池には､高濁度時に多量のスラッジが堆積し､有効滞留時間が著

しく低下することがある。 

d． 清掃用の開口部は導流壁の端部に設けることで、運転中の短絡流発生の原因と

はならない。 

 

 

10. 急速ろ過池についての次の記述のうち、正しいものを a～dのなかから選びなさい。 

a． 池数は、予備を含め最小限２池以上とし、予備池は 10 池までごとに２池の割

合とする。 

b． １池のろ過面積は 100 ㎡以下とする。 

c． 砂層の厚さは 60～70cm を標準とする。 

d． ろ過砂の有効径は0.3～0.6mmの範囲、均等係数の上限は1.35以下であること。 

 

 

11. 各種急速ろ過方式についての次の記述のうち、誤っているものを a～d のなかから

選びなさい。 

a． 自己逆流洗浄型ろ過池は、６池以上を１群として構成され、１池が洗浄を必要

とする状態となった場合、浄水渠に流入する他の池の処理水で洗浄を行うもの

である。 

b． 自己逆流洗浄型ろ過池は、洗浄のスローダウン、ろ過のスロースタートが自然

に達成されるため、クリプトスポリジウム対策の面からの捨水機構は不要であ

る。 

c． 逆流洗浄タンク保有型ろ過池は、逆流洗浄水量をろ過池に近接して設置した低

置型の洗浄タンクに貯水して使用する。 

d． 逆流洗浄装置移動型ろ過池(ハーディンジフィルター)では、ろ層より上部は１

池１区画としているが、ろ層及びろ層より下部は小区画ごとに区分され、洗浄

は小区画ごとにポンプで洗浄水を圧入して行う。 

 

 

 



12. 浄水場の排水処理設備についての次の記述のうち、正しいものを a～d のなかから

選びなさい。 

a. 浄水処理能力 10 万㎥/日以上の浄水場の沈でん施設およびろ過施設は、水質汚

濁防止法の「特定施設」に該当する。 

b. 濃縮層の容量は、滞留時間を計画スラッジ量の 24 時間を標準とする。 

c. 天日乾燥床については、一日の処理能力が 1,000 ㎥を超えるものは産業廃棄物

処理施設となる。 

d. 浄水処理で排出されるケーキは、客土材、土壌改良材、野菜類の育苗土壌、花・

果実栽培用土などとして農業分野でも多く利用されている。 

 

 

13. 水道水質基準についての次の記述のうち、正しいものを a～d のなかから選びなさ

い。 

a. 水道法第４条に基づく水質基準は、水質基準に関する厚生労働省令により定め

られており、現在の水質基準項目は 50 項目である。 

b. 水質基準項目のほか、水道水質管理上留意すべき項目として、臭素酸やアルミ

ニウムなど 27 項目の水質管理目標値が定められている。 

c. 有機物(全有機炭素（TOC）の量)の水質基準は５mg/L 以下である。 

d. カドミウム及びその化合物に係る水質基準は 0.005mg/L 以下である。 

 

 

14. 配水施設に関する次の記述のうち、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 配水池の構造については、耐久性、耐震性、水密性等の確保に配慮する。 

b. 配水池の設置形式には、地上式、地下式、半地下式があり、周囲の環境保護を

考慮し、隧道式が採用されている例もある。 

c. 配水本管は浄水を配水支管へ分配する役割や給水管を分岐し需要者へ水道水

を供給する役割を持つ。 

d. 配水施設は、合理的な計画のもとに配置され、時間的に変動する需要量に対し、

適正な水圧で連続、かつ安定的に供給する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 



15. 配水管についての次の記述のうち、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 配水管は内圧、外圧に耐える強度を持つものでなければならない。また内圧は

実際に使用する管路の最大静水圧と水撃圧を考慮する。 

b. 配水管には、硬質塩化ビニル管、鋼管、ステンレス鋼管、水道配水用ポリエチ

レン管等があり、ダクタイル鋳鉄管は含まれない。 

c. 配水管の管種は、管の材質により、水が汚染されるおそれがないものでなけれ

ばならない。 

d. 配管の埋設場所において有機溶剤の影響などがある場合は、硬質塩化ビニル管

及び水道配水用ポリエチレン管の使用は避けなければならない。 

 

16. 配水塔及び高架タンクについて次の記述のうち、誤っているものを a～d のなかか

ら選びなさい。 

a. 配水塔は、塔内も充水されているが、高架タンクは水槽を架体で支持したもの

である。 

b. 配水区域に配水池を設ける適当な高所が得られない場合に、配水量の調整など

を目的として設けられる地上式の浄水貯留池である。 

c. 建設費は配水池と比較した場合、単位容積当りの費用は一般に安価となる。 

d. 一定以上の高架タンクは建築基準法の適用を受ける。 

 

 

17. 耐震設計に関する次の記述のうち、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 震度法は、静的解析法の一つで地震の影響によって地盤または構造物に対する

地震作用を、設計震度を用いた静的な荷重に置き換えて、部材の応答値を算定

する方法。 

b. プッシュオーバー解析法は動的解析法の一つで構造物に作用させる地震力又

は変位を漸増させながら、構造物の非線形挙動を解析し、部材の応答値を算定

する方法。 

c. 応答変位法は静的解析法の一つで、地震の影響による表層地盤のせん断変形を

地中構造物に静的に作用させて、部材の応答値を算定する方法。 

d. 地震時保有水平耐力法は、静的解析法の一つで構造物の塑性域の変形性能やエ

ネルギー吸収を考慮して静的に部材の応答値を算定する方法。 

 

 

 

 

 



18. レベル２地震動の設定方法についての次の記述のうち、誤っているものを a～d の

なかから選びなさい。 

a. 震源断層を想定した地震動評価を行い、当該地点での地震動を使用する。 

b. 地域防災計画等の想定地震動を使用する。 

c. 当該地点と同様な地盤条件（地盤種別）の地表面における強震記録の中で、震

度 6強～震度７の記録を用いる。 

d. 新潟県中越沖地震の観測記録を基に想定された設計震度、設計応答スペクトル

を用いる。 

 

 

19. ポンプの一般的なキャビテーション対策についての次の記述のうち、誤っているも

のを a～dのなかから選びなさい。 

a. ポンプの据え付け位置を水槽の水の位置より出来るだけ下げる。 

b. 吸込み口径を大きくし、吸込み損失を出来るだけ小さくする。 

c. 過大な吐出し量にならないようポンプ吐出側バルブで絞る。 

d. 一般に両吸込みポンプはポンプ特性からキャビテーションを起こしやすい。 

 

 

20. 非常用自家発電設備についての次の記述のうち、誤っているものを a～d のなかか

ら選びなさい。 

a. 非常用自家発電設備は、JEC および JEM などに準拠して設計製作されているも

のを使用する。 

b. 発電機は同期発電機とし、励磁方式はブラシレス励磁方式または静止励磁方式、

原動機はディーゼル機関を標準とする。 

c. ディーゼル機関には４サイクル機関と２サイクル機関があり、一般に４サイク

ル機関の方が低振動・低騒音で、耐久性、保守性、燃料消費率において優れて

いる。 

d. 非常用自家発電設備には、制御用配電盤、商用電源との切替え装置および過電

流・過電圧等の各種異常に対する保護装置を設置する。 

 

 

 



 



＜問題－Ⅳ－（２）：下水道＞ 

 

1. 下水道の沿革に関する説明について、誤っているものを a～d のなかから選びなさ

い。 

a． 明治33年、土地を清潔に保つことを目的として下水道法が制定された。 

b． 昭和33年、下水道法は旧法が廃止され、現行法が制定された。この改正により、

下水道の目的が「都市環境の改善を図り、もって都市の健全な発達と公衆衛生の

向上に寄与すること」に変更された。 

c． 昭和54年、水質汚濁法の改正に伴い、化学的酸素要求量の総量規制が導入された。 

d． 平成15年9月、下水道法施行令が改正され、合流式下水道の改善対策の義務付け

や高度処理の導入等の政策課題の位置づけが明確にされると同時に、これらに適

切に対応していくために、新たに下水道施設の処理技術上の水質基準が定められ

た。 

 

 

2. 下水道計画において、調査地域における発生負荷量の調査項目の記述のうち、誤っ

ているものを a～dのなかから選びなさい。 

a． 人口、工業出荷額、農林及び畜産に関する統計資料 

b． 観光排水に関する調査 

c． 浄化槽に関する調査 

d． 井戸に関する調査（専用水道を含む） 

 

 

3. 汚水量の区分として、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a． 生活汚水量 

b． 工場汚水量 

c． 観光汚水量 

d． 営業汚水量 

 

 

4. １人１日当たり汚濁負荷量の記述について、誤っているものを a～d のなかから選

びなさい。 

a． ＢＯＤは、し尿より雑排水の方が大である。 

b． ＢＯＤは、ＣＯＤの２倍程度である。 

c． Ｔ－Ｎは、雑排水よりし尿のほうが大である。 

d． Ｔ－Ｐは、し尿より雑排水の方が大である。 



5. 下記に示す管きょと計画下水量の組み合わせについて、誤っているものを a～d の

なかから選びなさい。 

a． 汚水管きょは、計画時間最大汚水量とする。 

b． 雨水管きょは、計画雨水量とする。 

c． 合流管きょは、計画雨水量と雨天時計画汚水量とを加えた量とする。 

d． 計画時間最大汚水量は、計画日最大汚水量の概ね1.3～1.8倍程度である。 

 

 

6. 現在行われている下水道未普及クイックプロジェクト（ＱＰ）の社会実験について、

誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a． 管きょの露出配管 

b． 管きょの民地内占用 

c． 道路線形に合わせた施工 

d． 側溝を利用した下水道管きょ施工 

 

 

7. 合流式改善計画の対策技術でろ過スクリーンや雨天時越流水スクリーンの設置に

より改善される項目について、正しいものを a～d のなかから選びなさい。 

a． きょう雑物の削減 

b． 汚濁負荷量の削減 

c． 公衆衛生上の安全確保 

d． 上記a、b、cのすべてが改善される 

 

 

8. ボックスカルバート 1,000 ㎜×1,000 ㎜（インバート、ハンチを考慮しない）で余

裕率 60％時の水深について、正しいものを a～dのなかから選びなさい。 

a． 400㎜ 

b． 600㎜ 

c． 625㎜ 

d． 675㎜ 

 

 

 

 

 

 



9. 中大口径推進で滑材と裏込材の注入比率について、正しいものを a～d のなかから

選びなさい。 

a． 1：1 

b． 3：2 

c． 2：3 

d． 7：3 

 

 

10. 下水道小口径管推進工法用鉄筋コンクリート管の継手の最大抜出し量について、正

しいものを a～d のなかから選びなさい。 

a． SJS＞SJB＞SJA 

b． SJS＞SJA＞SJB 

c． SJA＞SJB＞SJS 

d． SJB＞SJA＞SJS 

 

 

11. 水質試験項目のうち法定試験項目として、誤っているものを a～d のなかから選び

なさい。 

a． ＢＯＤ 

b． 大腸菌群数 

c． 総生物数 

d． 全窒素 

 

 

12. 終末処理場の最終工程で使われる汚泥減量化方法の説明について、誤っているもの

を a～dのなかから選びなさい。 

a． 汚泥焼却：脱水汚泥を燃焼することにより灰にし、減量と安定化を図る。 

b． 汚泥溶融：脱水汚泥中の無機質を液状になるまで灼熱し全く残渣を残さない。 

c． 大汚泥コンポスト：下水汚泥の持つ肥効成分を生かすよう、脱水汚泥を微生物に

よって発酵させて、緑農地に利用可能な形態・性状までに安定化する。 

d． 汚泥乾燥：脱水汚泥を緑農地に利用可能な形態・性状までに乾燥する。 

 

 

 

 

 



13. バイオマスに関する記述のうち、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a． エネルギー供給構造高度化法により、下水道事業者はバイオ燃料・バイオガスの

利用が義務づけられた。 

b． バイオマス活用推進基本法はその基本計画の策定を国に義務づけている。 

c． 我が国のバイオマス発生量の約３割を下水汚泥で占めている。 

d． バイオマスのマテリアル利用形態としては、ガス燃料、固形燃料、肥料等がある。 

 

 

14. 下水処理場の各施設における計画下水量として、誤っているものを a～d のなかか

ら選びなさい。 

a. 一次処理（最初沈殿池）：計画時間最大汚水量 

b. 二次処理（反応タンク）：計画１日最大汚水量 

c. 高度処理（最終沈殿池）：計画１日最大汚水量 

d. 高度処理（生物学的窒素除去法の反応タンク）：冬期計画１日最大汚水量 

 

 

15. 下水処理水の再利用に関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかから選び

なさい。 

a. 利用用途は、水洗用水、散水揚水、修景用水等である。 

b. 衛生学的安全性の確保の観点からは、細菌類のみならず原虫類も対象とする。 

c. 再生水利用施設にユスリカ発生防止対策を講ずる。 

d. 臭気に対する基準はあるが、色や濁りに対して検討しなくともよい。 

 

16. 処理場・ポンプ場施設の耐震設計に関する記述のうち、誤っているものを a～d の

なかから選びなさい。 

a. 地上部の設計水平震度は第Ⅰ種地盤の場合、0.8 と設定する。 

b. 地上部の設計水平震度は第Ⅱ種地盤の場合、0.6 と設定する。 

c. レベル２地震動に対して下水道施設としての重要度別補正係数（1.1）を乗じ

て設計水平震度を設定する。 

d. 液状化すると判定された土層については、液状化に対する抵抗率及び動的せ

ん断強度比の値に応じて０から１の範囲で土質定数の低減を行う。 

 

 

 

 

 



17. ポンプの口径を定める際に吸込み口の流速として、標準的に用いられる値を a～d

のなかから選びなさい。 

a. 0.5～1.5ｍ/秒 

b. 1.5～3.0ｍ/秒 

c. 3.0～4.5ｍ/秒 

d. 4.5～6.0ｍ/秒 

 

 

18. 下水道施設の一般的な構造に関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかか

ら選びなさい。 

a. 下水道施設の一般的な構造は、下水道法構造令に定められている各基準を満

足する必要がある。 

b. 下水道施設は維持管理に支障がない構造とする。 

c. 下水道施設は非常時に機能の低下が生じないような構造とする。 

d. 下水道施設には、下水の量及び水質に応じてその管理に必要な設備を設ける。 

 

 

19. 合流式下水道改善対策時の未処理雨水簡易処理水に用いられる消毒法に関する記

述のうち、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 大量下水の消毒をしなければならないため、接触時間を短縮する必要がある。 

b. 合流改善対策に適用可能な消毒技術には二酸化塩素消毒や臭素消毒がある。 

c. 二酸化塩素消毒や臭素消毒は下流に水道取水施設がある場合でも設置して良

い。 

d. 二酸化塩素消毒や臭素消毒の消毒効果はＳＰＲＩＴ21 で確認されている。 

 

 

20. 標準活性汚泥法の最終沈殿池における標準的な水面積負荷率として、正しいものを

a～d のなかから選びなさい。 

a. 8～12 ㎥/（ｍ2×ｄ） 

b. 12～20 ㎥/（ｍ2×ｄ） 

c. 20～30 ㎥/（ｍ2×ｄ） 

d. 30～40 ㎥/（ｍ2×ｄ） 

 

 



＜問題－Ⅳ－（２）：農業土木＞ 

 

1. 我が国の耕地面積は、昭和 36 年の 609 万 ha をピークに一貫して減少しているが、

平成21年時点での我が国の耕地面積で、正しいものをa～dのなかから選びなさい。 

  ただし、（  ）はピークを 100 とした時の割合を示す。 

a. 487 万２千 ha（約 80％） 

b. 460 万９千 ha（約 76％） 

c. 438 万５千 ha（約 72％） 

d. 414 万１千 ha（約 68％） 

 

 

2. 農業生産基盤整備及び保全と、それに対応する農業農村整備事業の組合せについて、

誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 用排水施設の整備   かんがい排水事業 

b. 農地の防災保全    農村環境保全対策事業 

c. 施設の維持管理    農村総合整備事業 

d. 農地の整備      経営体育成基盤整備事業 

 

 

3. 水田の計画用水量の決定に関する計算式である。式中の空欄に当てはまる正しい語

句の組み合わせを a～dのなかから選びなさい。 

  水田かんがい計画用水量＝粗用水量－（ア）＝（（イ）＋（ウ））－（ア） 

a. （ア）地区内利用可能量、（イ）純用水量、（ウ）施設管理用水量 

b. （ア）有効雨量、（イ）純用水量、（ウ）施設管理用水量 

c. （ア）有効雨量、（イ）減水深、（ウ）蒸発散浸透量 

d. （ア）地区内利用可能量、（イ）減水深、（ウ）施設管理用水量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4. 一般的な農地における排水計画において、農地と許容湛水の考え方について、誤っ

ているものを a～dのなかから選びなさい。 

a． 水田における許容湛水深は、原則として 30cm とする。 

b． 水田における許容湛水深以上の継続時間は 24 時間を限度とする。 

c． 汎用耕地においては、10 ㎝未満の湛水を含めて無湛水として扱う。 

d． 汎用耕地において、全域を無湛水とすることが過大投資となる場合には、経済

的妥当性を考慮して、ある程度の湛水部分を認めてもよい。 

 

 

5. 農道の設計において、一般的に計画交通量によって決定される諸元のうち、正しい

ものを a～dのなかから選びなさい。 

a． 縦断勾配 

b． 視距 

c． 曲線半径 

d． 舗装厚さ 

 

 

6. 地すべり防止対策工法において、対策と具体的工法の組合せのうち、誤っているも

のを a～dのなかから選びなさい。 

a． 地すべりの動きを止める   アンカー工法 

b． 地すべりの動きを止める   土留め工 

c． 地下水を排除する      サンドマット工法 

d． 地下水を排除する      集水井 

 

 

7. 農業農村整備事業において、環境との調和に配慮した設計を行う場合、「生物生息

空間の形態・配慮の６つの原則」の記述のうち、誤っているものを a～d のなかか

ら選びなさい。 

a． できるだけ長い線上に集合させた方がよい。 

b． 生物空間の形は、できる限り丸い方がよい。 

c． 分割する場合には、分散させない方がよい。 

d． 生物生息空間は、なるべく広い方がよい。 

 

 

 

 



8. 農林水産省により農業用水（水稲）の水質基準として定められている項目と基準値

の組合せとして、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a． DO（溶存酸素）       5 mg/L 以上 

b． pH（水素イオン濃度）    5.0～6.5 

c． COD（化学的酸素要求量）  6 mg/L 以下 

d． T-N（全窒素濃度）     1 mg/L 以下 

 

 

9. ストックマネジメントにおいて、農業水利施設の有する機能のうち、誤っているも

のを a～dのなかから選びなさい。 

a． 構造機能 

b． 水利用機能 

c． 作物生産機能 

d． 水理機能 

 

 

10. コンクリート構造物の機能診断調査項目のうち、試料採取による各種室内試験を行

う調査項目について、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a． 中性化に関する試験 

b． アルカリ骨材反応に関する試験 

c． 凍害に関する試験 

d． スランプに関する試験 

 

 

11. 基礎工の支持層の選定と根入れ深さの記述のうち、誤っているものを a～d のなか

から選びなさい。 

a. 直接基礎の支持層として、粘性土層では圧密のおそれのない良質な層が必要と

される。 

b. 粘性土層はＮ値が 20 程度以上あれば良質な支持層と考えてよい。 

c. 砂層、砂礫層はＮ値が 40 程度以上あれば良質な支持層と考えてよい。 

d. 支持杭においては、杭先端の支持層への根入れ深さは杭径程度以上確保するの

がよい。 

 

 

 

 



12. コンクリート構造部が中性化しやすい条件として、誤っているものを a～d のなか

から選びなさい。 

a． 北に面している 

b． コンクリート品質が低い 

c． 鉄筋被りが小さい 

d． 塩害を起こしやすい環境 

 

 

13. ポンプ場の押込み方式、吸上げ方式の比較の記述のうち、吸上げ方式の特徴として、

正しいものを a～dのなかから選びなさい。 

a． 主ポンプの回転速度は、一般に押込み方式より早い。 

b． 満水系統設備が必要である。 

c． 主ポンプの始動性は、早い。 

d． 補機が少なく、自動運転に対する信頼性が高い。 

 

 

14. ポンプ圧送式のパイプラインにおいて、平均流速の組み合わせとして、誤っている

ものを a～dのなかから選びなさい。 

a． 口径 75～150 ㎜    平均流速 0.7～1.0 ㎧ 

b． 口径 200～400 ㎜   平均流速 0.9～1.6 ㎧ 

c． 口径 900～1,500 ㎜  平均流速 1.3～2.0 ㎧ 

d． 口径 1,600～3,000 ㎜ 平均流速 1.8～3.0 ㎧ 

 

 

15. パイプラインの埋設深の記述において、誤っているものを a～d のなかから選びな

さい。 

a． 耕地下に埋設する場合の最小埋設深は、0.6m 以上を標準とする。 

b． 管径 300 ㎜以下のほ場内管路の最小埋設深は、0.3m 以上とすることができる。 

c． 寒冷地における埋設深は、凍結深以上とする。 

d． 山林下に埋設する場合の最小埋設深は、0.6m 以上を標準とする。 

 

 

 

 

 

 



16. 口径 200 ㎜以下のパイプラインの普通地盤においての基床厚として、正しいものを

a～d のなかから選びなさい。 

a． 50 ㎜以上 

b． 100 ㎜以上 

c． 150 ㎜以上 

d． 200 ㎜以上 

 

 

17. 農業水利施設の機能保全において、「失われた機能を補い、又は新たな機能を追加

すること」を表す用語として、正しいものを a～d のなかから選びなさい。 

a． 補修 

b． 補強 

c． 改修 

d． 改築 

 

 

 

18. パイプラインに使用するバルブにおいて、キャビテーションに対して最も強いバル

ブを a～dのなかから選びなさい。 

a． 仕切弁 

b． バタフライ弁 

c． コーン弁 

d． ディスクバルブ 

 

 

 

19. コンクリート擁壁の選定において、背面が切土の場合に採用される擁壁として、誤

っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a． 重力式 

b． もたれ式 

c． ブロック積 

d． 補強土壁 

 

 

 

 



20. 農業用水に含まれる全窒素が多い場合に発生する作物障害として、正しいものを a

～dのなかから選びなさい。 

a． 土壌の還元化 

b． 過繁茂による稲の倒伏 

c． 土壌の物理性の悪化 

d． 灌漑施設の目詰まり 

 

 

 

 

 



＜問題－Ⅳ－（２）：森林土木＞ 

 

1. 森林に関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかから選びなさい。 

a． 育成林とは、人為によって保育などの管理がされた森林である。 

b． 人工造林とは、苗木の植栽、種子のまき付け、さし木などの人為的な方法によ

り森林を造林することである。 

c． 天然生林とは、自然の推移にゆだね、主として自然の力を活用することにより、

保全・管理されている森林である。 

d． 複層林とは、樹齢や樹高が同一の樹木によって構成された森林である。 

 

 

2. 森林施業に関する記述のうち、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a． 林齢とは、森林の年齢であり、人工林では苗木を植栽した年度を１年生と数え

る。 

b． 保育とは、植栽終了後、育成の対象となる樹木の生育を促すために行う下刈、

除伐等の作業の総称である。 

c． 伐期とは、間伐が予定される時期のことである。 

d． 齢級とは、森林の年齢を５年の幅でくくったもので、人工林は１～５年生を１

齢級と数える。 

 

 

3. 森林に関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかから選びなさい。 

a. 国有林とは、国家の所有する森林のことである。 

b. 民有林とは、国有林以外をいい、私有林と公有林に区分される。 

c. 公有林とは、都道府県が所有する森林のことである。 

d. 私有林とは、個人、会社、社寺等が所有する森林である。 

 

 

4. 路網に関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかから選びなさい。 

a． 路網は、造林、保育、素材生産等の施業を効率的に行うための施設である。 

b． 路網は、作業現場へのアクセスの改善に寄与するものである。 

c． 路網は、災害時の緊急搬送などの林業の労働条件の向上に寄与するものである。 

d． 路網は、林道のみから構成されるものである。 

 

 

 



5. 森林・林業再生プラン(2009 年 12 月農林水産省策定)に関する記述のうち、誤って

いるものを a～d のなかから選びなさい。 

a． 木材の安定供給と利用に必要な体制を構築していく。 

b． 林内路網の整備を図っていく。 

c． 先進的な林業機械を導入して森林施業の集約化を図っていく。 

d． 10 年後の木材自給率を 40％以下とする。 

 

 

6. 高性能林業機械に関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかから選びなさ

い。 

a． 高性能林業機械は、樹種と路網密度によって作業システムが大別されている。 

b． 高性能林業機械は、従来からのチェーンソーや集材機に比べて、作業の効率化

や労働強度の面で優れている。 

c． 高性能林業機械は、車両系作業システムと架線系作業システムがある。 

d． 主な高性能林業機械は、フェラーバンチャ、スキッダ、プロセッサ、ハーベス

ト、フォワーダ、タワーヤーダ、スイングヤーダがある。 

  

 

7. 間伐に関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかから選びなさい。 

a． 間伐をすることで、樹木の成長が促進され、風雪害や病虫害に強い健全な森林

をつくることができる。 

b． 間伐をすることで、林内の下層植生の繁茂により地表の侵食や流失を生じる。 

c． 間伐をすることで、多様な動植物の生育・生息が可能となる。 

d． 間伐をすることで、森林の持つ多面的機能を向上させることが可能となる。 

 

 

8. 京都議定書での森林吸収源に関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかか

ら選びなさい。 

a． 新規植林とは、過去 50 年来森林がなかった土地に植林することである。 

b． 再植林とは、2000 年時点で森林でなかった土地に植林することである。 

c． 森林経営とは、持続可能な方法で森林の多様な機能を十分に発揮するための一

連の作業である。 

d． わが国は、森林吸収量のほとんどを森林経営が行われている森林で確保するこ

とになる。 

 

 



9. 里山林に関する記述のうち、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a． 里山林は、原生的な森林から構成されている。 

b． 里山林は、薪炭材の伐採や落葉の採取等を通じて地域住民に利用されている、

あるいは利用されていた森林である。 

c． 里山林は、国民にとって最も身近な自然環境である。 

d． 里山林は、森林体験学習の場として期待されている。 

 

 

10. 林道の用語に関する記述のうち、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a． 設計車両とは、林道の設計の基礎とする自動車をいう。 

b． 設計速度とは、設計車両の速度をいう。 

c． 幹線とは、利用区域の根幹となる路線をいう。 

d． 分線とは、幹線から分かれる路線をいう。 

 

 

11. 林道の盛土施工に関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかから選びなさ

い。 

a． 盛土材料は透水性がよい土質が望ましい。 

b． 盛土材料はせん断強度の大きい土質が望ましい。 

c． 盛土材料は吸収による膨潤性の高い土質が望ましい。 

d． 盛土材料は圧縮性が小さい土質が望ましい。 

 

 

12. 林道の盛土のり面に関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかから選びな

さい。 

a. 盛土のり面は、その高さが増すとともにその表面を流下する雨水によって侵食

されやすくなる。 

b. 盛土高が高い場合は全体ののり勾配を急傾斜にする。 

c. 盛土高が高い場合はのり面途中に小段を設ける。 

d. 盛土のり面ののり尻に排水溝を設ける場合もある。 

 

 

 

 

 

 



13. 林道の掘削による残土処理場の造成に関する記述のうち、誤っているものを a～d

のなかから選びなさい。 

a. 残土処理場は、軟らかい地盤で湧水のない箇所を選定する。 

b. 残土処理場は、地山が緩傾斜の箇所を選定する。 

c. 残土処理場は、運搬時間の短い箇所を選定する。 

d. 残土処理場は、捨土する前に排水処理をする。 

 

 

14. のり面保護工に関する記述のうち、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a. のり面保護工は、切土や盛土の完成時の安定条件を長期間保持し、降雨などの

外力を緩和することを目的としている。 

b. のり面保護工では、植生の繁茂による侵食防止や根茎による土粒子の緊縳力の

増加も考慮している。 

c. のり面排水は重要な保護工である。 

d. アンカーや杭打ちなどの抑止工は基本的なのり面保護工である。 

 

 

15. 排水工に関する記述のうち、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 排水工は、地下水を排除して地下水位を低下させる工法の総称である。 

b. 排水工は、地下水や湧水によって発生する斜面崩壊、表面侵食を防止する。 

c. 排水工は、植生の生育条件の改善を図ることができる。 

d. 排水工は、地表水を排除する明渠排水工と比較的浅い土層の湧水や地下水を排

除する暗渠排水工がある。 

 

 

16. 土石流に関する記述のうち、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 土石流は、大量の土砂のみが急勾配の渓流を高速で流下する土砂移動現象であ

る。 

b. 土石流は、15°以上の勾配を持つ山腹斜面や渓流で発生といわれている。 

c. 土石流は、谷の出口で渓床勾配が 3°以下になると堆積し、土石流扇状地を形

成する。 

d. 土石流は、その物理機構から発生、流動、堆積の各過程に分けられる。 

 

 

 

 



17. 流況曲線に関する記述のうち、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 流況曲線とは、河川や渓流において年間の日流量を小さい順に並べたものであ

る。 

b. 流況曲線は、５年あるいは 10 年間といった期間の平均値を基に作られる場合

が多い。 

c. 流況曲線で、大きい方から 95 日目の流量を豊水流量という。 

d. 流況曲線で、大きい方から 355 日目の流量を渇水流量という。 

 

 

18. 林道の曲線半径に関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかから選びなさ

い。 

a. 林道設計に当たって、屈曲部には通常、円曲線が用いられる。 

b. 林道の円曲線の設計にあたっては、最大限の曲線半径を考慮しておく必要があ

る。 

c. 林道の平面測量においては、屈曲は避けられない。 

d. 林道の曲線半径の設計にあたっては、円曲線はその半径が大きいほど走行には

好都合となる。 

 

 

19. 林道の線形に関する記述のうち、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 平面的にみた道路の中心線の形状を平面線形という。 

b. 平面線形は、直線と円曲線で構成される。 

c. 林道の線形は、道路の中心線が立体的に描く形状をいう。 

d. 縦断的にみた道路中心線の形状を縦断線形という。 

 

 

20. 林道の縦断測量に関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかから選びなさ

い。 

a. 縦断測量では、多くの測点を見通せるように水準儀(レベル)を据え付ける。 

b. 縦断測量には、水準儀(レベル)と箱尺(スタッフ)が使われる。 

c. 縦断測量は、路肩に沿って地形の凹凸を求めるために行われる。 

d. 縦断測量で測る測点は、横断測量と共通する測点でなければならない。 

 



＜問題－Ⅳ－（２）：造園＞ 

 

1. 日本の庭園様式とその造られた時代について、誤っているものを a～d のなかから

選びなさい。 

a． 寝殿造庭園―平安時代前期 

b． 浄土式庭園―安土桃山時代 

c． 枯山水―室町時代 

d． 池泉回遊式庭園―江戸時代 

 

 

2. 都市公園における許容建築面積の扱いとして、正しいものを a～d のなかから選び

なさい。 

a． 教養施設、休養施設で文化財保護法に基づき指定された建築物、景観法、歴史

まちづくり法に基づき指定された建築物は、敷地面積の 20％を限度として原則

の２％を超えることができる。 

b． 屋根付き広場、壁を有しない雨天運動場は、建築面積としては扱わない。 

c． 休養施設、運動施設、便益施設、管理施設の建築面積は特例として敷地面積の

10％を限度として原則の２％を超えることができる。 

d． 仮設公園施設は建築面積として扱わない。 

 

 

3. 特別緑地保全地区における規制対象行為として、誤っているものを a～d のなかか

ら選びなさい。 

a． 建築物、その他の工作物の新築・改築又は増築 

b． 木材の伐採 

c． 屋外広告物の表示又は掲出 

d． 土石の類の採取 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4. 緑化施設整備計画認定制度に関わる次の記述のうち、誤っているものを a～dのなかから

選びなさい。 

a． 対象は、緑化地域指定を受けている区域内における建築物または、緑の基本計

画において「緑化重点地区」指定を受けている敷地内で整備する緑化施設に限

られる。 

b． 新築の建築物のみが対象となる。 

c． 対象となる緑化施設には、自然的な水流や池も含まれる。 

d． 緑化面積の建築物の敷地面積に対する割合が 20％以上であることが必要であ

る。 

 

 

5. 民有地緑化の推進に向けて実施されている緑地評価システムとして、誤っているも

のを a～dのなかから選びなさい。 

a． サーベイ 

b． シージェス 

c． グリーンサービス 

d． エコマネー 

 

 

6. 話し合いの手法として、知識や知恵が、機能的な会議室の中で生まれるのではなく、人々

がオープンに会話を行い、自由にネットワークを築くことのできるような空間でこそ創発

されるという考え方に基づき、メンバーを変えながら話し合いを３回程度行うことで、そ

こで出たアイデアが他花受粉するようなイメージを示した手法をa～dのなかから選びな

さい。 

a． ワークショップ 

b． ワールドカフェ 

c． オープンハウス 

d． パブリックコメント 

 

 

 

 

 

 

 

 



7. 花に芳香がある樹木で、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a． ロウバイ 

b． クチナシ 

c． ライラック 

d． ユズ 

  

 

8. 遊具施設のうち鉄製部材の標準耐用年数として、誤っているものを a～d のなかか

ら選びなさい。 

a． 10 年 

b． 15 年 

c． 20 年 

d． 25 年 

 

 

9. テニスコートの設計にあたって、正しいものを a～dのなかから選びなさい。 

a． 硬式テニスと軟式テニス兼用型コートのバック方向におけるアウトコートの

広さはベースラインから 6.4m 以上確保する。 

b． 硬式テニスコートの許容勾配は、コート中央からベースライン内で 10cm 以内

とルールで定められている。 

c． フェンスの高さはベースライン側で３～４mとする。 

d． 公園施設としてのテニスコートは、地区公園以上の公園に設けられる。 

 

 

 

10. 管渠の接合における説明で、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a． 管頂接合は、流水は円滑となるが掘削の深さが増して工費がかさむ工法である。 

b． ２本以上の管渠が合流する場合の中心交角は、原則として 60°以下とする。 

c． 地表勾配が急峻な場合には、原則として管底接合が望ましい。 

d． 水面接合は概ねの計画水位を一致させて接合する方法である。 

 

 

 

 

 

 



11. 平安時代に建造された庭園として、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a． 桂離宮庭園（京都府京都市） 

b． 平等院庭園（京都府宇治市） 

c． 毛越寺庭園（岩手県平泉町） 

d． 白水阿弥陀堂庭園（福島県いわき市） 

 

 

12. 18 世紀のイギリス風景式庭園で流行した様式として、正しいものを a～d のなかか

ら選びなさい。 

a． アールデコ 

b． バロック 

c． ピクチャレスク 

d． ルネッサンス 

 

 

13. 都市公園法および都市公園法施行令に関する記述のうち、誤っているものを a～d

のなかから選びなさい。 

a． 一つの市町村区域内の都市公園敷地面積の標準は、市街地の住民ひとり当たり

10 ㎡以上とする。 

b． 街区公園の敷地面積は 0.25ha を標準とする。 

c． 近隣公園の敷地面積は２ha を標準とする。 

d． 都市公園の設置および管理は、国または地方公共団体が行う。 

 

 

14. 「日長（昼間の長さ）の周期的変化による植物の反応性」を意味する用語として、

正しい用語を a～dのなかから選びなさい。 

a． 陰陽性 

b． 走光性 

c． 光要求性 

d． 周光性 

 

 

 

 

 

 



15. エコツーリズム推進基本方針（平成 20 年 6 月 6 日閣議決定）で示されているエコ

ツーリズムを推進するうえで配慮すべき事項として、誤っているものを a～d のな

かから選びなさい。 

a． 他地域からのメダカやホタルの導入などによる遺伝子レベルでの攪乱にも配

慮することが必要。 

b． 里地里山などでは、維持管理活動をプログラムに含めず生物多様性の保護を重

視する。 

c． 潜在的なニーズがある「子ども」の視点が重要。長期宿泊体験など学校教育と

の連携も重要。 

d． 有識者からの助言を受けつつ、関係省等での連携を強化。 

 

 

16. ドッグランに関する記述のうち、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a． ドッグランは直訳すれば「犬が走る」ことだが、現在ではノーリードにして遊

ばせる公園、または施設の呼称として使われている。 

b． 出入り口（門扉）は、なるべく二重にする必要がある。 

c． 網状柵は安価であるが、形状や変形しやすいので管理上の留意が必要である。 

d． フェンスは、高さは 90 ㎝から 120 ㎝の横線形状が望ましい。 

 

 

17. 肥料の４要素のうち「葉緑素が生成されず葉が黄変し、葉枯れを起こし、生育が止

まる」という欠乏の症状が表れるものとして、正しいものを a～d のなかから選び

なさい。 

a． 窒素（Ｎ） 

b． リン酸（Ｐ２Ｏ５） 

c． カリ（カリウム、Ｋ２Ｏ） 

d． カルシウム（Ｃａ） 

 

 

18. ツル性植物のうち、吸盤のあるまきひげで吸着する種として、正しいものを a～d

のなかから選びなさい。 

a． ナツヅタ 

b． ツルニチニチソウ 

c． アケビ 

d． セイヨウキヅタ 

 



19. 夏緑型とも言われる暖地型芝草（夏芝）の種として、誤っているものを a～d のな

かから選びなさい。 

a． クリーピングベントグラス 

b． ノシバ 

c． バミューダグラス 

d． コウライシバ 

 

 

20. 都市計画に「特別緑地保全地区」を定めることができるとされている法令として、

正しいものを a～dのなかから選びなさい。 

a． 景観法 

b． 都市計画法 

c． 都市公園法 

d． 都市緑地法 

 

 

 



＜問題－Ⅳ－（２）：都市計画及び地方計画＞ 

 

1. 都市計画理論の提唱者とその主な提案についての組み合わせのなかで、誤っている

ものを a～dのなかから選びなさい。 

a． パトリック・ゲデス － 明日の田園都市 

b． オースマン － パリの改造計画 

c． コーリン・ブキャナン － 都市交通に関する研究 

d． C.A.ペリー － 近隣住区論 

 

 

2. 日本における都市計画に関する出来事を年代順に並べたものとして、正しいものを

a～d のなかから選びなさい 

  1.市街地建築物法の制定 

  2.戦災復興計画 

  3.銀座煉瓦街の建設 

 

a. １－３－２ 

b. ３－１－２ 

c. ３－２－１ 

d. １－２－３ 

 

 

3. 戦災復興計画における記述で、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a． 全国の戦災都市において土地区画整理事業を主軸とする復興計画が進められ

た。 

b． 名古屋と広島において 100m 道路が建設された。 

c． 同潤会アパートが建設された。 

d． 当初の計画からみると 3 分の１程度の面積の事業となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 



4. 高度経済成長に建設されたニュータウンにおける記述のうち、誤っているものを a

～dのなかから選びなさい。 

a. ニュータウンは職住近接を目指した住宅団地開発であった。 

b. 千里丘陵や高蔵寺等にニュータウン開発が行われた。 

c. 計画人口が 30 万人以上にもおよぶ大規模なニュータウンも建設された。 

d. 1955 年の日本住宅公団の発足によって、ニュータウン開発が行われた。 

 

 

5. 都市計画法第５条において規定されている「都市計画区域」における記述において、

誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a． 都市計画区域は基本的に都道府県が定める。 

b． 二つ以上の都府県をまたがる都市計画区域は指定できない。 

c． 町村においては、人口等一定の要件を満たしていないと都市計画区域は指定で

きない。 

d． 農業振興地域を含む区域において都市計画区域の指定は可能である。 

 

 

6. 都市計画法第６条の２で規定している「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針

（都市計画区域マスタープラン）」において定める事項のうち、誤っているものを

a～d のなかから選びなさい。 

a. 都市計画の目標 

b. 区域区分の決定の有無 

c. 土地利用、都市施設の整備及び市街地開発事業に関する主要な都市計画の決定

の方針 

d. 実現化方策 

 

 

7. 用途地域において、用途制限により建築が可能な組み合わせとして正しいものを a

～dのなかから選びなさい。 

a. 第二種低層住居専用地域 － 病院 

b. 第一種中高層住居誘導地域 － 旅館 

c. 工業地域 － 病院 

d. 工業専用地域 － 自動車教習所 

 

 

 



8. 地域における歴史的風致の維持及び向上に関する法律（歴史まちづくり法）に関す

る記述のうち、誤っているものを a～d のなかから選びなさい。 

a. 歴史的風致維持向上計画を市町村が策定する。 

b. 歴史的風致維持向上計画の策定にあたっては、歴史的風致維持向上施設の管理

者の同意が必要となる。 

c. 都道府県は、専門的知識や実績を有する公益法人、NPO 法人を歴史的風致維持

向上支援法人に指定できる。 

d. 歴史的風致維持向上地区計画の指定により、用途地域による制限に係わらず地

域の歴史的風致に相応しい用地の建築が可能となる。 

 

 

9. パーソントリップ調査に関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかから選

びなさい。 

a. 昭和 42 年に広島都市圏で大規模に実施されて以来、既に 30 年を超える実績を

有している調査である。 

b. 交通行動の起点、終点、目的、利用手段、行動時間帯など１日の詳細な交通デ

ータ（トリップデータ）を得ることができる。 

c. トリップは、リンクトトリップとアンリンクトトリップの２つに分類できる。 

d. 代表交通手段を決定する際の優先順位は、鉄道、自動車、バス、二輪車、徒歩

の順である。 

 

 

10. 都市内道路の機能とその内容に関する記述のうち、組み合わせとして正しいものを

a～d のなかから選びなさい。 

Ⅰ. トラフィック機能 ⅰ. 沿道の土地利用のための出入りや貨物の積み下ろし 

Ⅱ. アクセス機能 ⅱ. 景観、日照、通風等の保全 

Ⅲ. 都市環境機能  ⅲ. 人々の集い、遊び、語い 

Ⅳ. 市街地形成機能 ⅳ. 人や物資の移動や通行 

 

a. Ⅰとⅱ、Ⅱとⅰ、Ⅲとⅲ、Ⅳとⅳ 

b. Ⅰとⅱ、Ⅱとⅲ、Ⅲとⅳ、Ⅳとⅰ 

c. Ⅰとⅳ、Ⅱとⅲ、Ⅲとⅱ、Ⅳとⅰ 

d. Ⅰとⅳ、Ⅱとⅰ、Ⅲとⅱ、Ⅳとⅲ 

 

 

 



11. 駅前広場計画に関する記述のうち、正しいものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 駅前広場は都市活動の拠点であり、都市の将来像、都市全体の施設計画、交通

計画との整合性、一体性に配慮して計画する必要がある。 

b. 駅前広場は、主に鉄道とバス・タクシーなどとの乗り換え需要に対応するもの

であることから、駅前広場内部の配置計画が最も重要であり、周辺との関係は

考慮しなくてよい。 

c. 駅前広場の交通空間には、市街地拠点機能や交流機能、景観機能などがあり、

駅や都市の特性に適合させながら計画する必要がある。 

d. 駅前広場の環境空間は、交通結節点としての機能を担う空間であり、交通手段

相互の乗り換え及び歩行が効率的かつスムーズに行えるよう計画する必要が

ある。 

 

 

12. 自動車ターミナルに関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかから選びな

さい。 

a. 自動車ターミナルは、バスやトラックなどの旅客や貨物のための交通結節施設

であり、路外に設置する。 

b. 自動車ターミナルは機能的にバスターミナルとトラックターミナルに分けら

れる。 

c. 一般自動車ターミナルの都市計画は市町村が決定する。 

d. 自動車ターミナルは平成 21 年３月 31 日現在、全国で 63 箇所が計画決定され

ている。 

 

 

13. 市街地開発事業に関する法律の施行日の順序として、正しいものを a～d のなかか

ら選びなさい。 

a. 土地区画整理法 → 新都市基盤整備法 → 新住宅市街地開発法 → 都市再開

発法 

b. 土地区画整理法 → 新住宅市街地開発法 → 都市再開発法 → 新都市基盤整

備法 

c. 都市再開発法 → 新都市基盤整備法 → 土地区画整理法 → 新住宅市街地開

発法 

d. 都市再開発法 → 新住宅市街地開発法 → 新都市基盤整備法 → 土地区画整

理法 

 

 



14. 土地区画整理事業の事業計画策定にあたっての基本的考え方に関する記述のうち、

誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 施行地区をどのような市街地として整備しようとするのか、将来の土地利用を

検討した上で、この市街地像に基づいて、事業計画を策定することが望ましい。 

b. 事業地区へのアクセス道路や河川の整備等周辺で実施されている各種事業と

の連携・調整をとった事業計画を策定することが望ましい。 

c. 土地区画整理事業は、移転・工事の完了時期にあわせて用途や容積率等が変更

されることが一般的であり、都市計画担当部局と用途や容積率等について調整

を図り、なるべく早く将来の土地利用構想を策定することが望ましい。 

d. 予期できない社会・経済情勢の変動や公共施設の需要の変化が起こったとして

も、一度策定した事業計画は変更すべきではない。 

 

 

15. 第二種市街地再開発事業の施行区域として都市計画に定める区域に関する記述の

うち、その要件に適合しないものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 都市再生特別地区内の区域 

b. 区域の面積が 0.3ha の区域 

c. 十分な公共施設がなく土地の利用状況が著しく不健全な区域 

d. 土地の高度利用を図ることが、当該都市の機能の更新に貢献する区域 

 

 

 

16. 一団地の住宅施設の都市計画の取扱いに関する記述のうち、誤っているものを a～

d のなかから選びなさい。 

a. 住宅は、当該地区の土地利用計画上の位置づけ及び周辺の市街地の状況等を勘

案しつつ、適切な戸数及び住宅形式とすることが望ましい。 

b. 団地内の道路については、団地の規模及び形状、住宅等の配置並びに周辺の状

況等を勘案して、日常生活の利便、通行の安全、災害の防止、環境の保全に支

障が生じないような規模及び構造で適正に配置することが望ましい。 

c. 下水道は、現況人口、市街地の規模等から想定される雨水量及び地形、降水量

等から想定される汚水流出量を支障なく処理できるものとすることが望まし

い。 

d. 団地には、共同住宅の居住者の保有する自動車の保管等のために必要な駐車施

設を設けることが望ましい。 

 

 



17. 都市公園法による都市公園に関する記述のうち、正しいものを a～d のなかから選

びなさい。 

a. 市民緑地は都市公園である。 

b. 国定公園は都市公園ではない。 

c. 都市緑地は都市公園ではない。 

d. 立体都市公園は都市公園ではない。 

 

 

18. 都市の緑の保全や緑化に関する制度に関する記述のうち、正しいものを a～d のな

かから選びなさい。 

a. 緑地協定には緑地協定区域内の植栽する樹木の種類を定めることができる。 

b. 緑地協定は都市計画区域外でも締結できる。 

c. 市民緑地は都道府県知事が指定する。 

d. 特別緑地保全地区内では無許可で樹木を伐採してもかまわない。 

 

 

19. 「緑の基本計画」における緑地として定義されているもののうち、誤っているもの

を a～dのなかから選びなさい。 

a. 自転車歩行者専用道路 

b. 企業グラウンド 

c. 公開空地 

d. 寺社境内地 

 

 

20. 都市公園法に関する記述のうち、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 都市公園の地下に民間駐車場を設置できる。 

b. 借地を都市公園として指定することができる。 

c. 都市公園は、都市計画区域外において指定ができる。 

d. 都市公園の維持管理を地域住民で構成される団体等が実施することができる。 

 

 



＜問題－Ⅳ－（２）：地質＞ 

 

1. 道路路盤の品質基準は、修正ＣＢＲ値により規定されているが、日本道路協会によ

る一般道路の上層路盤に粒度調整砕石を用いた場合、材料に要求される修正ＣＢＲ

値として、正しいものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 30％以上 

b. 45％以上 

c. 60％以上 

d. 80％以上 

 

 

2. 橋梁の直接基礎に関して、「水平抵抗が期待できることを考慮し、常時における設

計上の地盤面を定める上で評価すべき事項」として最も重要性の低いものを、a～d

のなかから選びなさい。 

a. 圧密沈下を起こす圧密地盤（軟弱層）の深さ 

b. 洗掘による地盤の低下 

c. 凍結作用を受ける深さ 

d. 基礎地盤の強度 

 

 

3. 切土斜面の予備調査において、斜面で観察される状況とそれから予測される事象の

組み合わせのうち、誤っているものを a～d欄のなかから選びなさい。 

 観察される状況 予測される事象 

ａ 
周辺と著しく異なる林相 含水状況の相違  土層構成の相違 

崩壊地跡 崩土堆積部 

ｂ 
生育のよい杉林 地下水位が高い  粘土質の地盤 

地すべり地 

ｃ 裸地  倒木  立ち木の根曲り 落石、崩壊、地すべりなどの不安定斜面 

ｄ 
伐採跡地  山火事跡地 地層土壌のゆるみ、不安定化 

崩壊やガリー侵食 

 

 

 

 

 

 



4. 築堤後 50 年以上経過し老朽化の著しいコンクリート製砂防堰堤の健全度を調査す

る方法として、最も適するものを a～d のなかから選びなさい。 

a. アルカリ骨材反応試験 

b. ボアホールカメラ撮影 

c. 乾湿繰り返し試験 

d. 地上レーザー計測 

 

 

5. 貯水池周辺の地すべり調査に関して記した事項のうち、正しいものを a～d のなか

から選びなさい。 

a. 湛水に伴う地すべり精査の必要性は、地すべり等への湛水の影響の有無と規模

および保全対象の重要度により判定する。 

b. 貯水池地すべりにおいては、湛水率 10％までを湛水の影響ありとして扱う。 

c. 貯水池地すべりの安定検討において用いる残留間隙水圧の残留率は、詳細な調

査・試験を行わない場合は一般値として 30％を用いる。 

d. 貯水池地すべりにおいて扱う対象は、地すべり、崖錐、崩壊、土石流であり、

発生地すべりも含む。 

 

 

6. トンネル調査においては、弾性波探査による地山の弾性波速度により地山分類を行

うことが多いが、実際にトンネルを掘削してみると、想定した地山状態と差異が生

じている場合がある。下記に挙げる事項のうち、とくに弾性波速度から想定した地

山分類の評価より実際の地山が悪い場合の原因として、誤っているものを a～d の

なかから選びなさい。 

a. キャップロック状の硬質溶岩台地の下部にトンネルが施工された場合 

b. 地山の地下水位が異常に低く、岩盤内の亀裂に空隙が多く存在している場合 

c. 高角度で幅の狭い断層破砕帯が互層状に多数分布している地層状況の場合 

d. 結晶片岩等の強度的な異方性が著しい地層の分布地域である場合 

 

 

 

 

 

 

 

 



7. トンネル掘削において、土砂や軟岩のように切羽の自立性の悪い地山で扁平な断面

や大断面を採用する場合、土被りが小さい箇所で地表沈下を抑える必要がある場合

に、安全性と経済性において、最も適した掘削工法を a～dのなかから選びなさい。 

a. 上部半断面工法 

b. 補助ベンチ付全断面工法 

c. 中壁分割工法 

d. 導坑先進工法 

 

 

8. 河川堤防の安全性照査において検討すべき項目において、最も必要性が低いものを

a～d のなかから選びなさい。 

a. 浸透に対する堤防の構造検討 

b. 劣化に対する堤防の構造検討 

c. 地震に対する堤防の構造検討 

d. 侵食に対する堤防の構造検討 

 

 

9. a～d に示した土質試験のなかから、土粒子の密度試験結果を直接利用しないもの

を選びなさい。 

a. 粒径の算出(粒度試験) 

b. 砂質土の透水係数の算出(透水試験) 

c. ゼロ空隙曲線の作図(締め固め試験) 

d. 供試体の実質高さの算定(圧密試験) 

 

 

10. 石油掘削では、掘削時にさまざまな目的でセメンチングが行われるが、不完全なセ

メンチングの補修、圧力漏れの補修、パフォレーション孔の補修などの目的で行わ

れるものとして、正しいものを a～dのなかから選びなさい。 

a. プライマリーセメンチング 

b. セカンダリーセメンチング 

c. スクイズセメンチング 

d. ライナーセメンチング 

 

 

 

 



11. 地すべりと巨大崩壊の特徴について、誤っているものを a～d のなかから選びなさ

い。 

a. わが国の地すべりの平均的な崩壊土砂の規模は 0.5×106㎥程度であるが、巨大

崩壊の規模は 107～1010㎥に達する。 

b.  地すべりの移動速度は、比較的速度の速い風化岩地すべりの場合でも１～２

cm/日程度であるが、巨大崩壊の場合は 5 ㎧～90 ㎧程度といわれておりかなり

速い。 

c.  地すべりは、地すべり粘土などの存在に特徴付けられるが、巨大崩壊の場合は、

その 80 パーセント以上が地震や火山活動に起因している。 

d.  地すべりは、数年から数十年オーダーで繰り返し活動している。巨大崩壊も地

すべりほどのオーダーではないが、多くの箇所で数千年～数万年の間隔で繰り

返し活動している。 

 

 

12. 切土斜面などでは、方向の異なる節理面等が岩盤中に発達する場合、それらの節理

が作り出す複合面と斜面勾配との相対的な位置関係から斜面の不安定化のしやす

さを概略判定することが出来る。下記の、岩盤すべりが最も生じやすい組み合わせ

を説明した記述のうち、正しいものを a～dのなかから選びなさい。 

a. N30E/60E の掘削面において、N35W/30W の節理系と N55E/35W の節理系が発達す

る。 

b. N30E/60E の掘削面において、N35E/30E の節理系と N55W/35E の節理系が発達す

る。 

c. N30E/60E の掘削面において、N35W/30E の節理系と N55E/35E の節理系が発達す

る。 

d. N30E/60E の掘削面において、N35W/70E の節理系と N55E/65E の節理系が発達す

る。 

 

 

13. 切土工を実施したために発生した風化岩地すべりの抑制工として、最もよく用いら

れるものを a～d のなかから選びなさい。 

a. 押さえ盛土工（よう壁工、枠工をふくむ） 

b. グラウンドアンカー工 

c. 杭工 

d. 浅層地下水排除工 

 

 



14. 掘削残土等で重金属等による汚染が問題になることがあるが、下記に示した a～d

のなかから一般的に最も砒素の含有量が多いといわれているものを選びなさい。 

a. 花崗岩 

b. 安山岩 

c. 頁岩・粘土 

d. 石灰岩 

 

 

15. わが国の温泉に関する以下の記述について、正しいものを a～dより選びなさい。 

a. 地熱地帯と温泉の分布はほとんど重なっている。 

b. 温泉法による温泉の定義は、「規定溶存物質が一定量以上含まれていること」

となっている。 

c. 温泉は火山地帯の近傍にほぼ限られる。 

d. ナトリウム－塩化物泉はほとんどが海水起源である。 

 

 

16. 比抵抗二次元探査に関する以下の記述について、誤っているものを a～d の中から

選びなさい。 

a. 測線近傍に送電線等があった場合は大きなノイズの原因となる。 

b. 解析断面の浅部や測線端部では解析精度が低下する。 

c. 遠電極は探査深度の 10 倍以上離して設置するのが望ましい。 

d. 測線は多少（交角 15°程度まで）曲がっても解析上の問題は生じない。 

 

 

17. 山腹に産業廃棄物が投棄されている現場において、その堆積状況（範囲、厚さ、締

まり度合い）の調査が必要になっている。このような目的のための調査方法として、

ボーリング以外で最も適すると考えられる物理探査手法を a～d のなかから選びな

さい。 

a. ＭＴ法（電磁探査） 

b. 高密度電気探査 

c. 弾性波トモグラフィー 

d. 表面波探査 

 

 

 

 



18. 泥水の備えるべき条件の一部を示すが、誤っているものを a～d のなかから選びな

さい。 

a. 脱水量が少なく泥壁が厚くて強じんなこと 

b. 泥水比重が地層圧力とバランスした適性値であること 

c. 張り付きにくく潤滑性に優れていること 

d. 温度、圧力に対する安定性が優れていること 

 

 

19. 断層活動に伴い形成される岩石として、誤っているものを a～d のなかから選びな

さい。 

a. メタハロイサイト 

b. マイロナイト 

c. カタクレーサイト 

d. シュードタキライト 

 

 

20. 地質時代区分の 1 つである第四紀に関する説明として、誤っているものを a～d の

なかから選びなさい。 

a. 第四紀とは、過去に地質時代を「第一紀、第二紀・・」と称していた名残であ

る。 

b. 第四紀の始まりは、約 258 万年前とされている。 

c. 第四紀と新第三紀の境界は、生物相の急激な変化により特徴付けられる。 

d. 第四紀はおおよそ 1.1 万年以前を更新世、以降を完新世に区分される。 
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3. 土の構成の模式図（下図参照）に示す体積、質量の割合から、土の状態を表す諸量

として、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

a. 含水比  ｗ  ＝（ｍｗ／ｍ）×100（％） 

b. 間隙比  ｅ  ＝（Ｖａ＋Ｖｗ） /Ｖｓ 

c. 飽和度  St  ＝｛Ｖｗ／（Ｖａ＋Ｖｗ）｝×100（％） 

d. 乾燥密度ρd ＝ｍｓ ／Ⅴ 

 

 

4. ｢道路土工 盛土工指針」の補強盛土の設計に関する記述のうち、誤っているもの

を a～dのなかから選びなさい。 

a. 転圧補助材としてのジオテキスタイルを利用するときの標準的な方法として

は、引張強度が２kN／m 程度以上のジオテキスタイルを敷設間隔 30cm 程度、敷

設長２m 程度で配置するとよい。 

b. 侵食防止用ジオテキスタイルとしては、引張強度２kN／m 程度以上のものを敷

設間隔 30cm 程度、敷設長１m 以上で配置することが望ましい。 

c. 排水性を有するジオテキスタイルを利用して、高含水比粘性土による盛土の施

工中の過剰間隙水圧の消散をはかり、圧密による土の強度増加を促進すること

によって盛土を補強する。 

d. 設計に当って考慮しなければならない補強盛土の破壊モードは、①補強領域内

部を通るすべり破壊と②補強領域の外側を通るすべり破壊の２つである。 

 

 

 

 

 

 

 



5. 円弧すべり面を仮定した震度法による安定計算法を用いた場合の地震時安全率の

計算式としては以下のようなものがある。安定計算式の中の①②③④の数式として、

正しいものを a～dのなかから選びなさい。 
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＜問題－Ⅳ－（２）：鋼構造及びコンクリート＞ 

 

1. 鉄鋼に関する記述で、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 銑鉄とは鉄鉱石から高炉で不純物を取り出した鉄を言う。 

b. 製鋼法には鉄鉱石を用いる転炉、鉄鉱石とスクラップを用いる平炉と、スクラ

ップを用いる電気炉がある。 

c. 日本での生産割合では、電気炉の生産が最も多い。 

d. 日本語における鋼（はがね）の語源は、刃物に使用するために作られた刃金で

ある。 

 

 

2. 鋳鍛鋼品の記述で、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a. S35CN は機械構造用炭素鋼で、数値は引張強さを示す。 

b. SCW410 は溶接構造用鋳鋼品で、数値は引張強さを示す。 

c. SF490A は炭素鋼鍛鋼品の一種で、数値は引張強さを示す。 

d. FC250 はねずみ鋳鉄品で、数値は引張強さを示す。 

 

 

3. 鋼橋の耐震設計に関する記述で、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 支承端部直上等の局部変形の生じやすい部分は、補剛材を設け補強する。 

b. 免震橋での上部構造端部の遊間は、レベル 1地震動及びレベル２地震動を考慮

して適切な遊間量を確保する。 

c. 伸縮装置の地震時設計伸縮量は、レベル 1 地震動及びレベル２地震動に対する

挙動を考慮して適切な伸縮量を設計する。 

d. ジョイントプロテクターの橋軸方向の遊間量は、伸縮装置の許容伸縮量以下と

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4. 山形及びＴ形断面の部材の設計に関する記述で、誤っているものを a～d のなかか

ら選びなさい。 

a. フランジがガセットに連結された圧縮材の設計では、部材軸心とガセット位置

との偏心による曲げモーメントを考慮する。 

b. フランジがガセットに連結された圧縮材の許容応力は、許容軸圧縮応力度を用

いる。 

c. 山形鋼の引張材の有効断面積は、力の作用線と引張材の図心との偏心を考慮す

る。 

d. ガセットの片側に取り付けられた山形鋼の有効断面積は、ガセット取付部の純

断面積に連結されない脚の純断面積の 1/2 を加えたものとする。 

 

 

5. 耐候性鋼材に関する記述で、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 飛来塩分量が多いところで耐候性鋼材を用いた場合、層状はく離錆が発生し、

腐食量が多くなる。 

b. 耐候性鋼材は、一般鋼材に比べ耐候性に有効な Cu（銅）、Cr(クローム)、Ni

（ニッケル）を多く含んでいる。 

c. 箱桁内部に取り付ける補剛材は、耐候性鋼材を使用する事を標準とする。 

d. 無塗装耐候性鋼材の裸使用は、錆の色を選択することは出来ない。 

 

 

6. 溶接継手において、疲労強度に大きく影響を及ばさないものを a～d のなかから選

びなさい。 

a. 鋼材強度の影響。 

b. 継手形式の影響。 

c. 板厚の影響。 

d. 溶接欠陥の影響。 

 

 

7. 高力ボルトに関する記述で、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a. F11T は、摩擦接合用高力ボルトとして現在使用していない。 

b. F10T の F は、摩擦を意味する。 

c. 溶融亜鉛めっき高力ボルトには、F8T と F10T がある。 

d. 道路橋示方書では、耐力点法に用いる高力ボルトの材料成分を規定している。 

 

 



8. 鉄筋コンクリート床版のハンチについての記述で、正しいものを a～d のなかから

選びなさい。 

a. 支持桁上でのハンチは、必要に応じて設けるものとする。 

b. ハンチの勾配１：２より緩やかにするのが望ましい。 

c. ハンチには、特に用心鉄筋は必要としない。 

d. 支持桁上フランジが厚くなる場合には、上フランジ上面からのすりつけの方が

ひび割れは生じにくい、とされている。 

 

 

9. 鋼桁腹板の設計に関する記述で、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 腹板の設計では、溶接ひずみ、製作・輸送・架設時応力及び座屈に対し安全性

を確保する。 

b. 腹板の最小板厚は、腹板の鋼種と垂直補剛材間隔によって設定されている。 

c. 垂直補剛材を省略できるフランジ純間隔は、鋼種と腹板厚によって設定されて

いる。 

d. 垂直補剛材の鋼種は、腹板の鋼種に関わらず SM400 級を用いて良い。 

 

10. クローラクレーン及び油圧式クレーンに関する記述で、誤っているものを a～d の

なかから選びなさい。 

a. 比較的軟弱な地盤や桟橋上での作業には、クローラクレーンが適している。 

b. クローラクレーン及び油圧式クレーンとも傾斜に対する水平支持機能を有し

ている。 

c. クレーンの輸送、組み立て及び解体においては、油圧式クレーンの方が優れて

いる。 

d. 油圧式クレーンのブームは、伸縮式であるため現場の状況に合わせてブーム長

の調整が可能である。 

 

 

11. ＰＣ構造と比較した場合のＰＲＣ構造の長所について、誤っているものを a～d の

なかから選びなさい。 

a. ＰＣ鋼材量を低減できることによる経済性の向上。 

b. ＰＣ鋼材と鉄筋の両者を配置することによるじん性の向上。 

c. プレストレスに起因するコンクリートの乾燥収縮による過大なそりの防止。 

d. 付着力の充分な鉄筋が多く配置されているため、ひび割れ幅が急激に増大する

ことがない｡ 

 



12. プレストレストコンクリート（ＰＣ）橋の設計に関する記述のうち、誤っているも

のを a～dのなかから選びなさい。 

a. 外ケーブル構造ではコンクリート断面外にＰＣ鋼材を配置し、アンボンドケー

ブル構造ではコンクリート断面内にＰＣ鋼材を配置するが、いずれも平面保持

の仮定は成立しない。 

b. 波形鋼材ウエブＰＣ橋は、上下床版にしかコンクリート部材がないことと、波

形鋼板のアコーディオン効果により、効率的なプレストレスの導入が可能とな

る。 

c. 曲げおよび軸力を受けるＰＣ部材断面の維ひずみの値は、断面の図心軸からの

距離に比例して変化する。 

d. 永久荷重を受けるＰＣ構造中のコンクリートおよび鋼材の応力度の算出にあ

たっては、ＰＣ鋼材のリラクセーションの影響やコンクリートのクリープ・収

縮の影響を考慮するのが原則である。 

 

 

13. プレストレストコンクリートの使用限界状態に関する記述のうち、誤っているもの

を a～dのなかから選びなさい。 

a. 外ケーブル方式のＰＣ鋼材のひずみ増加量を計算する場合は、平面保持の仮定

が適用できない。 

b. ＰＣ鋼材とコンクリートが一体化した後の断面定数は、ＰＣ鋼材とコンクリー

トのヤング係数比を考慮して求める。 

c. ＰＲＣ構造に関しては、環境条件、構造物または部材の機能、使用目的等に応

じてひび割れ幅の制限値を定める。 

d. ＰＲＣ構造においては、鉄筋の拘束の影響を考慮しなくてもよい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



14. ＰＣ箱桁橋の設計に関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかから選びな

さい。 

a. 主方向の設計において、単一箱げた橋や多重箱げた橋で幅員と支間の比が 0.2

未満の場合は、全断面を一つのはりとしたはり理論により断面力を算出する。 

b. 主方向の設計において、せん断応力度の計算に用いるウエブ厚は、ウエブ軸線

に直角の方向の厚さとする。 

c. 横方向の設計において、下フランジ及びウエブの断面力は、箱げたをウエブ及

び上下フランジにより構成されるラーメン構造とみなして算出してよい。 

d. 横方向の設計において、ウエブの曲げモーメントに対して配置された鉄筋量の

1/2 は、橋軸方向の設計における斜引張鉄筋とすることができる。 

 

 

15. コンクリートのクリープに関する記述のうち、正しいものを a～d のなかから選び

なさい。 

a. 長期間載荷後のクリープひずみは、一般に、弾性ひずみより大きい。 

b. クリープひずみは、曲げモーメントを受ける部材ではほとんど生じない。 

c. クリープひずみは、乾燥収縮ひび割れの発生を助長する。 

d. クリープひずみは、乾燥した空気より湿った環境下のほうが大きい。 

 

 

16. プレストレストコンクリート（ＰＣ）橋の架設工法に適用される支間長について、

大小関係を示した記述のうち、正しいものを a～d のなかから選びなさい。 

a. プレキャストセグメント架設工法（移動式架設げた架設工法）＞固定支保工式

架設工法 

b. プレキャストけた架設工法（クレーン架設工法）＞固定支保工式架設工法 

c. 押出し架設工法（分散式）＞張出し架設工法 

d. 押出し架設工法（集中式）＞プレキャストセグメント架設工法（移動作業車架

設工法） 

 

 

 

 

 

 

 

 



17. 耐震性能の照査に関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかから選びなさ

い。 

a. 耐震設計上の地盤面より下方の構造部分には、慣性力、地震時土圧及び地震時

動水圧を作用させなくてもよい。 

b. 橋脚が設計震度に対して十分大きな地震時保有水平耐力を有している場合、ま

た液状化の影響がある場合等のやむを得ない場合でも、橋脚基礎に塑性化が生

じることを考慮してはならない。 

c. 時刻歴応答解析法を用いた動的照査を行う場合に入力する地震動は３波形程

度を用いるものとし、その結果求められる応答値の平均値を照査するのがよい。 

d. 動的照査法における鉄筋コンクリート部材のモデル化は、コンクリートのひび

われ、軸方向鉄筋の降伏等の影響を適切に考慮した剛性劣化型モデルとするの

が一般的である。 

 

 

18. 落橋防止システムに関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかから選びな

さい。 

a. 落橋防止構造と変位制限構造が類似した構造となる場合には、これらを兼用し

てもよい。 

b. 橋脚が非常に高く固有周期が長いために大きなけたかかり長が必要となる橋

は、動的解析結果を参考として適切なけたかかり長を検討しなければならない。 

c. 両端が剛性の高い橋台に支持された橋で長さが25m以下の一連の上部構造を有

する橋は落橋防止構造を設けなくてもよい。 

d. 斜角を有する多径間連続橋などで、けたかかり長が橋全体の構造上著しく不合

理となる場合には、橋軸直角方向の変位制限構造を落橋防止構造と同等の耐力

を有するように強化して対処してもよい。 

 

 

19. アルカリ骨材反応（ASR）に関し、誤っているものを a～d のなかから選びなさい。 

a. ＡＳＲによるコンクリートの異常膨張は、化学反応によって生成するアルカリ

シリカゲルの吸水膨張に起因するものである。 

b. 軸方向鋼材やＰＣ鋼材によりＡＳＲによる膨張が拘束されている構造物では、

拘束方向に直交する方向のひびわれが発生しやすい。 

c. 無筋コンクリート構造物では、一般に網目状にひびわれが生じる。 

d. 塩害や凍結防止剤の影響下にある場合、ＡＳＲの進行が促進することがある。 

 

 



20. 塩害によるコンクリート内部の鉄筋の腐食に関する記述のうち、正しいものを a～

d のなかから選びなさい。 

a. 鉄筋の腐食によって生成される錆の色は、酸化の程度によって変化する。 

b. 鉄筋腐食によって形成されたアノードとカソードの間を流れる電流密度は、鋼

材の腐食速度と比例関係にある。 

c. マクロセル腐食では、アノード反応とカソード反応が同じ場所で生じる。 

d. 鉄筋の腐食速度は、海上大気中よりも海中部の方が小さい。 

 

 

 



＜問題－Ⅳ－（２）：トンネル＞ 

 

1. 主なトンネル工法の相互比較に関する記述のうち、正しいものを a～d のなかから

選びなさい。 

a. シールド工法におけるトンネル外径の実績は最大でも 12m 程度である。 

b. シールド工法における急曲線の実績は、曲線半径とシールド外径の比が３～５

程度がある。 

c. 開削工法における最大掘削深度は 30m 程度の実績が多い。 

d. 山岳工法での最大断面積の実績は 150 ㎡程度までである。 

 

 

2. 道路トンネルの換気に関する記述のうち、正しいものを a～d のなかから選びなさ

い。 

a. 換気施設の設計に用いる煤煙の設計濃度（100m 透過率）は、当該道路の設計速

度に応じて要求される値が異なる。 

b. 換気施設の設計に用いる一酸化炭素の設計濃度は当該道路の設計速度に応じ

て要求される値が異なる。 

c. 所要換気量は交通量に比例するほか速度勾配補正係数や換気の設計濃度によ

って異なるが、車種構成による差異は微小である。 

d. 対面交通トンネルでは重方向率（往復合計の交通量に対する重方向交通量の割

合）60％で自然風 2.5 ㎧（順風）という条件でジェットファン台数を求める。 

 

 

3. 道路トンネルの非常用施設に関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかか

ら選びなさい。 

a． 等級区分の交通量（台／日：トンネル一本当たり）のとり方は、一般に計画策

定時から 20 年後の計画交通量（トンネル一本当たり）としている。 

b． ＡＡ等級においては、排煙設備または避難通路を設置するが、延長 3,000m 以

上のトンネルにおいては避難通路を設置することが望ましい。 

c． 給水栓はトンネル両坑口に設置することを標準とし、水源は２個同時放水した

場合 60 分程度放水できる容量を確保することが望ましい。 

d． 水噴霧設備は微細な粒子状の水を放水することによって火災の延焼、拡大を抑

制し、消火活動を援助するための設備で放水区間は 50m 以上で設定する。 

 



4. 自然由来の重金属等の対策に使用される用語の説明のうち、誤っているものを a～

d のなかから選びなさい。 

a． 重金属の主なものとしては、カドミウム（cd）鉛（pd）六価クロム（cr）水銀

（hg）ひ素（As）セレン（Se）ふっ素（F）ほう素（B）およびそれらの化合物

をいう。 

b． 酸性水とは㏗が 5.8 を下回る地下水又は表流水をいう。 

c． 重金属等（水銀を除く）の第二溶出量基準は、土壌溶出量基準の 30 倍として

設定されている。 

d． 土壌溶出量基準とは、土壌汚染対策法に規定されている指定区域の指定に係る

基準のうち、土壌に含まれる特定有害物質の量に関するものをいう。 

 

 

5. 山岳トンネルに作用する地圧に関する記述のうち、誤っているものを a～d のなか

から選びなさい。 

a． スメクタイト等の膨張性粘土鉱物が吸水膨張することで覆工に荷重が作用す

る現象をスクイージングという。 

b． トンネル掘削によりトンネル上方の地山が緩み、ある高さ相当の地山重量がト

ンネルの覆工に直接、鉛直方向の荷重として作用する地圧を緩み圧という。 

c． 緩み圧が縦断方向に連続的に作用する場合には、天端にトンネル縦断方向の開

口性ひび割れが生じ、アーチの両側付近には、圧縮ひび割れ（圧ざ）や、せん

断ひび割れが生じることがある。 

d． 偏圧は左右非対称な地圧が作用する状況であり、トンネル断面中心線に対し片

側のアーチ肩部が主働土圧作用領域となり、その反対側のアーチ肩部は突き上

げられ受働土圧作用領域となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



6. 山岳トンネルの補助工法に関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかから

選びなさい。 

a． 施工中に切羽崩壊・地山の押出し、突発湧水などが発生し、修正設計によって

補助工法を適用する際には、費用対効果の観点から適用区間長によって最適な

補助工法が異なる場合がある。 

b． 切羽の安定を確保するためには、加背割りを細分化する方法と加背割を変えず

に補助工法を併用する方法があるが、現在では加背割を細分化する場合が多い。 

c． 天端安定対策と鏡面の安定対策は互いに関連している部分もあり、地山条件や

切羽観察結果等に基づき効果的で目的に適合した補助工法を組み合せること

が望ましい。 

d． トンネル施工に伴う地表沈下は、地形条件、地質条件、地下水、施工法等が複

雑に関係するが、トンネル掘削による緩み領域の拡大ならびに地下水の排除が

大きな原因と考えられる。 

 

 

7. ロックボルトの機能および効果の概念に関する記述のうち、誤っているものを a～

d のなかから選びなさい。 

a． ロックボルトの引張抵抗機能とは、ロックボルト軸方向の引張抵抗によってそ

の方向の地山との相対変位を抑制する機能である。 

b． ロックボルトのせん断抵抗機能とは、ロックボルト軸直角方向のせん断抵抗に

よってその方向の地山との相対変位を抑制する機能である。 

c． 不安定な岩塊を深部の地山と一体化し、そのはく落や抜け落ちを抑止すること

を縫付け効果という。 

d． 吹付けコンクリートと地山の付着が損なわれた場合に、ロックボルトが吹付け

コンクリートを地山に縫付けることによって荷重を支持することを内圧効果

という。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



8. シールド工法の用語に関する記述のうち、正しいものを a～d のなかから選びなさ

い。 

a． シールドの外径とはスキンプレートの外径をいい、フリクションカット用ビッ

ト、固定そり、裏込め注入管等による突起部の寸法も含む。 

b． セグメント外面と地山との空隙をテールクリアランスという。 

c． シールドのテール部におけるセグメント外面とテールスキンプレート内面と

の間隔をテールボイドという。 

d． シールド鋼殻の先端部にあって、隔壁とともにカッターチャンバーを形成する

部分をフード部という。 

 

 

9. シールド工法のセグメントの構造計算に関する記述のうち、誤っているものを a～

d のなかから選びなさい。 

a． トンネルの構造計算では、横断方向と縦断方向に分けて行う。 

b． トンネルの構造計算は、施工途中の各段階および完成後の状態に応じた荷重に

対して安全側となるように行う。 

c． トンネル横断面に対する設計荷重は設計の対象となるトンネルの区間内の最

も不利な条件をもとに定める。 

d． コンクリート系セグメントでは、不静定力または弾性変形の計算において一般

に鉄筋を考慮したコンクリート全断面を有効として計算する。 

 

 

10. 開削工法における地下連続壁の特徴に関する記述のうち、誤っているものを a～d

のなかから選びなさい。 

a． ソイルセメント地下連続壁は遮水性が比較的よく、断面性能は場所打ち杭、既

製杭地下連続壁と同等であることから、市街地での中規模開削工事に用いられ

ることが多い。 

b． 安定液固化地下連続壁はＲＣ地下連続壁に比較して、剛性が小さいことから掘

削深さに限界があるものの、削孔精度が良いことから大深度の遮水壁構築に適

する。 

c． 鉄筋コンクリート地下連続壁（ＲＣ地下連続壁）は、壁体が本体構造物の一部

として利用できることや、工事による騒音や振動が小さいことが特徴である。 

d． 鋼製地下連続壁はＲＣ地下連続壁に比較して作業スペースが大きくなること

が特徴である。 

 

 



11. 青函トンネルに関する記述のうち、正しいものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 海底掘削区間は、シールドトンネルで施工された。 

b. 海底掘削区間の最大水深は、約 100m である。 

c. 海底掘削区間の最大水深部の土被りは、約 100m である。 

d. 海底掘削区間は、片押し掘削によって施工された。 

 

 

12. 支保工に関する記述のうち、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 支保工の施工は、周辺地山の有する支保機能が早期に発揮されるように掘削後

速やかに行わなければならない。 

b. 支保工と地山はできるだけ密着あるいは一体化させ、地山を安定させなければ

ならない。 

c. 支保工は、地山の状態を考慮し、適切な施工順序を定めて施工しなければなら

ない。 

d. 地山条件が悪い場合の支保工の施工順序は、①鋼製支保工、②一次吹付けコン

クリート、③ロックボルト④二次吹付けコンクリートの順である。 

 

 

 

13. トンネルの縦断線形計画に関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかから

選びなさい。 

a. トンネル完成後の坑内湧水を良好な縦断排水工等によって自然流下させるに

は、通常 0.02％以上の勾配があればよい。 

b. 施工中の湧水を自然流下させるためには、湧水が少ない場合でも、0.3％以上、

相当多い場合は 0.5％程度の勾配が必要である。 

c. トンネル勾配はずり出しや材料運搬時の能率に影響を与えるので、施工面から

の規制が必要なことがある。 

d. 道路トンネルでは、通行車両の排気ガスを極力少なくする点から、機械換気を

必要とするトンネルにおける最急上り勾配は３％程度以下とすることが望ま

しい。 

 

 

 

 

 

 



14. ずり積み作業に関する記述のうち、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 発破掘削で連続ベルトコンベヤー方式の場合は、掘削ずりをクラッシャーに投

入可能な大きさまでブレーカー等により小割りする必要がある。 

b. ずり積み作業中は危険区域を定め、当該作業員以外の立入りを禁止し、十分な

証明と換気を行い、ずりの性状によっては粉じん対策を行う必要がある。 

c. 発破方式の場合は、特に十分な照明を行い、作業前、作業中を通じて、湧水の

有無を十分確認しながら作業を行う必要がある。 

d. 過積載により、運搬中にずりがこぼれ落ち、障害事故や脱線の原因となるほか、

後方設備やジャンボ等他の施工機械に損傷を与えることがあるので、ずりは積

み過ぎないように心がける必要がある。 

 

 

15. 特殊な地山条件において問題となる現象と取得すべき情報に関する組み合わせの

うち、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

    【問題となる現象】         【取得すべき情報】 

a. 切羽の崩壊、突発湧水・・・・・・・地山強度比、地下水位、破砕帯等の分布 

b. 坑壁の押し出し・・・・・・・・・・スメクタイト含有量、地山強度比 

c. 山はね、切羽崩壊・・・・・・・・・ぜい性度、AE 

d. 高圧熱水、有毒ガス発生・・・・・・重金属含有量、㏗ 

 

 

16. 膨張性地山に関する記述のうち、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 膨張性地山の挙動は、周辺の地山とともに坑壁が徐々に内空側に押し出されて

くる現象が見られ、はなはだしい場合には工事に支障をきたすほど著しく掘削

面積が縮小することがある。 

b. 膨張性地山の変位は、天端や側壁に限定して生ずることが特徴である。 

c. 膨張性地山の変位を支保工や覆工で抑えようとすると、支保工や覆工に大きな

土圧が作用することになる。 

d. 膨張性地山の土圧は、掘削直後ではごく小さな場合でも、切羽の進行とともに

増加し、その強大な土圧によって支保工が破壊したり、また数年にわたりクリ

ープひずみが蓄積した結果、覆工やインバートが変状し、トンネルの改築を余

儀なくされることもある。 

 

 

 

 



17. 都市域を通過するトンネルに関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかか

ら選びなさい。 

a. 都市域におけるトンネル工事は周辺の状況や地山条件等から通常の山岳工法

によるトンネルに比較して厳しい制約がある。 

b. 都市域を通過するトンネルでは、計画時から地表および地下構造物等の支障な

ど、周辺条件の調査を行わなければならない。 

c. 都市域を通過するトンネル計画における周辺状況調査は、自然環境、社会環境、

生活環境等の調査である。 

d. 土被りが小さく未固結地山の場合には、地下水障害や地表沈下が問題となるの

で、地層状況（破砕帯等の有無、走向、傾斜）、地下水（酸性水濃度）、地質状

態（不連続面状態等）、力学的性質等を調査するために、ボーリング調査やそ

の孔を利用した各種原位置試験、室内試験、地下水調査等を実施する。 

 

 

18. トンネルの周辺環境調査に関する調査項目と調査事項の組み合わせのうち、誤って

いるものを a～d のなかから選びなさい。 

 

   【調査項目】            【調査事項】 

a. 地表水状況・・・・・・・・表流水、温泉、湧泉、湖沼、湿原の分布 

b. 渇水・・・・・・・・・・・水利用の状況、地下水位、水質、水源状況、大気

汚染物質、渇水発生の可能性がある近接工事 

c. 動植物・・・・・・・・・・動物、植物の分布（とくに希少な種）、生態系調査 

d. 鉱染、重金属・・・・・・・湧水の pH、電気伝導度、水質分析、含有量試験、

溶出試験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



19. 山はねに関する記述の組み合わせのうち、誤っているものを a～d のなかから選び

なさい。 

 

 トンネル名 地質 山はねの発生状況と位置 

a 
関越トンネル 

（関越自動車道） 

石英閃緑岩 

ホルンフェルス 

・土被り 750m 程度以上 

・鏡 

b 
大清水トンネル 

（上越新幹線） 

花崗岩 

花崗閃緑岩 

・土被り 100m 程度以上 

・切羽天端～側壁 

・切羽後方 20m 程度の天端～

側壁 

c 
雁坂トンネル 

（国道 140 号線） 

花崗閃緑岩 

ホルンフェルス 

砂岩・粘板岩 

・土被り 300m 程度以上 

・天端～側壁 

d 
新清水トンネル 

（上越線） 

石英閃緑岩 

花崗閃緑岩 

ホルンフェルス 

花崗岩 

・土被り 500m 程度以上 

・側壁 

 

 

20. 吹付けコンクリートの配合に関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかか

ら選びなさい。 

a. 一般に水セメント比は、湿式では 65～75％、乾式では 45～55％の範囲である。 

b. 高強度吹付けコンクリートの水セメント比は、40～50％（水結合材比 30～40％

程度）である。 

c. 単位セメント量は、通常強度では 360kg/㎥ 程度である。 

d. 単位セメント量は、高強度吹付けコンクリートや液体急結剤を使用する場合に

は 400～500kg/㎥程度であることが多い。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 



＜問題－Ⅳ－（２）：施工計画、施工設備及び積算＞ 

 
1. 土工事の際に発生する可能性が高い現象（○で表示）と土質との関係のなかから、

誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 
問題 
番号 

土質
分類 

圧密沈下 ヒービング 粘着抵抗 ボイリング・ 
クイックサンド 

盤ぶくれ

a. 粘土 ○ ○ ○ － ○ 
b. シルト ○ ○ － － ○ 
c. 砂 － － － ○ － 
d. 砂礫 － － － ○ － 

 
 

 
2. 地盤調査の調査方法と適用地盤との関係の記述のうち、誤っているものを a～d の

なかから選びなさい。 

a. コーン貫入試験はきわめて軟弱な地盤から中程度の硬質な地盤に適用できる。 

b. ベーン試験は軟弱な粘性土に適用できる。 

c. 一軸圧縮試験は砂質に適用できる。 

d. 圧密試験は粘性土に適用できる。 

 

 
3. 地盤載荷試験に関する記述のうち、正しいものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 地盤の変形係数や液状化しやすさを直接的に求める試験方法である。 

b. 直径 80cm から 100cm の鉄の円盤をジャッキで地表面に押し付ける。 

c. 円盤による試験から得られる（圧力／沈下）の値を N 値と呼ぶ。 

d. 地表面の硬さを表す量として使われる。 

 

 
4. 地下水調査の試験のうち、誤っているものを a～d のなかから選びなさい。 

a. 水溶性成分試験 

b. 揚水試験 

c. ルジオン試験 

d. トレーサー試験 

 

 

 
 
 
 



5. 土工事の施工計画に関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかから選びな

さい。 

a. 土量の配分計画は、切土量と盛土量をできるだけ同じ量として、遠距離の土運

搬を最小にするように配分計画を立案する。 

b. 施工方法と機械計画は、対象土質や岩質に適した機械を選定して、作業空間と

能力に基づいて配置計画、機械の組み合わせ、台数などを決定する。 

c. 工程計画は、最も早期に工事が完了するよう、人員計画、機械配置を行う。 

d. 工事に先立って周辺の自然環境や生活環境の状況を把握し、環境保全に関する

関係法令で確認して遵守するように計画を立てる。 

 
6. 土積曲線の作成に関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかから選びなさ

い。 

a. 横軸に距離、縦軸に土量をとる、横軸の縮尺は一般的に断面図の縮尺に合わせ

る。 

b. 各測点ごとに土量計算を行い切土と盛土の量を求める。その際、土量変化率 C

を用いて切土か盛土に標準を合わせて土量を補正する。 

c. 一般的に切土を正、盛土を負として、各測点ごとの代数和を求めてプロットす

る。 

d. 各測点位置の縦距は、切土・盛土の代数和の累積を表す。 

 
7. 良いコンクリートを作る条件に関する記述のうち、誤っているものを a～d のなか

から選びなさい。 

a. 適正なセメントを用いること。 

b. 不活性な骨材を用いないこと。 

c. 水セメント比が小さく単位水量が少ない配合であること。 

d. 打込みが良く管理されていること。 

 
8. ポルトランドセメントに関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかから選

びなさい。 

a. 早強ポルトランドセメントは、普通ポルトランドセメントより初期強度が大き

いセメントで、厳寒期の工事や早く大きな強度を求められる工事に使われる。 

b. 超早強ポルトランドセメントは、材令１日で、普通ポルトランドセメント材令

３日と同じ程度の強度を出す。 

c. 中庸熱ポルトランドセメントは、水和熱が低いセメントで、ダムのようなマス

コンクリートに使われる。 

d. 耐硫酸塩ポルトランドセメントは、耐海水性を要求される海洋工事などに使わ

れる。 



9. コンクリート作業中に発生する不具合な現象に関する記述のうち、誤っているもの

を a～dのなかから選びなさい。 

a. 材料分離は、コンクリートを構成する材料が、運搬や打込みなどの作業中、打

込み後に不均一に分布する状態。 

b. ブリーディングは、打込んだコンクリートの表面に浮かび上がって沈殿するセ

メントや骨材の粒子が沈下することが原因。 

c. レイタンスとは、ブリーディングに伴って、浮かび上がった水のことである。 

d. 豆板とは、粗骨材だけが、コンクリート表面に部分的に露出する現象。 

 

 
10. 損益分岐図の中で F は何を示すか、正しいものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 直接原価 

b. 間接原価 

c. 固定原価 

d. 工事原価 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

11. 施工計画の目的は「設計図書に基づき５つの生産手段を活用し適切な品質の目的構

造物を、環境保全を図りつつ、最小の価格と最短の工期で安全に完成させることに

ある」とされているが、生産手段の記述のうち、誤っているものを a～d のなかか

ら選びなさい。 

a. 人 

b. 材料 

c. 用地 

d. 資金 

 

 

 

 

 

ｖｘ 変動原価 

F 

利益 

P 損益分岐点 

損失 

施工出来高 ｘ

45° 

工
事
総
原
価 

ｙ 

y=x 



12. 労働災害が生じる恐れのある仕事については、あらかじめその計画を厚生労働大臣、

または所轄の労働基準監督署長に届け出ることとなっているが、仕事開始日の 14 

日前までに所轄の労働基準監督署長あてに届ける業務の記述のうち、正しいものを

a～d のなかから選びなさい。 

a. 最大支間 500m（つり橋にあっては 1,000m）以上の橋梁の建設。 

b. 長さが 3,000m 以上のずい道等の建設。 

c. ゲージ圧力が 0.3Mpa 以上の圧気工法による作業 

d. 掘削の高さまたは深さが10m以上である地山の掘削（掘削機械を用いる作業で、

掘削面の下方に作業員が立ち入らない場合は対象外） 

 

 
13. 建設副産物等の記述のうち、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 建設副産物とは「資源の有効な利用の促進に関する法律」にて“建設工事に伴

い副次的に得られた物品”とされている。 

b. 建設副産物は、それらの価値の有無、再利用の可否とは関係がなく、工事現場

から搬出するすべての物品が該当する。 

c. ｢資源の有効な利用の促進に関する法律｣では、建設発生土、コンクリート塊、

アスファルト・コンクリート塊、建設発生木材が「指定副産物」に指定されて

いる。 

d. 「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」ではアスファルト・コンク

リート塊、コンクリート塊、建設発生土は「特定建設資材廃棄物」に指定され

ている。 

 

 

14. 塩化物イオンの侵入に伴う鋼材腐食に伴う照査は、鋼材位置における塩化物イオン

濃度の設計値と鋼材腐食限界濃度との対比で検討されるが、鋼材腐食限界濃度の値

（コンクリート単位容積当り）として標準的に採用されている値のうち、正しいも

のを a～dのなかから選びなさい。 

a. 0.3kg/㎥ 

b. 0.6kg/㎥ 

c. 0.8kg/㎥ 

d. 1.2kg/㎥ 

 

 

 

 

 

  

 



15. 軟弱地盤対策工の選定に当って考慮すべき条件として、地盤条件、道路条件、施工

条件、周辺に及ぼす影響などがあるが、施工条件に関する記述のうち、誤っている

ものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 軟弱地盤における土工工事の工期は可能な限り短くすることを原則とし対策

工法を検討するのがよい。 

b. 対策工法に使用する材料の入手の難易、その経済性も対策工の選定に当って検

討しなければならない。 

c. 軟弱地盤を改良する場合施工機械のトラフィカビリティの確保が必要であり、

サンドマットなどの工法は併用されることが多い。 

d. 対策工の種類により施工可能な深さに限界があるので注意する必要がある。 

 

 
16. アスファルト混合物の表層、基層施工時の留意点の記述のうち、誤っているものを

a～d のなかから選びなさい。 

a. 敷きならし時の混合物の温度は、アスファルトの粘度にもよるが、一般に 90℃

を下回らないようにする。 

b. 締め固め作業は継目転圧、初転圧、二次転圧及び仕上げ転圧の順序で行う。 

c. 各層の縦継目の位置は、下層の継目の上に上層の継目を重ねないようにする。

また縦継目は上下層とも車輪の走行位置直下にしないようにする。 

d. 転圧終了後の交通開放は、舗装路面の温度がおおむね 50℃以下となってから行

う。 

 

 

17. トンネルを計画する際の記述のうち、誤っているものを a～d のなかから選びなさ

い。 

a. トンネルの路線は周辺環境の保全、付属施設・工事用設備の設置等を考慮した

うえで、問題となる地形・地質をできるだけ避け、適切な土被りを確保し、で

きるだけ地下水頭の低い位置を選定する。 

b. 坑口の位置は、山の鼻や斜面の最大傾斜角に直交に近く、かつ斜面の滑動等の

ない安定した健全な地山に設けるよう努める。 

c. ２本以上のトンネルを隣接して設置する場合は、地山条件や施工法により異な

るが、中心間隔を地山が完全弾性体と考えられる場合には掘削幅の２倍、軟弱

地質でも３倍とすれば、ほとんど影響ないといわれる。 

d. 道路トンネルでは、通過車両の排気ガスを極力少なくする点から、機械換気を

必要とするトンネルにおける最急上り勾配は３％以下とすることが望ましい。 

 

 

 

 



18. 鋼橋の架設工法の記述のうち、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 自走式クレーンによるベント式工法とは継手近くにベントを組立、ベント上へ

橋桁をクレーンで吊り上げ架設する工法である。 

b. トラベラークレーンによる片持ち式工法とはカウンターウエイトになる側径

間を架設後、その上でトラベラークレーンを組立、連結材を介して片持ち式で

架設する工法である。 

c. ケーブルクレーンによる直吊り工法とは、架設現場の隣接場所で手延べ機と橋

げたの組立を行い、順次送り出す工法である。 

d. トラックレーンによる一括架設工法とは、橋げたを地上で組み立てた後、大型

のクレーンで一径間を一気に架設する工法である。 

 

 

19. 請負工事費は直接工事費、共通仮設費、現場管理費、一般管理費等から構成される

が、現場管理費の記述のうち、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 労務管理費 

b. 地代家賃 

c. 現場事務所の営繕に要する費用 

d. 従業員給料手当て 

 

 

20. 総合評価落札方式導入にあたっての根拠法を a～d のなかから選びなさい。 

a. 建設業法 

b. 公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律 

c. 独占禁止法 

d. 公共工事の品質確保の促進に関する法律 

 

 



＜問題－Ⅳ－（２）：建設環境＞ 

 

1. 閉鎖性水域の水質保全を目的として「植物浄化施設」を整備する際、効果として期

待できる項目として、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 二酸化窒素の吸収・除去。 

b. 物理的な吸着・沈降による SS の低減。 

c. 微生物の増殖による有機物の酸化分解の促進。 

d. 植物体の遮光効果による植物プランクトンの抑制。 

 

 

2. ダム湖におけるカビ臭の発生に関わる記述として、誤っているものを a～d のなか

から選びなさい。 

a. 上水利用をする際のカビ臭対策として、粉末活性炭注入が挙げられる。 

b. カビ臭の原因成分には 2-MIB、ジオスミンなどがある。 

c. カビ臭生成には藻類の増殖が強く関わっており、中でも渦鞭毛藻類が主要因と

される。 

d. カビ臭対策の１つとして、浅層曝気による藻類の発生抑制が挙げられる。 

 

 

3. 生物学的水質環境評価（平均スコア法）に関わる記述として、誤っているものを a

～dのなかから選びなさい。 

a. 平均スコア値は１〜10 の値をとり、値が大きいほど汚濁が進んでいることを示

す。 

b. 科レベルのデータで良いため同定者の能力によるばらつきが比較的少ないと

いうメリットがある。 

c. 平均スコア値は ASPT 値と称され、ASPT=総スコア／出現した総科数として算定

される。 

d. 現地での採集は、Ｄフレームネットを使用したキックスイープ法で行われるの

が一般的である。 

 

 

 

 

 

 

 



4. 生物群集の種多様性を示す「多様度指数」の説明として、誤っているものを a～d

のなかから選びなさい。 

a. 「種の豊富さ」,「種構成」,「均等度」の３点を考慮して多様性を数値化する

ものである。 

b. 群集に含まれる種数の合計と各々の種の個体数がパラメータとして利用され

る。 

c. 代表的なものとして、シャノン・ウィナーの多様度指数(H’)やシンプソンの

多様度指数（λ）がある。 

d. 種数・個体数が多く確認される昆虫類では、調査地点間の差違が現れやすい。 

 

 

5. 国土交通省が 2008 年７月に策定した「環境行動計画 2008」で示されている、「自

然共生と生物多様性の保全」に関わる主要施策として、誤っているものを a～d の

なかから選びなさい。 

a. 水と緑のネットワーク形成によるうるおいあるまちづくり 

b. 国営公園を拠点とした環境配慮行動の推進 

c. 高速道路網を活用した生物回廊の構築 

d. 多自然川づくり 

 

 

6. 都市公園・緑地事業による都市の自然再生を目的とした「自然再生緑地整備事業」

の主な事業内容として、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 事業主体となる地方公共団体が策定する自然再生の事業計画に対し、国が計画

調査費の補助を行う。 

b. 都市の自然再生に資する緑地の着実な展開を図るため、箇所別に補助金を交付

する「個別補助」によって事業の積極的推進を図る。 

c. 自然環境 NPO 団体や住民の参加を得て、事業計画策定、緑地の整備、自然に触

れ合うための施設整備、啓発活動などを、効率的・効果的に実施する。 

d. 地域における自然再生の効果が高まるよう、必要に応じて、農林水産省の里山

公園事業と連携を図りつつ事業を実施する。 

 

 

 

 

 

 



7. 特定外来生物に指定されているアレチウリの駆除に関する記述として、正しいもの

を a～dのなかから選びなさい。 

a. アレチウリは多年草であるため、子株の抜き取りでは根絶は困難である。薬剤

注入等で親株を枯死させることが効果的である。 

b. アレチウリは一年草であるため、種子をつける前に抜き取り拡散を抑制するこ

とが効果的である。 

c. アレチウリは初秋に一斉に結実するため、結実後（９月中旬頃）に集中的に刈

り取ることが効果的である。 

d. 抜き取りの適期は、親株の地下茎に栄養を蓄積している休眠期（11 月〜２月）

が最適である。 

 

 

8. 「植生調査」の説明として、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a. コドラート枠の大きさの目安としては、面積を変えながら種数をカウントして

種数-面積曲線を作り、その曲線が飽和に達した面積を採用するのがよい。 

b. コドラート枠を置く場所の選定にあたっては、調査対象とする植生の特徴がも

っとも典型的に現れていそうなところを選ぶ必要がある。 

c. コドラート内の群落を、高木層、低木層の２層に区分し、それぞれの層につい

て構成種、植被率、優占種等を調査する。 

d. ブラウン・ブランケの方法では、群落の特性を記述する基準として被度と群度

を用いる。これらはいずれも５段階の階級で表示する。 

 

 

9. 鳥類の生息状況や繁殖生態を把握するための調査方法として、誤っているものを a

～dのなかから選びなさい。 

a. ロードサイド・テリトリーマッピング調査 

b. コールバック調査 

c. ビームライトセンサス調査 

d. バンディング調査 

 

 

 

 

 

 

 



10. ハーフコーン型魚道の特徴として、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a. テーパーのついた隔壁により、越流水深が連続的に変化し多様な流速が生じる

ため、小型魚から大型魚まで幅広い魚種に対応できる。 

b. 段差部の段落ち流れは、自由落下水脈を形成することなく隔壁コーンに沿って

流れるため、抱卵期の降下魚も安全に下流プールに着水できる。 

c. 浅く蛇行した流れが形成されるので洪水時には土砂の掃流・流下がスムーズで

魚道内の土砂堆積が少ない。 

d. テーパーのついた隔壁により、出水時に魚道内流量が増大しても流速の多様性

を維持しやすいため、適用流量範囲が広い。 

 

 

11. 環境基本法において、国が環境の保全上の支障を防止するために事業者等が遵守す

べき基準を定めること等により規制の措置を講じなければならない行為として、誤

っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 大気の汚染 

b. 水質の汚濁 

c. 土壌の汚染 

d. 日照の阻害 

 

 

12. 循環型社会の形成を推進する法体系の一部を担う法律として、誤っているものを a

～dのなかから選びなさい。 

a. 資源有効利用促進法 

b. 廃棄物処理法 

c. 建設資材リサイクル法 

d. 大気汚染防止法 

 

 

13. 自動車の走行による影響が大きいと考えられる大気汚染物質のうち、誤っているも

のを a～dのなかから選びなさい。 

a. ベンゼン 

b. 非メタン炭化水素 

c. トリクロロエチレン 

d. 二酸化窒素 

 

 



14. 住居に対する日照阻害の影響予測に関する記述のうち、誤っているものを a～d の

なかから選びなさい。 

a. 現状における日影の状況や住居等の立地状況（位置、高さ等）等を調査する。 

b. 日照阻害の予測は、等時間の日影線を描いた日影図の作成、或いは将来天空図

の作成により行う。 

c. 日影図の作成は、太陽の高度・方位等を用いた予測式を用いて行う。 

d. 予測時期は年間の平均的な時期として春分の日（秋分の日）とする。 

 

 

15. 浮遊粒子状物質に関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかから選びなさ

い。 

a. 大気中に存在する粒子状物質のうち、10㎛以下のもの。 

b. 多様な発生源から排出される一次粒子と大気中で各種化学反応を経て生成さ

れる二次粒子から構成される。 

c. 土壌や海洋等の自然起源のものと人為的起源のものに大別される。 

d. ＤＰＦはディーゼル車に装着して粒子状物質の生成を抑制する技術である。 

 

 

16. 騒音に対して、同振幅で逆位相の二次音を発生・干渉させて元の音を打ち消す技術

を利用した新型遮音壁として、正しいものを a～d のなかから選びなさい。 

a. トナカイ型遮音壁 

b. 音響管ソフトエッジ遮音壁 

c. ASE（アクティブソフトエッジ）遮音壁 

d. 吸音遮音壁 

 

 

17. 騒音規制法に基づいて定められた特定建設作業に該当する可能性がある作業とし

て、誤っているものを a～d のなかから選びなさい。 

a. ダンプトラックを使用する作業 

b. くい打機を使用する作業 

c. ブルドーザーを使用する作業 

d. バックホウを使用する作業 

 

 

 

 



18. 環境基本法第１６条に規定されている環境基準に関する記述のうち、誤っているも

のを a～dのなかから選びなさい。 

a. 騒音の環境基準で、道路に面する地域のうち幹線交通を担う道路に近接する空

間に対しては、用途地域に関わらず昼間・夜間について一律の基準値が定めら

れている。 

b. 大気汚染の環境基準では、住居系、商業系等の用途地域別に基準値が定められ

ている。 

c. 振動に係る環境基準は定められていない。 

d. 水質汚濁関連で、生活環境の保全に係る環境基準は、河川の類型別に定められ

ている。 

 

 

19. 我が国が循環型社会の構築を国際的に推進する仕組みとして提唱した「３Ｒイニシ

アティブ」の３Ｒとして、誤っているものを a～d のなかから選びなさい。 

a. Reduce（リデュース） 

b. Reuse（リユース） 

c. Remake（リメイク） 

d. Recycle（リサイクル） 

 

 

20. 環境基準が設定されている大気汚染物質の中で、全国の常時監視測定局の環境基準

達成率が極めて低い状況にあるものについて、正しいものを a～d のなかから選び

なさい。 

a. 二酸化窒素 

b. 光化学オキシダント 

c. 一酸化炭素 

d. 二酸化硫黄 

 

 



＜問題－Ⅳ－（２）：機械＞ 

 

1. 非鉄金属材料の特徴および用途に関する記述のうち、正しいものを a～d のなかか

ら選びなさい。 

a. アルミニウムは、密度が鉄の約 1/3 と実用構造用金属で小さい部類に属し、酸

およびアルカリに腐食されやすい。 

b. 砲金は、電気および熱の伝導率が高くて展延性に富むが、湿気や炭酸ガスによ

って表面に緑青を生じる。 

c. ホワイトメタルは、機械的性質に優れて鋳造、圧延も容易に行えるため、しゅ

う動部材および電気部品に用いられる。 

d. 黄銅は、主に軸受に用いられ、鉛の多いものは耐摩耗性が小さく、錫（すず）

が多いものほど粘り強く耐食性に優れる。 

       

 
2. ワイヤロープに関する記述のうち、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a. ロープ径は、断面の外接円の直径で示し、直径の減少が７％を超えたワイヤロ

ープは使用しない。 

b. 端末処理をクリップ止め加工したワイヤロープは、強度効率を 100％として使

用してよい。 

c. 「普通Ｚより」ワイヤロープは、形くずれしにくくて取扱いが容易であり、一

般的に使用される。 

d. ロープ１よりの間において最外層ストランド中の総素線数の 10％以上断線し

ているワイヤロープは、使用してはならない。 

       

 
3. 各種塗料の特徴に関する記述のうち、正しいものを a～dのなかから選びなさい。 

a. エポキシ樹脂塗料上塗は、主として大気中にある部位で塗膜の色や光沢を長期

間保存する場合に使用される。 

b. ふっ素樹脂塗料上塗は、耐水性および耐磨耗性に優れ、塗装面への衝撃で塗膜

に傷がつきやすい部位に使用される。 

c. ガラスフレーク含有塗料は、耐候性が不十分であって、屋外で暴露されるとチ

ョーキング（白亜化）を起こす。 

d. タールエポキシ樹脂塗料は、水中部または湿気で著しく腐食する部位に使用さ

れるが、大気部外面には使用されない。 

 

 



4. ディーゼル機関に関する記述のうち、正しいものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 直接噴射式は、燃焼室の構造が簡単で始動性および燃費が良いことから、現在

では中大型機関の主流である。 

b. ４サイクルは、２サイクルと比較して気筒容積当たりの出力が大きいので、一

般的に広く使用されている。 

c. 冷却方式には水冷式と空冷式とがあり、大出力機関になるほど空冷方式を採用

することが有利になる。 

d. 燃焼方式は、軽油を霧状にして空気と混ぜてシリンダ内に吸い込み、電気プラ

グで強制的に火花着火させる。 

       

 
5. ホイールローダに関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかから選びなさ

い。 

a. アーティキュレート式かじ取り装置は、回転半径を小さくでき、前後輪がほぼ

同じ軌跡を通るので軟弱地走行にも有利である。 

b. ハイドロスタテックトランスミッション（ＨＳＴ）方式は、望む速度が無段変

速で選択でき、スピンターンも自在にできる。 

c. 揺動（オシレーション）機構は、不整地における走行安定性を良好にし、けん

引力が発揮できるように常に四輪を接地させる。 

d. キックアウト装置は、バケットブームが降下して地上の掘削面にきたバケット

を自動的にあらかじめセットした掘削姿勢にする。 

       

 
6. 場所打ち杭工法に関する記述のうち、正しいものを a～dのなかから選びなさい。 

a. リバースサーキュレーションドリル工法は、静水圧により孔壁を保持する。 

b. アースドリル工法は、地質が岩盤または玉石・転石層にも適用可能である。 

c. 揺動式オールケーシング工法は、200ｍ程度の大深度でも掘削できる。 

d. 全周回転式オールケーシング工法は、一般的に斜杭の施工が可能である。 

       

 

 

 

 

 

 

 



7. 機械経費における機械損料に関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかか

ら選びなさい。 

a. 償却費の全体額は、機械の基礎価格から耐用年数を終えて廃棄処分される際に

残る経済価値を除いたものである。 

b. 機械を工事現場へ搬入・工事現場から搬出する運賃および機械を積込み・積降

しする費用は、機械損料に含まれない。 

c. 運転日数の測定が困難な機械またはトランス、受変電設備のような機器は、供

用日数単位で機械損料を算定する。 

d. 維持修理費は、機械の機能・効用を持続するために必要な整備および修理の費

用であり、消耗部品費が含まれる。 

       

 
8. 土工機械のオペレータ保護装置に関する記述のうち、正しいものを a～d のなかか

ら選びなさい。 

a. ＲＯＰＳは、ブルドーザ、ホイールドーザなどに装着され、岩石などの落下物

に対してオペレータを保護する装置である。 

b. ＴＯＰＳは、スイング式のブームを持つミニショベルが横転したときにシート

ベルトで支えられたオペレータを保護する装置である。 

c. ＯＰＧは、車両が転倒したときにシートベルトで支えられたオペレータが車両

に押しつぶされないように保護する装置である。 

d. ＦＯＰＳは、油圧ショベルの運転席の前方または上方から飛来落下してくる岩

石などに対してオペレータを保護する装置である。 

       

 
9. 建設機械を長期間休止して保管する場合の留意事項に関する記述のうち、誤ってい

るものを a～dのなかから選びなさい。 

a. エンジンオイル、ギヤオイルなどの潤滑油は、全部新しいものに入れ換える。 

b. さびの発生しやすい箇所には、さび止めのためにグリースを塗布しておく。 

c. 燃料タンクは、燃料を全部抜いて空にし、燃料タンクのコックを閉じておく。 

d. バッテリは、機械から外して完全充電したのち、湿気の少ない場所で保管する。 

       

 

 

 

 

 



10. 国土交通省が指定する「排出ガス対策型建設機械」に関する記述のうち、誤ってい

るものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 排出ガス対策型建設機械指定の手続きは、「原動機の認定」および「建設機械

の指定」の二つの段階で行われる。 

b. 指定された排出ガス対策型建設機械は、外観から識別を容易にするための指定

ラベルを表示することができる。 

c. 排出ガス対策型建設機械の排出ガスは、HC、SOｘ、CO２、PM およびディーゼル

黒鉛の基準値が規定されている。 

d. 国土交通省では、実施する直轄工事に排出ガス対策型建設機械を使用すること

を原則としている。 

       

 
11. ダムの小容量放流設備用主ゲート・バルブに関する記述のうち、正しいものを a～

d のなかから選びなさい。 

a. コーンスリーブバルブは、放流管の中間部および下流端に設置でき、空中放流

および水中放流が可能である。 

b. 扉体の構造としては、桁構造および板構造があり、扉体の水密方式は機械仕上

げした金属水密構造とする。 

c. ジェットフローゲートは、主ゲート・バルブおよび副ゲート・バルブの両方に

使用することが可能である。 

d. 高圧スライドゲート(矩形タイプ)は、最大流量係数が 0.9 を超え、０～100％

の全開度で使用可能である。 

       

 
12. 堰に設けられるゲートの計画・設計に関する記述のうち、誤っているものを a～d

のなかから選びなさい。 

a. 感潮区間に設置するシェル構造ローラゲートのローラおよび止水部には、潮の

干満による繰返し荷重が加わる。 

b. 土石の流下の多い区間に設置する起伏ゲートは、不完全倒伏や扉体、開閉装置

の損傷が懸念される。 

c. ゴム引布製起伏堰は、工費および工期に利点があり、精度の高い流量調節が要

求される場合に適する。 

d. 越流によって放流または水位制御を行う流量調節用ゲートには、２段式ローラ

ゲートが適している。 

       

 



13. ローラゲートの主ローラに関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかから

選びなさい。 

a. 主ローラの硬度は、主ローラ踏板面の硬度よりも低くなるように設計すること

が望ましい。 

b. 主ローラの個数は、片側２個が望ましく、片側３個以上設ける場合はロッカビ

ーム方式を検討する。 

c. 主ローラの軸受方式には、すべり軸受ところがり軸受とがあり、一般的にすべ

り軸受を使用する。 

d. 主ローラ取付け方法の両持式は、構造が簡単であるが、ローラ軸が太くなりロ

ーラ抵抗が大きくなる。 

       

 
14. 魚道ゲートの形式に関する記述のうち、正しいものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 下流側起伏式は、一般に複数グループに分割したゲートの各々最上流ゲートの

下端回転軸にトルクを伝達して起立・倒立する。 

b. セクタ式は、魚道そのものを可動式にしたもので、扉体が箱形断面で細長い構

造物のため、座屈・振動に対する検討が必要である。 

c. 昇降式は、上流水位の変化に対応して扉体を昇降させる形式で、他の形式に比

較して上流水位の変動が大きい場所に設置する。 

d. 180°起伏式は、各々扉体先端を連結棒で連結し、１段ゲートに接続した開閉

装置を操作することでゲートを 180°回転する。 

       

 
15. 道路排水設備における主ポンプ設備に関する記述のうち、正しいものを a～d のな

かから選びなさい。 

a. ポンプの設置台数は危険分散を考慮して複数台とし、そのなかには予備機を設

けないのが一般的である。 

b. 電源は自家発電設備により供給し、非常用として簡便な可搬式発電装置との接

続器具を組み込んでいるものが多い。 

c. ポンプの吸込側には、流下してくるゴミなどを除去するために除塵用スクリー

ンを設置するのが一般的である。 

d. 口径が 500 ㎜以下のポンプでは、固定式の汚水用水中モータポンプを使用して

いるものが多い。 

       

 

 



16. 揚排水ポンプ設備における主ポンプの運転操作方式に関する記述のうち、正しいも

のを a～dのなかから選びなさい。 

a. 自動運転は、一連の機器類に対して共通となる一つの操作スイッチを一回手動

で操作することで始動・停止を行う方式である。 

b. 半連動運転操作は、排水運転時に排水量を制御する場合または管理運転時に水

位や流量の運転条件が満たされない場合に採用される。 

c. 連動運転操作は、主ポンプを含む機器類に関する各々独立した操作スイッチを

手動で操作することで始動・停止を行う方式である。 

d. 単独運転操作は、オンオフ制御とも呼ばれる方式であり、揚水ポンプ設備の場

合に運転操作の省力化を図るために採用される。 

       

 

17. 揚排水ポンプ設備における主ポンプの計画に関する記述のうち、誤っているものを

a～d のなかから選びなさい。 

a. 排水ポンプの軸形式は、非常用設備としての始動性を重視することから横軸形

ポンプが採用されることが多い。 

b. 一般的にポンプ計画点として、主ポンプがこの点における吐出し量で最高効率

を発揮するように計画される。 

c. 一般的に揚程が低い排水用ポンプ形式には、軸流型または斜流型が採用され、

揚程が高い揚水用ポンプには渦巻型が採用される。 

d. 排水ポンプで計画吐出し量が 10 ㎥/s を超えるポンプは、経済性から吸込み水

槽のクローズ化が図られることが多い。 

       

 
18. 揚排水ポンプ設備の主配管に関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかか

ら選びなさい。 

a. 排水ポンプ設備用主配管用の材料は、腐食や磨耗などに耐久性があるダクタイ

ル鋳鉄管が一般的に使用される。 

b. 揚水ポンプ設備用主配管用の材料は、一般的に配管用鋼管が使用され、管内面

に塗装被覆による防食対策が行われる。 

c. 排水ポンプ設備用主配管の口径は、一般的に主ポンプの口径と同一径とし、吐

出し管端を弁の口径に合わせる。 

d. 揚水ポンプ設備用主配管の口径は、吐出し合流部では一般的に合流前の管内流

速より速い流速となるように拡大される。 

       

 



19. 機械設備の保守管理に関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかから選び

なさい。 

a. 傾向管理は、運転時の振動、潤滑油などの計測値の傾向を管理することによっ

て故障の予知や整備時期の目安を知る。 

b. 緊急保全方式は、事後保全方式の一つであり、管理上予防保全を行う機器・部

品について突発的に故障が発生したとき、直ちに修復を行う。 

c. 総合診断（総合点検）は、通常の定期点検では把握できない部分の状況、根幹

機能の低下や老朽化の進行を把握するために行う。 

d. 初期故障期間は、運転の初期段階において故障発生する期間であり、この期間

の故障率は時間が経過するとともに増加する。 

     

 
20. 小口径管推進工法の掘削方式に関する記述のうち、正しいものを a～d のなかから

選びなさい。 

a. ボーリング方式は、鋼製さや管方式の一つの掘削方式で砂礫層など比較的硬質

な地盤に多く用いられるが、方向修正が困難である。 

b. 圧入方式は、先導体に装着した掘削ヘッドを選定することにより軟弱な粘性土

から硬質な砂礫、岩盤までの広範囲な地山に適用できる。 

c. オーガ方式には、推進管を直接推進する一工程式および先ず先導体と誘導管と

を推進した後に所定の推進管を推進する二工程式がある。 

d. 泥水方式は、泥水圧によって切羽の安定を図りながら泥水式先導体を推進させ、

推進管内のスクリュコンベヤで掘削土砂を搬出する。 

       

 



 

＜問題－Ⅳ－（２）：水産土木＞ 

 

1. 近年におけるわが国の水産物の生産・消費に関する記述として、正しいものを a～

d のなかから選びなさい。 

a. 主なＴＡＣ対象魚種の総資源量は近年増加しているが、その他の魚種は減少ま

たは低位で推移している。 

b. 平成 19 年のマグロ類の漁獲量は日本が世界第１位であるが、消費量は中国が

世界第１位となった。 

c. 近年、ウナギの採卵からふ化、育成、採卵までのライフサイクルを人工飼育下

で完結させることができるようになった。 

d. 家庭における平成 21 年の鮮魚購入数量の上位３種は、昭和 40 年から変わらず

サケ、イカ、マグロである。 

 

 
2. わが国の水産業に関する近年のトピックスとして、誤っているものを a～d のなか

から選びなさい。 

a. 平成 21 年には、反捕鯨団体シーシェパードによって、酪酸入りのビンの投込

みや調査船のスクリューを狙ったロープの海中への投入、失明のおそれもある

レーザー照射等による捕鯨調査の妨害が発生した。 

b. 海難事故による死者・行方不明者の減少を図るため、「漁業者のためのライフ

ジャケット着用推進ガイドライン」（平成 20 年 10 月策定）の普及や、安全操

業に関する講習会等の取組みがなされている。 

c. いわゆる「未利用魚」を積極的に取り入れた活動していることを認証する「マ

リンエコラベル」の取得が活発になっている。 

d. 平成22年２月にチリ中部沿岸で起きた地震により、日本の沿岸部でもワカメ、

ホタテガイ等の養殖施設が被害を受けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

3. 漁獲量が多く経済的価値が高い魚種や資源状態が極めて悪く緊急に保存管理を行

うべき魚種等について、あらかじめ漁獲量の上限を漁獲可能量として定め、その範

囲内に漁獲を収めるように漁業を管理する制度のことを何と呼ぶか、正しいものを

a～d のなかから選びなさい。 

a. ＴＡＣ制度 

b. ＴＡＥ制度 

c. ＴＥＣ制度 

d. ＴＥＥ制度 

 

 

4. 魚介類に含有している機能性成分のうち、血中コレステロール上昇抑制効果や、血

圧低下作用等の栄養特性があるとされている成分はどれか、正しいものを a～d の

なかから選びなさい。 

a. タウリン 

b. EPA（エイコサペンタエン酸） 

c. DHA（ドコサヘキサエン酸） 

d. コエンザイム Q10  

 

 

5. 漁港海岸における海岸保全施設の老朽化調査に関する記述として、正しいものを a

～dのなかから選びなさい。 

a. 一次調査の結果において、明らかに応急措置が必要とされる変状が確認された

場合には、その箇所のモニタリングを長期間行わなければならない。 

b. 一次調査の結果において、二次調査の対象箇所が非常に多い場合でも、必ず全

対象箇所の二次調査を実施しなければならない。 

c. 一次調査の結果において、変状が確認された場合には、二次調査を実施する。 

d. 一次調査の結果において、そのまま放置しても性能低下につながらないような

変状であれば、二次調査は行なわなくて良い。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

6. わが国の水産業における衛生管理システムに関連する記述として、正しいものを a

～dのなかから選びなさい。 

a. わが国の水産業界では、「漁場から食卓まで」といった範囲で HACCP 方式によ

る水産物の高度衛生管理の重要性が高まりつつある。 

b. HACCP 方式は、食品の安全性向上を図るための方式であり、漁港の環境改善の

促進、職場の活性化、水産業の発展とは無関係である。 

c. 漁港・産地市場での衛生管理対応では、屋根と柱を主体とする屋外作業場のみ

が対象である。 

d. 安全な食品を供給するための新しい衛生管理システムが、多くの国のあらゆる

分野の食品に普及しつつある。 

 

 

7. 漁港構造物の防食に関する記述として、正しいものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 漁港構造物の鋼材では、全ての部材で平均的腐食速度 0.3cm／年を見込むこと

を標準とする。 

b. 漁港構造物の鋼材では、被覆防食と電気防食を併用することは、コストがかか

るため併用しないことを原則とする。 

c. 土壌中では、腐食が進行していることを調査できないので、被覆防食を予め施

しておくことが必要である。 

d. 鋼管杭等では、集中腐食が生じるおそれが少ない範囲で、既存の規格で腐食代

としての十分な余裕がある場合には、防食措置を不要としてよい。 

 

 

8. 海中鋼杭の腐食傾向に関する記述として、正しいものを a～d のなかから選びなさ

い。 

a. 一般に、飛沫帯における腐食速度が最も速い。 

b. 一般に、干満帯における腐食速度が最も速い。 

c. 一般に、海水中における腐食速度が最も速い。 

d. 一般に、海泥中における腐食速度が最も速い。 

 

 

 

 

 

 

 



 

9. 漁港の防波堤の特徴に関する記述のうち、正しいものを a～d のなかから選びなさ

い。 

a. セルラーブロック式直立堤は、水深が深く、大きな波力を受ける箇所には適さ

ない。 

b. 傾斜堤は、全断面がブロックの場合には反射波及び透過波が大きくなる。 

c. 鋼管式防破堤は、軟弱で水深が深く、かつ波高が大きい箇所に用いられること

が多い。 

d. 浮防波堤は、水深の浅い地点から深い地点まで設置可能で、どのような波に対

しても高い消波効果が得られるが、工費が高い。 

 

 

10. 重力式防波堤の堤頭部の設計に関する記述のうち、正しいものを a～d のなかから

選びなさい。 

a. 消波工無しの直立堤における堤頭部の被覆石・被覆ブロックの割り増し範囲は、

堤体幅分以上としている例が多い。 

b. 消波工付直立堤における堤頭部の消波ブロックの割り増し範囲は、安全性の観

点から少なくとも堤頭函２函分以上としている例が多い。 

c. 混成堤における堤頭部の被覆石・被覆ブロックの割り増し範囲は、割り増しす

るブロックの３個分以上としている例が多い。 

d. 傾斜堤における堤頭部の消波ブロックの割り増し範囲は、傾斜堤の天端で割り

増しするブロックの２個分以上としている例が多い。 

 

 

11. 波浪に関する記述として、誤っているものを a～d のなかから選びなさい。 

a. 有義波とは、ある波群中で波高の大きい方から数えて、波群全体の波の数の上

位 1/3 を抽出し、これらの波高、周期の平均値に等しい波高、周期を持つ仮想

的な波を言う。 

b. 1/10 最大波とは、ある波群中で波高の大きい方から数えて、波群全体の波の数

の上位 1/10 を抽出し、これらの波高、周期の平均値に等しい波高、周期を持

つ仮想的な波を言う。 

c. 最大波とは、ある波群中で最も波高の大きい波を言う。 

d. エネルギー平均波とは、ある波群中の全波高を算術平均した波を言う。 

 

 

 

 



 

12. 潮位に関する記述のうち、正しいものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 漁港の計画・設計においては、地球温暖化に伴う 100 年後の海面上昇値を必ず

見込まなければならない。 

b. 漁港の計画・設計においては、全ての施設において既往最高潮位を設計潮位と

する必要がある。 

c. 漁港の計画・設計においては、漁港関連車道等の陸上施設もあるため、東京湾

平均海面と基本水準面との関係を明らかにしておくことが必要である。 

d. 漁港の計画・設計においては、観測基準面を工事用基準面とする必要がある。 

 

 

13. 漁港における軟弱地盤対策工法のうち、粘性土への適用が適さない工法はどれか、

正しいものを a～dのなかから選びなさい。 

a. グラベルコンパクションパイル工法 

b. サンドコンパクションパイル工法 

c. 置換工法 

d. 覆土工法 

 

 

14. 航路の設計における記述として、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 漁港における航路の計画水深は、0.5m ごとで表示する。 

b. 航路の法線は、直線に近いことが望ましい。やむを得ず屈曲部を設ける場合は、

急角度の屈曲を避け、十分な余裕を設けることが必要である。 

c. 航路の幅員は、波浪の港内への進入を極力防止できるよう、代表的な使用漁船

の幅Ｂを基準とし、すれ違いを考慮して３Ｂ以下とする。 

d. 航路の水深は、航路を航行する最も大きい漁船の喫水に、波による船の振動等

を考慮した余裕値を加えたものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

15. 矢板式係船岸に用いる鋼矢板の特徴に関する記述のうち、誤っているものを a～d

のなかから選びなさい。 

a. 直線形鋼矢板は、断面が直線型のものであり、継手部のかみ合わせ強度が強い。 

b. 軽量形鋼矢板は、断面係数が小さいが軽量なので作業性や施工性の利点がある。 

c. 組合せ鋼矢板は、Ｕ形鋼矢板を２枚ずつ向い合わせに組み合わせながら打ち込

むため、鋼矢板を適宜組み合わせることにより大きな断面係数が得られる。 

d. 広幅形鋼矢板は、有効幅を 600 ㎜とした鋼矢板であり、現行型に比べて必要枚

数が少なくて済むが、１枚あたりの重量が重くなるため施工費がかかる。 

 

 

16. 増殖場に関する記述のうち、正しいものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 海藻を食べるウニや巻き貝等の底生動物は、藻場保護のためには駆除するしか

対策がないが、捕獲したウニ等が高く売れるので問題ない。 

b. 内湾や河口域で陸からの濁水が海水に混入すると、栄養塩類が増加して海藻の

成長を促進するため悪影響はない。 

c. 対象種の胞子が着定しやすくするため、十分な光量が得られるよう水深を浅く

することが有効である。 

d. 砂の堆積や洗掘による基質の埋没・砂礫の衝突が藻場形成の制限要因になるた

め、近隣海域の漂砂実態の把握は重要である。 

 

 

17. 一定の水面において営む漁業で都道府県知事の免許を必要とする漁業の名称とし

て、正しいものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 資源管理型漁業 

b. 栽培漁業 

c. 漁業権漁業 

d. 許可漁業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

18. 海水交流施設に関する記述のうち、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 海水交流施設は、潮汐を利用する方法と波浪を利用する方法に大別される。 

b. 波浪を利用する方法では、砕波による水位上昇や越波により、港内への流れを

発生させて海水交換を図るタイプの研究・開発が進められている。 

c. 波浪を利用し、かつ伝達波高を抑えるために沈水型の導水孔としたタイプでは、

潜堤式、消波ブロック被覆式、鉛直板式（ケーソンー体型）等があるが、いず

れも設置実績はない。 

d. 潜堤式の海水交流施設は、波高数十㎝の低波浪時でも導水が可能であるが、同

じ波高でも潮位によって導水量が変化することに注意する必要がある。 

 

 

19. 沿岸漂砂の卓越方向の推定に関する記述として、誤っているものを a～d のなかか

ら選びなさい。 

a. 右岸側の河口砂州が左岸側に比べて突出している場合には、沿岸漂砂の卓越方

向は海に向って左向きである。 

b. 突堤の右岸側の汀線位置が左岸側に比べて沖寄りの場合には、沿岸漂砂の卓越

方向は海に向って左向きである。 

c. 離岸堤背後の舌状砂嘴の先端が離岸堤中央部より右岸寄りの場合には、沿岸漂

砂の卓越方向は海に向って左向きである。 

d. 断面積変化量が右岸側から左岸側に向って大きくなる場合には、沿岸漂砂の卓

越方向は海に向って左向きである。 

 

 

20. 平成 21 年の農林水産省による意識調査において、漁業が担う役割のうち重要な機

能であるとの回答が最も多かったものはどれか、a～dのなかから選びなさい。 

a. 国境を監視する機能 

b. 国民に食料を供給する機能 

c. 水質を浄化したり、海洋環境を保全する機能 

d. 伝統漁法などの伝統的文化を継承する機能 
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＜問題－Ⅳ－（２）：廃棄物＞ 

 

1. 廃棄物・リサイクル分野の温暖化対策に関する記述のうち、誤っているものを a～

d のなかから選びなさい。 

a. 廃プラのマテリアルリサイクル、ケミカルリサイクルにより積極的に再生利用

を行う。 

b. 処理プロセス改善による排出削減のためにハイブリッド車、電動パッカー車の

導入。 

c. ごみ有料化による廃棄物の発生、排出抑制、再利用を図る。 

d. サーマル・資源活用として廃棄物発電の導入、有機性廃棄物の直接埋立による

バイオガス回収。 

 

 

2. 循環型社会形成推進地域計画の３Ｒ推進するために目標値を設定するものとして、

相応しくないものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 一人一日当りのごみの量などのごみの発生抑制量 

b. 焼却処理されるごみの量 

c. ごみ t当りの発電量などのエネルギー回収量 

d. リサイクル率 

 

 

3. 廃棄物処理施設整備計画に関する記述のうち、正しいものを a～d のなかから選び

なさい。 

a. 平成 20 年３月に閣議決定された廃棄物処理施設整備計画の計画期間は平成 21

年度から平成 25 年度までとされている。 

b. 基本的理念として掲げられている３R 化の推進にあたっては、廃棄物のリサイ

クルを最優先とし、次いで排出抑制、最後に適正な処分を確保することが基本

とされている。 

c. 市町村等の自主性と創意工夫を活かしながら、都道府県と市町村が構想段階か

ら共同して循環型社会の形成を推進するために、平成 17 年度に循環型社会形

成推進交付金制度が創設された。 

d. 一般廃棄物の排出抑制や再使用、再生利用の推進、排出量に応じた負担の公平

化及び住民の意識改革を進めるため、一般廃棄物の有料化の推進が謳われてい

る。 

 

 



4. 循環型社会形成推進交付金に関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかか

ら選びなさい。 

a. 交付金を受けようとする市町村は、循環型社会形成推進地域計画を策定し、交

付対象となる事業を選定する必要がある。 

b. 交付された予算は、事業間流用あるいは年度間流用が可能であり、地方の実情

に即した予算の柔軟性がある。 

c. 発生抑制、リサイクル推進、最終処分量抑制等の戦略目標を設定し、目標達成

状況を事後評価し公表する必要がある。 

d. 地方に協議会を設け、地方が独自性、自主性を発揮しながら全体としての３Ｒ

システムを構築するものである。 

 

 

5. 災害廃棄物処理に関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかから選びなさ

い。 

a. がれき等の災害廃棄物は道路閉塞等につながり、応急対策の阻害要因となる可

能性がある。 

b. 災害廃棄物の処理は市町村単独では対応が難しく、資機材、施設、仮置場等の

協力要請が不可欠となる。 

c. 災害時における市町村、都道府県、国のそれぞれの役割分担を検討する必要が

ある。 

d. 災害廃棄物の処理の主体は都道府県となる。 

 

 

6. 廃棄物処理施設の基幹改良事業の内容に関する記述のうち、誤っているものを a～

d のなかから選びなさい。 

a. ストーカや耐火レンガに耐熱性の高い材料を用い、低空気比燃焼により炉内温

度の高温化を図る。 

b. 周辺環境保全と周辺住民への配慮のため白煙防止装置を積極的に導入する。 

c. 設備の性能の見直し、運転方法の改善により消費電力の積極的削減を図るなど

積極的省エネ対策を行う。 

d. 蒸気タービン、発電機の交換などより効率的設備の導入を図ることで積極的な

エネルギー回収を行う。 

 

 

 

 



7. 生ごみメタン化施設の構成設備に関する記述のうち、誤っているものを a～d のな

かから選びなさい。 

a. 生ごみは可燃ごみに比べ、水分量が多く有機性であることから、受入部分は密

閉構造・負圧構造にする必要がある。 

b. 前処理としての破砕システムの目的は、破袋、移送の容易性、微生物の分解速

度向上である。 

c. メタン発酵設備の構造は、鉄筋コンクリートまたは鋼板製等の気密構造とする。 

d. バイオガスに含まれる不純物のうち、バイオガス利用設備で最も問題となる物

質はアンモニアである。 

 

 

8. 山間に計画する最終処分場の立地適性調査に関する記述のうち、誤っているものを

a～d のなかから選びなさい。 

a. 最終処分場の立地候補における地質構造を評価するためには、地表地質調査、

ボーリング調査、物理探査を的確に実施する必要がある。 

b. 貯留構造物の基礎性状を把握するために、地盤の物理的、力学的性状を把握す

る必要がある。 

c. 地下水位分布や流向調査は最終処分場下流域を対象とする。 

d. 浸出水量検討の基礎資料として、降水量調査と蒸発散量調査が必要である。 

 

 

9. 平成 20 年度末における一般廃棄物最終処分場の整備状況に関する記述のうち、正

しいものを a～d のなかから選びなさい。 

a. 最終処分場の残余容量、残余年数ともに経年的に減少傾向にある。 

b. 最終処分場の設置場所は平地が最も多く、次いで山間、海面、水面の順となっ

ている。 

c. 関東と中部ブロックではブロック内で十分な処分先の確保ができておらず、最

終処分を目的とした一般廃棄物の広域移動の比率が大きくなっている。 

d. 全市区町村数の 10％程度が最終処分場を有していない。 

 

 

 

 

 

 

 



10. 廃棄物処理と温暖化ガスに関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかから

選びなさい。 

a. 焼却及び埋立てに伴い排出される温室効果ガス排出量は年間約 4,500 万トン

（二酸化炭素換算）であり、わが国の温室効果ガス総排出量の 3.3％に相当す

る。 

b. 廃棄物の排出量を減らすことは、温室効果ガスと処理コストの削減につながる。 

c. 廃棄物を焼却すると、二酸化炭素、メタン、一酸化二窒素が発生し、有機性廃

棄物が埋め立てられた最終処分場では窒素ガスが発生する。 

d. 廃棄物の収集運搬において、化石燃料の利用に伴う二酸化炭素が排出される。 

 

 

11. 熱回収能力強化に関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかから選びなさ

い。 

a. エコノマイザは、ボイラ本体の下流に設置し、ボイラ出口の燃焼排ガスの余熱

を利用して、ボイラ給水を過熱する機能を有するものである。 

b. 低温エコノマイザとは、エコノマイザの伝熱面積を小さくして、低温まで排ガ

スを冷却することで、ボイラ効率の向上を図る方法である。 

c. 低空気比燃焼とは、焼却炉等に供給する燃焼空気を低減することにより、燃焼

排ガス量を減らし、ボイラ設備出口での排ガス持ち出し熱量を低減することで、

ボイラ効率の向上を図る方法である。 

d. 燃焼空気量が減少することによる燃焼の乱れを抑制するために、排ガス循環シ

ステムや高温空気燃焼システムが採用される。 

 

 

12. 蒸気の効率的利用に関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかから選びな

さい。 

a. 低温触媒脱硝とは、触媒入口の排ガス温度を低温化し、排ガスを再加熱するた

めの蒸気量を削減または使用しないようにすることで、その分を発電用に利用

して発電効率を向上させる方法である。 

b. 高効率乾式排ガス処理に使用される薬剤としては、高効率反応消石灰やナトリ

ウム系薬剤がある。 

c. 白煙防止装置の運用停止により発電効率を向上させる場合には、有害物質の発

生や他の機器への影響リスクに充分配慮する必要がある。 

d. 排水クローズドシステムから下水道放流などに切り替えることにより、ボイラ

出口排ガス温度をより低温化することができる。 

 



13. 蒸気タービンシステムの効率向上に関する記述のうち、誤っているものを a～d の

なかから選びなさい。 

a. 施設規模が小さくなるにつれて、相対的に放熱量が減少し、ボイラ効率が向上

するため、高温高圧化による発電効率の向上率が大きくなる。 

b. ボイラの主蒸気条件を高温・高圧化し、タービン内部効率を大きくとることで、

発電効率を向上させることができる。 

c. 蒸気タービンの中間段から低圧または中圧蒸気を取り出し、プロセス蒸気や余

熱利用蒸気として取り出すことで発電効率を向上させることができる。 

d. 水冷式復水器は空冷式に比べ、熱貫流効率が高くとれ、タービン排気圧力をよ

り低減することが可能であり、発電効率の向上が期待できる。 

 

   

14. 廃棄物の不法投棄に関する記述のうち、正しいものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 近年新規に判明する不法投棄事案数、投棄量ともに増加傾向にある。 

b. 平成 20 年度の投棄量、投棄件数ともに製造業からの廃棄物の占める比率が最

も大きい。 

c. 平成 20 年度の建設廃棄物の不法投棄案件のうち、投棄件数が最も多いのはが

れき類であり、投棄量が最も多いのは、建設混合廃棄物である。 

d. 汚泥の投棄件数は比較的多いものの、投棄量の占める比率は小さい。 

 

 

15. 平成 20 年度末におけるし尿処理状況に関する記述のうち、誤っているものを a～d

のなかから選びなさい。 

a. 総人口に占める水洗化人口は 90％を超えており、うち浄化槽人口が 23.3％、

下水道人口が 67.5％となっている。 

b. くみ取りし尿及び浄化槽汚泥の処理方式は、し尿処理施設が最も多く全体の

94％程度であり、次いで下水道投入の 5.5％となっている。 

c. し尿処理工程からの処理残渣は、し尿処理施設内で焼却処理される比率が最も

大きく、次いでごみ焼却施設、下水道処理の順となっている。 

d. し尿処理施設の処理方式としては、膜分離処理方式が最も多く、次いで高負荷

脱窒素処理方式、好気性処理方式の順となっている。 

 

 

 

 

 



16. 一般廃棄物の排出状況に関する記述のうち、正しいものを a～d のなかから選びな

さい。 

a. ごみ総排出量は平成 12 年度以降、継続的に増加している。 

b. 平成 20 年度における１人１日当たり排出量は 1,000g/人・日を下回っている。 

c. 平成 20 年度における生活系ごみの総排出量に占める比率は約 65％であり、残

りは事業系ごみと集団回収ごみである。 

d. ピーク時における排出量からの減少率を生活系ごみと事業系ごみで比較する

と、事業系ごみの方が減少率は大きい。 

 

 

17. 一般廃棄物の処理状況に関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかから選

びなさい。 

a. 平成20年度における直接焼却率は、ごみの総処理量の８割近くを占めており、

近年の直接焼却量は増加傾向を示している。 

b. 直接最終処分量と中間処理後に最終処分された量を合計した最終処分量は、減

少傾向が続いている。 

c. 平成 20 年度における資源化量のうち、最も大きな比率を占めるのは紙類であ

り、総資源化量の 30％である。 

d. 平成 20 年度におけるリサイクル率は 20％であり、前年度から横ばいであるが、

経年的にはリサイクル率は増加傾向にある。 

 

 

18. 特定有害廃棄物等の輸出入に関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかか

ら選びなさい。 

a. 特定有害廃棄物等の輸出にあたり、移動書類の交付に至った案件の品目は、鉛

スクラップ（鉛蓄電池）、鉛灰、金属含有スラッジ等であり、 いずれも金属

回収を目的とするものである。 

b. 特定有害廃棄物等の輸入にあたり移動書類の交付に至った案件の品目は、電子

部品スクラップ、銅スラッジ、ニカド電池スクラップ、基板スクラップ等であ

り、金属回収など再生利用を目的とするものである。 

c. 近年の特定有害廃棄物等の輸出件数および輸出量は、減少傾向にある。 

d. 平成 21 年においては、輸出先国から輸入不同意又は環境保全上の条件付同意

の回答を得たものはなかった。 

 

 

 



19. 広域認定制度に関する記述のうち、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 廃棄物の処理を製造事業者等が広域的に行うことにより、当該廃棄物の減量そ

の他その適正な処理が確保されることを目的とする特例制度である。 

b. 廃棄物の処理を当該製品の製造、加工、販売等の事業を行う者以外に委託する

ことはできない。 

c. 広域認定制度が適用されると、廃棄物処理業に関する地方公共団体の許可が不

要となる。 

d. 複数の都道府県をまたがる区域において、廃棄物を広域的に収集することによ

り、廃棄物の減量その他の適正な処理を確保するものである。 

 

 

20. 建設汚泥の再生利用指定制度に関する記述のうち、誤っているものを a～d のなか

から選びなさい。 

a. 指定の対象となる範囲については、一般的には建設汚泥の発生から建設汚泥処

理物が再生利用に供される場所へ搬入されるまでの一連の範囲である。 

b. 指定を受ける者は、指定に係る建設汚泥又は建設汚泥処理物の収集・運搬又は

中間処理を行う者である。 

c. 再生利用が確実であることについての確認にあたって留意すべき事項は、｢搬

出・利用計画｣、｢利用用途及び品質｣、｢建設汚泥の処理工程｣、｢運搬管理体制｣、

｢保管体制｣の５点である。 

d. 複数の都道府県等にわたって建設汚泥を再生利用使用とする場合は、関係する

都道府県知事等の指定を受ける必要がある。 



＜問題－Ⅳ－（２）：建設情報＞ 

 

1. 「クラウド」の定義（定義は米 NIST による）のうち、誤っているものを a～dのな

かから選びなさい。 

a. 必要に応じて自動的にサービスや資源を利用でき、迅速な規模変更ができる。 

b. サービスモデルとして SaaS, PaaS, IaaS がある。 

c. インターネット越しにサービスそのものや、サービスの一部機能を利用する。 

d. モデルとしてプライベートクラウド、コミュニティクラウド、パブリッククラ

ウド、ハイブリットクラウドがある。 

 

 

2. 管理者権限のない社員が、キーボードの入力履歴保存ソフトウェアを用いて同僚の

ID とパスワードを入手して、同僚のメールを盗み見する行為を罰する規定のある

法律はどれか。a～dのなかから選びなさい。 

a. 通信傍受法 

b. 個人情報保護法 

c. 不正競争防止法 

d. 不正アクセス禁止法 

 

 

3. コンピュータシステムの性能(処理速度の速さ)を評価する指標のうち、誤っている

ものを a～dのなかから選びなさい。 

a. フォールトトレラント 

b. スループット 

c. ターンアラウンドタイム 

d. レスポンスタイム 

 

 

4. 関係データベースの表に対して処理権限を付与する SQL 文を a～d のなかから選び

なさい。 

a. DROP 

b. REVOKE 

c. GRANT 

d. DECLARE 

 

 



5. 電子署名方法及びその関連法令・規則・指針に関する記述のうち、誤っているもの

を a～dのなかから選びなさい。 

a. 本人による電子署名は自筆による署名や押印と同等の法的効力を持つ 

b. 基準を満たす電子署名法と鍵長が定められている 

c. 証明書の無効は CRL で管理できるため、地方公共団体が発行する電子証明書は

印鑑証明とは異なり有効期限がない 

d. 認証局業務を行おうとする法人の認定基準、設備・施設についても規定してい

る 

 

 

6. データやメモリの誤り訂正方式に関する記述のうち、正しいものを a～d のなかか

ら選びなさい。 

a. チェックサム (Check Sum)とは誤り訂正符号の一種である。 

b. ハミング符号（- ふごう）とはデータの誤りを検出・訂正できる誤り検出符号

のひとつである。 

c. 双方向の通信では、誤り検出さえできれば誤り訂正ができなくても、送信者に

再送を要求して、実質的に誤りを訂正できる。 

d. 誤りには、短い区間に多数の誤りが集中するランダム誤りと散発的に単独で誤

りが発生するバースト誤りの 2 種類がある。 

 

 

7. 組織のビジョンや戦略を企画立案する際に利用する SWOT 分析の記述のうち、正し

いものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 組織の強み・弱みと外部環境の機会・脅威の視点から分析する。 

b. 商品の市場に対する将来性の予測をする。 

c. 戦略マップで戦略を定義し、これに基づいて重要成功要因を分析する。 

d. 財務、顧客、業務、従業員の 4 つの視点で重要成功要因を分析する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



8. ファイルシステムに関する記述のうち、誤っているものを a～d のなかから選びな

さい。 

a. MS-DOS、UNIX や Windows では、ファイルを管理する仕組みとして、階層型ファ

イルシステムが採用されている。 

b. カレントディレクトリがサブディレクトリである場合、ファイルを指定する方

法は必ず絶対パス指定となる。 

c. ディレクトリ(OS によってはフォルダと呼ぶ)やファイルの区切りに”\”を用

いているが、OS によって”/”を使うこともある。 

d. ファイルシステムの階層構造の最上位にあるディレクトリをルートディレク

トリ、その下位にあるディレクトリをサブディレクトリと呼ぶ。 

 

 

9. ディスプレイに表示されるものとコンピュータによる処理内容（印刷結果など）が

一致するように表現する技術を、a～dのなかから選びなさい。 

a. ＴＵＩ 

b. ＣＵＩ 

c. ＧＵＩ 

d. ＷＹＳＩＷＹＧ 

 

 

10. 整列アルゴリズムのバブルソートに関する記述のうち、正しいものを a～d のなか

から選びなさい。 

a. データ列中で最も小さい要素を順次探索し、整列を行う。 

b. 全ての要素に対して隣接する要素を比較し、順序が逆であれば入れ替えて整列

を行う。 

c. データ列中から基準となる要素を選択し、その基準要素より小さい数の集合と

大きい数の集合に分割することを繰り返すことで整列を行う。 

d. データ列中から要素を順次取り出し、それまでに取り出した要素集合に挿入し

て正しい順に並ぶように整列を行う。 

 

 

 

 

 

 

 



11. アドレス修飾に関する記述のうち、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a. アドレス修飾とは、コンピュータの命令においてアクセスの対象となる有効ア

ドレスを決定する方法をいう。 

b. コンピュータの命令は命令部、アドレス部および修飾部とで構成される。 

c. 直接アドレス指定とは、命令のアドレス部にデータの格納されている主記憶の

アドレスが直接記述されていることをいう。 

d. 間接アドレス指定とは、命令のアドレス部に処理の対象となるデータのアドレ

スそのものではなく、処理対象となるデータの格納されている主記憶のアドレ

スを指定するデータが記述されていることをいう。 

 

 

12. ネットワークで接続された複数のコンピュータで処理するシステムの形態である

分散処理のうち、現実には存在しないシステム形態を、a～d のなかから選びなさ

い。 

a. 水平機能分散 

b. 水平負荷分散 

c. 垂直機能分散 

d. 垂直負荷分散 

 

 

13. データベース言語 SQL のモジュール言語に関する記述のうち、正しいものを a～d

のなかから選びなさい。 

a. 一つの手続きには、複数の SQL 文が定義できる。 

b. 一つのモジュールには、複数の手続きを定義できる。 

c. 処理結果をプログラムに返す SQLCODE は、モジュールに１つだけ定義できる。 

d. 手続きの中に記述できる SQL 文は、SELECT 文だけである。 

 

 

14. データベースマネジメントシステムの選定において、オンライントランザクション

処理システムの評価のためのベンチマークとして、正しいものを a～d のなかから

選びなさい。 

a. TPC-A 

b. SPEC 

c. NFS 

d. LINPACK 

 



15. SNMP に関する記述のうち、正しいものを a～dのなかから選びなさい。 

a. SNMP v2 プロトコルはほとんど使われていない。 

b. 一般に SNMP が利用する通信ポートはエージェントが 161/TCP を、マネージャ

が 162/TCP を利用する。 

c. 監視対象はOSI参照モデルのうちネットワーク層とデータリンク層の機器のみ

である。 

d. IP アドレスを持たない機器も監視することができる。 

 

 

16. IPv6 についての記述のうち、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

a. DNS のアドレスレコードは AAAA レコードとなる。 

b. アドレス空間の広さは 2^128 個である。 

c. インタフェースアドレスは任意のアドレスを付けることはできない。 

d. IPv6 では ISP から受け取るアドレスはネットワークアドレスとなる。 

 

 

17. ニューラルネットワークの記述のうち、誤っているものを a～d のなかから選びな

さい。 

a. シナプスの結合によりネットワークを形成した人工ニューロンが、学習によっ

てシナプスの結合強度を変化させ、問題解決能力を持つようなモデル全般を指

す。 

b. 教師信号（正解）の入力によって問題に最適化されていく教師あり学習と、教

師信号を必要としない教師なし学習に分けられる。 

c. 脳機能に見られるいくつかの特性を計算機上のシミュレーションによって表

現することを目指した数学モデルである。 

d. 入力ノード→中間ノード→出力ノードというように信号が一方向にしか進ま

ないフィードフォワード型のネットワークには、ホップフィールドネットワー

クやボルツマンマシンなどがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 



18. クロスサイトスクリプティングについての記述のうち、誤っているものを a～d の

なかから選びなさい。 

a. クロスサイトスクリプティングを避けるため、利用者からの入力データについ

て HTML タグを無効化する。 

b. 利用者のブラウザに保存されているクッキーを読み出したり書き換えたりす

ることができる。 

c. 対策として SSL を利用して通信内容の改竄を許さないようにする。 

d. リファラ を確認して意図しないページからのリクエストを識別する。 

 

 

19. BPO に関する記述のうち、正しいものを a～dのなかから選びなさい。 

a. 自社ではサーバを所有せずに、通信事業者などが保有するサーバの処理能力や

記憶容量の一部を借りてシステムを運用することである。 

b. 自社ではソフトウェアを所有せずに、外部の専門業者が提供するソフトウェア

の機能をネットワーク経由で活用することである。 

c. 自社の管理部門やコールセンタなど特定部門の業務プロセス全般を、業務シス

テムの運用などと一体として外部の専門業者に委託することである。 

d. 自社よりも人件費の安い派遣会社の社員を活用することで、ソフトウェア開発

の費用を低減させることである。 

 

 

20. 情報システム開発の際に用いられる手法に関し、プロトタイプを開発し顧客から意

見や要望を引き出し、それらを設計や実装にフィードバックすることを繰り返す開

発手法を、a～dのなかから選びなさい。 

a. マッシュアップ 

b. スパイラル型開発 

c. ウォータフォール型開発 

d. オフショア開発 
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